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3月 度理事会の概要
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3月 度理事会概要

開催 日時 : 平成 25年 3月 21日 (木)15時 00～ 17時 00分
開催 場 所 : 文京シビックセンター 5階 B会議室

文京区春 日1-16-21
出席役員数 :   8人

(1)理事長挨拶
年度末のお忙しい中、理事会に参集いただきありがとうござい

ます。気候変動の激しい折、皆様健康管理にご留意ください。それ

では、只今から3月 度理事会を開催します。宜しく、お願いします。

(2)業務報告

① 事務局運営・渉外
。3月 15日 (金)永年勤続表彰候補者の推薦につて、

全組合員に案内 (FAX)。
・第 46回組合通常総会 (5月 23日 )ま でのスケジュールが事
務局から報告された。

② 広報

防災組合ニュース 3月 10日 号 発行。

③ 教育

新年度の教育事業の具体的計画につて、関係者に打診調整を

行つている。

④ 福利厚生・企画

特になし。

⑤ 財務

売上は予算をほぼ達成する見込みであるが、原価率が厳しく、

売上利益率が厳しくなっている。厳 しい決算になりそうである。



⑥ 共同購買

財務報告の通り目標原価率確保が厳しい状況にある。このような

中にあって、引き続き各位のご協力をお願いする。

`    ⑦ 開発
特になし。

③ 研究部会

50周年記念事業の進め方ついて審議を行つた。
(審議事項 。参照)

⑨ 青年部会

特になし。

⑩ 防排煙設備検討委員会

建築設計業界からの要望により、同業界の若手へ 7月 頃に講習

会を行う予定。実施にあたり、盤借用等について能美防災から

ご協力を頂く。

⑪ 支部運営促進

特になし。

⑫ その他の事業

特になし。

(3)議案の審議

第 1号議案 新年度予算案につて
財務担当から予算案の内容詳細説明に基づき審議を行つた。

賦課金収入予算は、現状の組合員数 (122社 )と する。

第 2号議案 新年度事業計画について
事務局から計画案資料を配布。各理事は関係事項を精査
の上、変更事項があれば事務局へ連絡する。
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第 3号議案  50周 年記念行事について
年記念行事検討の責任者は大塚専務理事にお願いする。

今後の経営見込みをも考慮 しつつ、事業内容 (規模)を
検討する。

(4)そ の他

・三役会 4月 18日 (木 )午前 10時 00分から
於 :組合事務所

。会計監査  4月 23日 (火 )午後 1時 00分から
於 :文京シビックセンター 5階 C会議室
(昼食付、詳細は別途案内)

。次回理事会 4月 26日 (金 )午後 2時 00分～ 4時 00分
於 :文京シビックセンター 5階 A会議室



平成 25年 3月 度業務報告
・月 日 (曜)    ・内 容 等           ・来局理事等

2月 21日 (木) 2月 度理事会 (文京区民センター2階 B会議室)
業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長

'     2月 26日 (火) 業務決裁     ・・・ 大塚専務理事

2月 27日 (水) 業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長 (会社にて)

3月  5日 (火) 業務決裁     ・・・ 大塚専務理事

3月  7日 (木) 業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長 (会社にて)

3月  8日 (金) 防災組合ニユース (1月 10日 号)

3月 13日 (水) 小出会計事務所 (経営診断)

3月 15日 (金) 永年勤続表彰候補者の推薦について、
全組合員に案内 (FAX)

3月 21日 (木)3月 度理事会 (文京シビックセンター5階 B会議室)
業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長



平成 25年 3月 27日  水曜日 官
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め
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七
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放
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八
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ト
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上
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の
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と
す
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水
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連
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す
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圧
送
水
装
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は
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で
、
か
つ
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災
等
の
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よ
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受
け
る
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屋
内
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栓
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置
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第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
を
削
る
。

第
十
二
条
第
四
項
中

「第

一
項
第
四
号
」
を

「第

一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
中

「泡
消
火
設
備
」
を

「泡
消
火
設
備
」
に
改
め
　
同
条
中

「、
泡
消
火
設
備
」
を

「、
泡
消

火
設
備
」
に
激
め
、
同
条
第

一
号
中

「漱
消
火
設
備
の
漱
放
出
口
」
を

「泡
消
火
設
備
の
泡
放
出
口
」
に
改
め
、
同
条

第
二
号
中

「泡
消
火
設
備
」
を

「泡
消
火
設
備
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中

「泡
消
火
設
備
」
を

「泡
消
火
設
備
」
に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中

「泡
消
火
薬
剤
」
を

「泡
消
火
薬
剤
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

議帽載韻ｒ畑議麟卿沸牌射「嘲翻家諜引
「」慶に爛翻鰍罐調″韓臓詢事「畔』開轟隔」一西新鮮』製罐ぽ一

同
条
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

〓
一　
移
動
式
の
泡
消
火
設
備
の
消
防
用
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
当
該
泡
消
火
設
備
の
ホ
ー
ス
接
続
回
か
ら
の
水
平
距
離

が
十
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
の
当
該
防
護
対
象
物
の
各
部
分
に
有
効
に
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
長
さ
と
す
る
こ

，
」
。
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9 平成 25年 3月 27日  水曜日 官 報 (号外第 62号 )

第
十
六
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の

一

号
を
加
え
る
。

四
　
移
動
式
の
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
当
該
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
ホ
ー
ス
接
続
回
か
ら

の
水
平
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
の
当
該
防
護
対
象
物
の
各
部
分
に
有
効
に
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
長

さ
と
す
る
こ
と
。

第
十
七
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
　
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の

一

号
を
加
え
る
。

〓
一　
移
動
式
の
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
の
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
当
該
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
の
ホ
ー
ス
接
続
口

か
ら
の
水
平
距
離
が
二
十
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
の
当
該
防
護
対
象
物
の
各
部
分
に
有
効
に
放
射
す
る
こ
と
が
で
き

る
長
さ
と
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の

一

号
を
加
え
る
。

〓
一　
移
動
式
の
粉
末
消
火
設
備
の
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
当
該
粉
末
消
火
設
備
の
ホ
ー
ス
接
続
回
か
ら
の
水
平
距
離
が

十
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
の
当
該
防
護
対
象
物
の
各
部
分
に
有
効
に
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
長
さ
と
す
る
こ

シ
」
。

第
十
九
条
第
二
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

一
号
の
次
に

次
の

一
号
を
加
え
る
。

一
一　
屋
外
消
火
栓
設
備
の
消
防
用
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
当
該
屋
外
消
火
栓
設
備
の
ホ
ー
ス
接
続
回
か
ら
の
水
平
距
離

が
四
十
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
の
当
該
建
築
物
の
各
部
分
に
有
効
に
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
長
さ
と
す
る
こ
と
。

第
十
九
条
第
四
項
中

「泡
消
火
設
備
」
を

「泡
消
火
設
備
」
に
、
「屋
外
消
火
栓
設
備
」
を

「屋
外
消
火
栓
設
備
」
に

改
め
る
。

第
二
十
条
第
四
項
中
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
二
号
と
し
、
第

一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二
　
動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備
の
消
防
用
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
当
該
動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備
の
水
源
か
ら
の
水
平
距
離

が
当
該
動
力
消
防
ボ
ン
プ
の
規
格
放
水
量
が
○

・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
分
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
百
メ
ー
ト

ル
、
〇
　
四
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
分
以
上
○

・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
分
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
四
十
メ
ー
ト
ル
、

〇
　
四
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
分
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
の
当
該
防
火
対
象
物
の
各
部

分
に
有
効
に
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
長
さ
と
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
第
五
項
第

一
号
中

「屋
外
消
火
栓
設
備
」
を

「屋
外
消
火
栓
設
備
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「屋
内
消

火
栓
設
備
」
を

「屋
内
消
火
栓
設
備
」
に
、
「泡
消
火
設
備
」
を

「泡
消
火
設
備
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「泡
消
火

設
備
」
を

「泡
消
火
設
備
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
削
り
、
第
七
号
を
第
四
号
と
し
、
第
七
号
の
二
を
第
五
号
と
し
、
第
七

号
の
三
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
　
住
宅
用
防
災
警
報
器

第
二
十
七
条
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
四
十

一
条
中
第
二
号
を
第
二
号
と
し
　
第

一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一
一　
消
防
用
ホ
ー
ス

第
四
十

一
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四
　
消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合

金
具

五
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

エハ
　
漏
電
火
災
警
報
器

別
表
第

一
内
項
口
及
び
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

口
　
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

田
　
老
人
短
期
入
所
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

（介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
状
態
区
分
が
避
難
が
困
難
な
状
態

を
示
す
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
区
分
に
該
当
す
る
者

（以
下

「避
難
が
困
難
な
要
介
護
者
」
と
い

う
。）
を
主
と
し
て
入
居
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

（避
難
が
困
難
な
要
介
護
者
を
主
と
し

て
入
居
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
老
人
福
祉
法

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
二

号
）
第
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
老
人
短
期
入
所
事
業
を
行
う
施
設
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
を
行
う
施
設

（避
難
が
困
難
な
要
介
護
者
を
主
と
し
て
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限

る
。）、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

②
　
救
護
施
設

０
　
乳
児
院

０
　
障
害
児
入
所
施
設

同
　
障
害
者
支
援
施
設

（障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（平
成
十

七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
児
で

あ
つ
て
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
障
害
支
援
区
分
が
避
難
が
困
難
な
状
態
を
示
す
も
の
と
し
て
総
務
省
令

で
定
め
る
区
分
に
該
当
す
る
者

（以
下

「避
難
が
困
難
な
障
害
者
等
」
と
い
う
。
）
を
主
と
し
て
入
所
さ
せ
る

も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
若
し
く
は
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
共

同
生
活
援
助
を
行
う
施
設

（避
難
が
困
難
な
障
害
者
等
を
主
と
し
て
入
所
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
ハ
国
に
お

い
て

「短
期
入
所
等
施
設
」
と
い
う
。
）

ハ
　
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

０
　
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

（口
０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

（口
０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）、
老
人
福
祉
法
第

五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
施
設
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
を
行
う
施
設

（口
０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と

し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

②
　
更
生
施
設

Ｑ
　
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児
童
養
護
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
福
祉

法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る

一
時
預
か
り
事
業
又
は
同
条

第
九
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
を
行
う
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の

０
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
又
は
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定

す
る
児
童
発
達
支
援
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設

（児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。）

国
　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
支
援
施
設

（口
０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）、
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
ホ
ー
ム
又
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五

条
第
七
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
、
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
自

立
訓
練
　
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
、
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
若
し

く
は
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
施
設

（短
期
入
所
等
施
設
を
除
く
。
）

別
表
第
二
中
消
防
用
ホ
ー
ス
の
項
及
び
結
合
金
具
の
項
を
削
り
、
漏
電
火
災
警
報
器
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
備
考
中

「、
消
防
用
ホ
ー
ス
、
結
合
金
具
」
及
び

「、
漏
電
火
災
警
報
器
」
を
削
る
。
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附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
．

一　

第
十
二
条
第
四
項
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

一
一　
第
十

一
条
第
二
項
一
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
四
項
の
改
正
規
定

並
び
に
附
則
第
六
条
の
規
定
　
平
成
二
十
五
年
十
月

一
日

〓
一　
別
表
第

一
肉
項
口
及
び
ハ
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規
定
　
平
成
二
十
七
年
四
月

一
日

（消
防
用
ホ
ー
ス
、
結
合
金
具
及
び
漏
電
火
災
警
報
器
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
消
防
法

（以
下

「法
」
と
い
う
。
）第
二
十

一
条
の
九
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
が

付
さ
れ
、
又
は
法
第
二
十

一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
販
売
さ
れ
、
販
売
の
目
的
で
陳
列
さ
れ
、
若
し
く

は
そ
の
設
置
、
変
更
若
し
く
は
修
理
の
請
負
に
係
る
工
事
に
使
用
さ
れ
た
消
防
用
ホ
ー
ス
、
結
合
金
具
（消
防
用
ホ
ー

ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
を
い
う
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
漏
電
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令

（附
則
第

五
条
に
お
い
て

「新
令
」
と
い
う
。）
第
二
十
七
条
及
び
第
四
十

一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
十

一
条
の
二

第

一
項
の
検
定
対
象
機
械
器
具
等
と
み
な
し
て
、
法
第
四
章
の
二
第

一
節
の
規
定

（こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を

含
む
。）
を
適
用
す
る
。

２
　
こ
０
政
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
二
十

一
条
の
十

一
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
試
験
を
申
請
し
、
か
つ
、
同
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
試
験
結
果
が
通
知
さ
れ
て
い
な
い
消
防
用

ホ
ー
ス
、
結
合
金
具
又
は
漏
電
火
災
警
報
器
の
当
該
試
験
に
係
る
手
数
料
で
既
に
納
付
さ
れ
た
も
の
は
、
返
還
す
る

も
の
と
す
る
。

（住
宅
用
防
災
警
報
器
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

一
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
法
第
二
十

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、法
第
四
章
の
二
第

一
節
の
規
定
に
よ
る
検
定
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
し
、

同
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
法
第
二
十

一
条

の
十
六
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（防
火
対
象
物
の
用
途
の
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
〉

第
五
条
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第

一
因
項
口
及
び
ハ
並
び
に
田

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
田
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
閃
項
口
又
は
ハ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、

移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
肉
項
口
及
び
ハ
並
び
に
田
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消

火
器
、
簡
易
消
火
用
具
、
漏
電
火
災
警
報
器
及
び
誘
導
灯
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
条
、
第

二
十
二
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

２
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第

一
因
項
口
及
び
ハ
並
び
に
ω
項
イ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
因
項
ロ

及
び
ハ
並
び
に
田
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
自
動
火
災

報
知
設
備
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
、
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
、
非
常
警
報
設
備
及
び
避
難
器
具

に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十

一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十

一
条
、
第
二
十

一
条
の
二
及
び
第
二

十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
政
令

（附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対

す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
七
条
　
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令

（昭
和
三
十
四
年
政
令
第
二
百
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
中

「第
四
号
ま
で
、
第
六
号
か
ら
第
七
号
の
三
ま
で
若
し
く
は
第
九
号
か
ら
第
十

一
号
ま
で
又
は
同

令
第
四
十

一
条
各
号
」
を

「第
六
号
ま
で
若
し
く
は
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
又
は
同
令
第
四
十

一
条
第

一
号
か
ら

第
四
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

内
閣
総
理
大
臣
　
安
倍
　
工呈

一
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Ⅲ
省

〈
「
　
　
‐‐‐‐‐‐‐‐‐―――‐‐―――‐‐――‐‐‐‐‐――‐―――‐‐‐

○
総
務
省
令
第
二
十

一
号

消
防
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十

一
条
の
三
第
二
項
、
第
二
十

一
条
の
九
第

一
項
及
び
第
二

十

一
条
の
十
六
の
三
第

一
項
並
び
に
消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）
第
十

一
条
第
二
項
、
第
十

二
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
及
び
別
表
第

一
因
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法
施
行
規
則
の

一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
．

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日

総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

消
防
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
二
項
を
第
八
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

３
　
令
別
表
第

一
肉
項
口
田
の
総
務
省
令
で
定
め
る
区
分
は
、
要
介
護
認
定
等
に
係
る
介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る
審
査

及
び
判
定
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令

（平
成
十

一
年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
）
第

一
条
第

一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
掲
げ
る
区
分
と
す
る
。

４
　
令
別
表
第

一
因
項
口
０
の
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　
令
別
表
第

一
内
項
口
０
に
規
定
す
る
避
難
が
困
難
な
要
介
護
者

（次
号
に
お
い
て
「避
難
が
困
難
な
要
介
護
者
」

と
い
う
。）
を
主
と
し
て
入
居
さ
せ
、
業
と
し
て
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
、
機
能
訓
練
又
は
看
護
若
し
く

は
療
養
上
の
管
理
そ
の
他
の
医
療
を
提
供
す
る
施
設

（同
項
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一
一　
避
難
が
困
難
な
要
介
護
者
を
主
と
し
て
宿
泊
さ
せ
、
業
と
し
て
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
、
機
能
訓
練

又
は
看
護
若
し
く
は
療
養
上
の
管
理
そ
の
他
の
医
療
を
提
供
す
る
施
設

（同
項
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

５
　
令
別
表
第

一
囚
項
口
０
の
総
務
省
令
で
定
め
る
区
分
は
、
障
害
程
度
区
分
に
係
る
市
町
村
審
査
会
に
よ
る
審
査
及

び
判
定
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令

（平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
号
）
第
二
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

掲
げ
る
区
分
と
す
る
．

６

〈Ｔ
別
表
第

一
口
項
ハ
０
の
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
老
人
に
対
し
て
、
業
と
し
て
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等

の
介
護
、
機
能
訓
練
又
は
看
護
若
し
く
は
療
養
上
の
管
理
そ
の
他
の
医
療
を
提
供
す
る
施
設

（同
項
イ
及
び
口
田
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
．

７
　
令
別
表
第

一
因
項
ハ
０
の
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
業
と
し
て
乳
児
若
し
く
は
幼
児
を

一
時
的
に
預
か
る
施

設
又
は
業
と
し
て
乳
児
若
し
く
は
幼
児
に
保
育
を
提
供
す
る
施
設

（同
項
口
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
と
す
る
。

第
六
条
第

一
項
中

「第
五
条
第
二
項
第
二
号
」
を

「第
五
条
第
八
項
第
二
号
」
に
、
「第
五
条
第
二
項
第

一
号
」
を
「第

五
条
第
八
項
第

一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中

「第
五
条
第
二
項
第
二
号
」
を

「第
五
条
第
八
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十

一
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
一
人
で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
屋
内
消
火
栓
設
備
の
基
準
）

第
十

一
条
の
二
　
令
第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
イ
０
及
び
口
０
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
四
十
三
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
号

に
規
定
す
る
消
防
用
保
形
ホ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
延
長
及
び
格
納
の
操
作
が
容
易
に
で
き
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
収
納

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
十
二
条
第

一
項
中

「第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
」
を

「第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
イ
又
は
口
」
に

改
め
、
同
条
第

一
項
第

一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　
屋
内
消
火
栓
の
開
閉
弁
は
、
床
面
か
ら
の
高
さ
が

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
位
置
又
は
天
丼
に
設
け
る
こ
と
。

た
だ
し
、
当
該
開
閉
弁
を
天
丼
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
開
開
弁
は
自
動
式
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
．

一
の
一
一　
屋
内
消
火
栓
設
備
の
屋
内
消
火
栓
及
び
放
水
に
必
要
な
器
具
は
、

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す

8
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第
十
二
条
第

一
項
第
二
号
中

「次
号
口
」
の
下
に

「又
は
ハ
０
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中

「イ
及
び
口
」
を

「イ

か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ
　
屋
内
消
火
栓
の
開
閉
弁
を
天
丼
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
０
及
び
向
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
口
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

０
　
屋
内
消
火
栓
箱
の
直
近
の
箇
所
に
は
、
取
付
け
位
置
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
か
つ
、
床
面

か
ら
の
高
さ
が

一　
五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
か
ら
容
易
に
識
別
で
き
る
赤
色
の
灯
火
を
設
け
る
こ
と
。

同
　
消
防
用
ホ
ー
ス
を
降
下
さ
せ
る
た
め
の
装
置
の
上
部
に
は
、
取
付
け
面
と
十
五
度
以
上
の
角
度
と
な
る
方

向
に
沿
つ
て
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
容
易
に
識
別
で
き
る
赤
色
の
灯
火
を
設
け
る
こ
と
。

第
十
二
条
第

一
項
第
六
号
イ
及
び
第
七
号
ホ
中

「屋
内
消
火
栓
の
」
を

「屋
内
消
火
栓
設
備
の
」
に
改
め
、
同
号
ヘ

０
中

「延
長
及
び
格
納
の
操
作
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を

「前
条
各
号
の
基
準
に
適
合
す

る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
」
を

「第
十

一
条
第

二
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を

一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
二
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

３
　
〈ｐ
第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
口
に
規
定
す
る
屋
内
消
火
栓
設
備
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細

目
は
、
第

一
項
（第
六
号
へ
並
び
に
第
七
号
ハ
∽
及
び
へ
を
除
く
。
）
及
び
前
項
（第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
除
く
。）

の
規
定
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
主
配
管
の
う
ち
、
立
上
り
管
は
、
管
の
呼
び
で
四
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

一
一　
ポ
ン
プ
を
用
い
る
加
圧
送
水
装
置
の
ポ
ン
プ
の
吐
出
量
は
、
屋
内
消
火
栓
の
設
置
個
数
が
最
も
多
い
階
に
お
け

る
当
該
設
置
個
数

（設
置
個
数
が
二
を
超
え
る
と
き
は
、
二
と
す
る
。
）
に
九
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
を
乗
し
て
得
た
量

以
上
の
量
と
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
の
六
第
二
項
第
二
号
中

「イ
及
び
口
」
を

「イ
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ
　
補
助
散
水
栓
の
開
閉
弁
を
天
丼
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
０
及
び
回
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
口
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

０
　
補
助
散
水
栓
箱
の
直
近
の
箇
所
に
は
、
取
付
け
位
置
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
で
　
か
つ
、
床
面

か
ら
の
高
さ
が

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
か
ら
容
易
に
識
別
で
き
る
赤
色
の
灯
火
を
設
け
る
こ
と
。

同
　
消
防
用
ホ
ー
ス
を
降
下
さ
せ
る
た
め
の
装
置
の
上
部
に
は
、
取
付
け
面
と
十
五
度
以
上
の
角
度
と
な
る
方

向
に
沿
つ
て
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
容
易
に
識
別
で
き
る
赤
色
の
灯
火
を
設
け
る
こ
と
。

第
十
三
条
の
六
第
二
項
第
五
号
中

「に
設
け
る
こ
と
」
を

「又
は
天
丼
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
開
閉
弁
を

天
丼
に
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
開
閉
弁
は
自
動
式
の
も
の
と
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「延
長

及
び
格
納
の
操
作
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を

「第
十

一
条
の
二
各
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ

う
に
設
け
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中

「補
助
散
水
栓
」
の
下
に

「及
び
放
水
に
必
要
な
器
具
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第

一
項
第
十

一
号
中

「第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
口
」
を

「第
十
二
条
第
二

項
第
二
号
、
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
口
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
四
項
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三
の
二
　
移
動
式
の
泡
消
火
設
備
の
消
防
用
ホ
ー
ス
は
、
消
防
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ

レ
」
。

第
二
十
二
条
第

一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一
の
二
　
屋
外
消
火
栓
設
備
の
放
水
用
器
具
は
、
消
防
庁
長
官
の
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
二
条
第
十
号
二
中

「屋
外
消
火
栓
」
を

「屋
外
消
火
栓
設
備
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
及
び
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
」
を
削
り
、
同

項
第
五
号
中

「設
け
る
漏
電
火
災
警
報
器
は
、
遮
断
機
構
を
有
す
る
も
の
と
し
、
遮
断
機
構
の
部
分
は
、
」
を

「漏
電
火

災
警
報
器
を
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
作
動
と
運
動
し
て
電
流
の
遮
断
を
行
う
装
置
を
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
と
す
る
。

第
二
十

一
条
第
六
号
口
中

「
二
本
以
上
と
す
る
こ
と
」
を

「
二
本
以
上
と
す
る
ほ
か
　
消
防
庁
長
官
の
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
二
の
二
第

一
号
中

「百
五
十
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
帯
又
は
消
防
長
若
し
く
は
」
を

「消
防
隊
相
互
の
無
線
連

絡
が
容
易
に
行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
消
防
長
又
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
四
中

「第
二
十
七
条
第
七
号
の
二
」
を

「第
二
十
七
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
消
防
用
ホ
ー
ス
及
び
結
合
金
具
の
項
を
削
り
、
漏
電
火
災
警
報
器
の
項
を
次
の
よ
う
に
政
め
る
．

住
宅
用
防
災
警
報
器

電
源
変
圧
器

完
成
品

三
個
七

個

二
十
個

同
表
中

別
表
第
二
備
考
中

「漏
電
火
災
警
報
器
の
変
流
器
若
し
く
は
受
信
機
」
を

「住
宅
用
防
災
警
報
器
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中

「漏
電
火
災
警
報
器
の
変
流
器
又
は
受
信
機
」
を
削
り
、消
防
用
ホ
ー
ス
及
び
結
合
金
具
の
項
を
削
り
、

別
表
第
四
中
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
四
中
消
防
用
吸
管
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

漏
電
火
災
警
報
器
の
変
流
器
又
は
受
信
機

結
合
金
具

[:iill::∫
」l)・

消
防
用
ホ
ー
ス

鬱押
ル に

改
め
る
。
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附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　
第
十

一
条
の
次
に

一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
の
六
第
二
項
、
第
十
四
条
第

一
項
、
第

十
八
条
第
四
項
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十

一
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二
条
第

一
項
の
規
定
　
平
成
二
十

五
年
十
月

一
日

一
一　
第
五
条
、
第
六
条
第

一
項
及
び
第
十
条
の
改
正
規
定
　
平
成
二
十
七
年
四
月

一
日

（経
過
措
置
）

第
二
条
　
附
則
第

一
条
第

一
号
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
若
し
く
は
現
に
新

築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
又
は
平
成
二

十
六
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
を
開
始
す
る
防
火

対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
泡
消
火
設
備
、
屋
外
消
火
栓

設
備
及
び
連
結
送
水
管
の
う
ち
、
改
正
後
の
消
防
法
施
行
規
則

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「新
規
則
」
と
い
う
。
）第

十

一
条
の
二
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
の
六
、
第
十
八
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十

一
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い

も
の
に
係
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
又
は
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、移
転
、

修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
に
お
け
る
漏
電
火
災
警
報
器
の
う
ち
、
新

規
則
第
二
十
四
条
の
三
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
又
は
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、

修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
に
お
け
る
無
線
通
信
補
助
設
備
の
う
ち
、

新
規
則
第
二
十

一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
八
年
五
月
二
十

一
日
又
は
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
消
防
長

（消
防
本

部
を
置
か
な
い
市
町
村
に
お
い
て
は
、
市
町
村
長
）
若
し
く
は
消
防
署
長
が
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の

間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（石
油
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
石
油
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令

（昭
和
五
十

一
年
自

治
省
令
第
十
七
号
〉
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第

一
項
第

一
号
ハ
中

「第
二
十
七
条
第

一
項
第
四
号
」
を

「第
四
十

一
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
第

一
号
ハ
中

「第
二
十
七
条
第

一
項
第
六
号
」
を

「第
四
十

一
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

Ｏ
総
務
省
令
第
二
十
二
号

消
防
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）第
二
十

一
条
の
十
六
の
三
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
用
ホ
ー

ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
四
十
二
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章
　
総
則

（第

一
条
―
第
五
条
）

第
二
章
　
平
ホ
ー
ス

（第
六
条
―
第
十
七
条
）

第
二
章
　
保
形
ホ
ー
ス

（第
十
八
条
―
第
二
十
二
条
）

第
四
章
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス

（第
二
十
三
条
―
第
二
十
六
条
）

第
五
章
　
濡
れ
ホ
ー
ス

（第
三
十
七
条
―
第
四
十
六
条
）

第
六
章
　
雑
則

（第
四
十
七
条
）

附
則

第

二
早
　
総
則

（趣
旨
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（用
語
の
意
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
消
防
用
ホ
ー
ス
　
消
防
の
用
に
供
す
る
平
ホ
ー
ス
、
保
形
ホ
ー
ス
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
及
び
濡
れ
ホ
ー

ス
を
い
・つ
。

一
一　
平
ホ
ー
ス
　

ン゙
ャ
ケ
ツ
ト
に
ゴ
ム
又
は
合
成
樹
脂
の
内
張
り
を
施
し
た
消
防
用
ホ
ー
ス

（保
形
ホ
ー
ス
、
大
容

量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
及
び
濡
れ
ホ
ー
ス
を
除
く
。
）
を
い
う
。

三
一　
保
形
ホ
ー
ス
　
ホ
ー
ス
の
断
面
が
常
時
円
形
に
保
た
れ
る
消
防
用
ホ
ー
ス
を
い
う
。

四
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
　
石
油
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令

（昭
和
五
十

一
年
政
令
第
百
二
十

九
号
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
と
し
て
の
用
途
に
の
み
用
い
ら
れ
る

消
防
用
ホ
ー
ス
を
い
う
。

五
　
濡
れ
ホ
ー
ス
　
水
流
に
よ
リ
ホ
ー
ス
全
体
が
均

一
に
濡
れ
る
消
防
用
ホ
ー
ス
を
い
う
。

一ハ
　
使
用
圧
　
折
れ
曲
が
っ
た
部
分
の
な
い
状
態
に
お
け
る
消
防
用
ホ
ー
ス
に
通
水
し
た
場
合
の
常
用
最
高
使
用
水

圧

（単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）
を
い
う
。

七
　

隕̈
計
破
断
圧
　
ホ
ー
ス
が
破
断
し
な
い
最
高
の
圧
力
と
し
て
設
計
さ
れ
た
水
圧

（単
位
　
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
）
を

い
・つ
。

八
　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
　
た
て
糸
及
び
よ
こ
糸
に
よ
り
筒
状
に
織
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。

九
　
ダ
ブ
ル
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
　
平
ホ
ー
ス
又
は
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
を
外
と
う
で
被
覆
し
た
構
造
の
も
の
を
い

う

。

（消
防
用
ホ
ー
ス
の
構
造
）

第
二
条
　
消
防
用
ホ
ー
ス
の
構
造
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
製
造
方
法
が
適
切
で
、
耐
久
力
に
富
み
、
か
つ
、
使
用
上
支
障
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
良
質
の
材
料
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
被
覆

（ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
外
面
を
保
護
す
る
た
め
に
　
ゴ
ム
又
は
合
成
樹
脂
そ
の
他
外
力
に
対
し
て
強
度
を
有
す

る
材
料
に
よ
り
覆
っ
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
．）
の
な
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
あ
っ
て
は
、全
体
に
わ
た
り
均
等
に
、

か
つ
、
し
っ
か
り
と
織
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
被
覆
の
あ
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
あ
っ
て
は
、
全
体
に
わ
た
り
均
等
に
織
ら
れ
、
編
ま
れ
、
又
は
巻
か
れ
て
い
る
こ

二
」
。

五
　
織
り
等
の
む
ら
、
糸
切
れ
、
糸
抜
け
、
糸
と
び
、
著
し
い
汚
れ
、
ふ
し
、
外
傷
　
き
よ
う
雑
物
の
混
入
、
よ
こ

糸
の
露
出
又
は
補
修
不
完
全
が
な
い
こ
と
。

一ハ
　
縦
色
線
又
は
縦
線
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
保
形
ホ
ー
ス
及
び
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
に
あ
っ
て

は
、
縦
色
線
又
は
縦
線
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（内
径
）

第
四
条
　
消
防
用
ホ
ー
ス

（大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
を
除
く
。）
は
、
そ
の
呼
称
に
応
じ
、
次
の
表
に
掲
げ
る
内
径

を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
十
百 百
二
十
五

百
五
十

呼
称

八
十
九
以
上
九
十
二
以
下

百
二
以
上
百
五
以
下

百
二
十
七
以
上
百
三
十

一
以
下

百
五
十
二
以
上
百
五
十
六
以
下

内
径

（単
位
　

ミヽ
リ
メ
ー
ト
ル
）
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二
十
二
十
五

三
十
四
十
五

十
六
十
五

七
十
五

十
八
以
上
二
十
以
下

二
十
六
以
上
二
十
八
以
下

三
十

・
五
以
上
三
十
二
　
五
以
下

三
十
八
以
上
四
十

一
以
下

五
十

一
以
上
五
十
四
以
下

六
十
三

・
五
以
上
六
十
六

・
五
以
下

七
十
六
以
上
七
十
九
以
下

２
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
の
内
径
は
、
当
該
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
に
表
示
さ
れ
た
呼
び
径

（大
容
量
泡

放
水
砲
用
ホ
ー
ス
の
設
計
さ
れ
た
内
径

（単
位
　

ミヽ
リ
メ
ー
ト
ル
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
そ
の
呼
び
径
の
百

三
パ
ー
セ
ン
ト
の
内
径
ま
で
の
範
囲
内
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（表
一〇

第
五
条
　
消
防
用
ホ
ー
ス
は
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
消
防
用
で
あ
る
旨

二
　
製
造
者
名
又
は
商
標

〓
一　
製
造
年

四
　
届
出
番
号

五
　
呼
称

（大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
を
除
く
。）、
長
さ

（単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
及
び
第
十
条
た
だ
し
書
又
は
第

二
十
二
条
た
だ
し
書
が
適
用
さ
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
そ
の
用
途

一ハ
　

「使
用
圧
」
と
い
う
文
字
及
び
使
用
圧

七

　

「設
計
破
断
圧
」
と
い
う
文
字
及
び
設
計
破
断
圧

（設
計
破
断
圧
が
使
用
圧
の
三
倍
以
上
の
平
ホ
ー
ス
、
保
形

ホ
ー
ス
及
び
濡
れ
ホ
ー
ス
並
び
に
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
を
除
く
．）

八
　
ダ
ブ
ル
ジ
ャ
ケ
ツ
ト
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

九
　
保
形
ホ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
最
小
曲
げ
半
径

（ホ
ー
ス
を
円
形
に
曲
げ
た
場
合
に
、
曲
げ
る
方
向
と
直
角
方
向

の
外
径
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
と
き
の
内
円
の
半
径
の
最
小
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（単
位
　
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）

十
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
で
あ
る
旨

口
　
呼
び
径

ハ
　
使
用
圧
を
超
え
な
い
動
力
消
防
ポ
ン
プ
に
用
い
る
旨

十

一　
濡
れ
ホ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

２
　
前
項
第
七
号
の
表
示
は
、
小
数
点
以
下

一
位
未
満
の
数
値
を
切
り
捨
て
て
得
た
数
値
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
平
ホ
ー
ス

（区
分
）

第
六
条
　
平
ホ
ー
ス
は
、
次
の
表
の
と
お
り
区
分
す
る
。

一　
　
エハ

二
　

〇

使
用
圧

百
五
十

呼
称

百

二
十

五

百 百

九
十
九
十

七
十
五

七
十
五

六
十
五

六
十
五

五
十
五
十

四
十
四
十

Ｏ

・
七

Ｏ

・
九

一

・

一

一

一

百
五
十

百
五
十

百
二
十

五 百
二
十

五

百

九
十

七
十
五

六
十
五

六
十
五

六
十
五

五
十
五
十
五
十

四
十

四

十
四
十

二
十
二
十

二
十
五

二
十
五

（ゴ
ム
及
び
合
成
樹
脂
の
品
質
）

第
七
条
　
平
ホ
ー
ス
の
内
張
り
及
び
被
覆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ゴ
ム
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一　

切
断
時
引
張
応
力
が
、
工
業
標
準
化
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
七
条
第

一
項
の
日
本
工

業
規
格

（以
下

「Ｊ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
う
ｏ
）
Ｋ
　
一全

一五

一
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
採
取
し
た
ダ
ン
ベ
ル
状
三
号
形
試

験
片

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「三
号
形
試
験
片
」
と
い
う
。
）
を
用
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五

一
の
切
断
時
引

張
応
力
を
測
定
し
た
場
合
に
、
十
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
切
断
時
引
張
応
力
が
、
空
気
加
熱
老
化
試
験

（七
十
度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

一
度
の
温
度
に
九
十
六
時
間
放
置
し

た
後
、
三
号
形
試
験
片
を
用
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五

一
の
引
張
試
験
を
行
う
も
の
を
い
う
。
）
を
行

っ
た
場
合

に
、
七
　
八
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
切
断
時
伸
び
が
、
三
号
形
試
験
片
を
用
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五

一
の
切
断
時
伸
び
を
測
定
し
た
場
合
に
、

四
百
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
　
次
の
式
で
求
め
た
永
久
伸
び
が
、
二
十
五
バ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

当てメ事
Ｃ^
（ゝ
）
＝』●蘭一ｒＦ×
・ｏｏ

備
考
　
こ
の
算
式
中
次
に
掲
げ
る
記
号
の
意
義
は
　
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

Ｌ。　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
ェ全

一五

一
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
採
取
し
た
ダ
ン
ベ
ル
状

一
号
形
試
験
片

（以
下
こ
の

条
に
お
い
て

「
一
号
形
試
験
片
」
と
い
う
。）
に
付
さ
れ
た
伸
び
測
定
用
の
標
線
間
の
距
離

（単
位
　

ミヽ
リ

メ
ー
ト
ル
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「標
線
距
離
」
と
い
う
。）

」‐
　
一
号
形
試
験
片
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五

一
の
引
張
試
験
に
お
い
て
算
出
し
た
伸
び
の
約
二
分
の

一
に

相
当
す
る
長
さ
に
引
っ
張
り
、
十
分
間
保
持
し
た
後
、
急
に
収
縮
さ
せ
、
十
分
間
放
置
し
た
後
に
測
定
し

た
標
線
距
離

２
　
平
ホ
ー
ス
の
内
張
り
、
被
覆
及
び
塗
装

（ジ
ャ
ケ
ツ
ト
の
外
面
を
着
色
等
す
る
た
め
に
、
塗
料
等
を
塗
布
し
た
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ゴ
ム
は
、
折
り
畳
ん
だ
ホ
ー
ス
の
上
に
十
二
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
荷
重
を
加
え
　
七
十
度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
一
度
の
温
度
に
九
十
六
時
間
放
置
し
て
も
、
相
互
に
接
着

し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
平
ホ
ー
ス
の
内
張
り
及
び
被
覆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
合
成
樹
脂
は
　
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
並
び
に

次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
伸
び
が
、
三
号
形
試
験
片
を
用
い
て
，
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五

一
の
切
断
時
伸
び
を
測
定
し
た
場
合
に
　
二
百
六

十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
ホ
ー
ス
の
長
さ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
部
分
を
二
つ
折
り
に
畳
み
、
そ
の
上
に
ニ
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
等
分
布
荷
重
を
加
え
零
下
二
十
五
度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ニ
度
の
温
度
に
二
十
四
時
間
放
置
し
た
後

荷
重
を
取
り
除
き
、
折
り
曲
げ
部
分
の
反
転
を
繰
り
返
し
十
回
行
っ
た
後
、
次
条
第
二
号
及
び
第
二
号
の
規
定
並

び
に
第
十
二
条
の
試
験

（ホ
ー
ス
を
折
り
曲
げ
た
状
態
で
行
う
も
の
を
除
く
。）
に
適
合
す
る
こ
と
。

〓
一　
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ホ
ー
ス
に
そ
の
容
積
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
水
を
入
れ
、
そ
の
両
端
を
塞
ぎ
七
十

度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
三
度
の
温
度
に
三
百
六
十
時
間
放
置
し
、
室
温
で
十
日
間
以
上
放
置
し
た
後
、
次
条
第
二
号

及
び
第
二
号
の
規
定
並
び
に
第
十
二
条
の
試
験

（ホ
ー
ス
を
折
り
曲
げ
た
状
態
で
行
う
も
の
を
除
く
．
）
に
適
合
す

′
り
こ

Ｌ
ｃ
。

11
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四
　

一
号
形
試
験
片
を
室
温
で
二
十
四
時
間
以
上
乾
燥
器
中
に
放
置
し
た
後
　
質
量
を
測
定
し
、
当
該
試
験
片
を
百

度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ニ
度
と
し
た
加
熱
器
中
に
四
十
八
時
間
つ
る
し
、
室
温
で
乾
燥
器
中
に
放
冷
し
た
後
、
再
び

質
量
を
測
定
し
た
場
合
に
、
次
の
式
で
求
め
た
減
量
が
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

一嘉』”（ス）―陸ド鶏社Ｒ卜×】ｏｏ

備
考
　
こ
の
算
式
中
次
に
掲
げ
る
記
号
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

Ｌ
　
加
熱
前
の
質
量

（単
位
　
グ
ラ
ム
）

Ｗ
　
加
熱
後
の
質
量

（単
位
　
グ
ラ
ム
）

（内
張
り
）

第
八
条
　
平
ホ
ー
ス
の
内
張
り
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
ゴ
ム
又
は
合
成
樹
脂
の
厚
さ
が
〇
　
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
の
密
着
の
強
さ
は
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
た
て
糸
及
び
よ
こ
糸
の
各
方
向
に
つ
い
て
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ

六
二
五
六
―

一
の
布
と
の
は
く
離
強
さ

（試
験
片
の
長
さ
は
、
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
百

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
よ
こ
糸
方
向
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
円
周
の
長
さ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）
を
測
定

し
た
場
合
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
一全

一七
四
に
基
づ
き
解
析
さ
れ
た
ピ
ー
ク
の
最
小
値
が
三
十
二
ュ
ー
ト
ン
以
上
で

あ
る
こ
と
。

二
一　
表
面
に
し
わ
等
の
不
均

一
な
部
分
が
な
く
、
水
流
の
摩
擦
損
失
が
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（被
覆
及
び
塗
装
）

第
九
条
　
平
ホ
ー
ス
の
被
覆
及
び
塗
装
は
、
し
わ
等
の
不
均

一
な
部
分
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
平
ホ
ー
ス
の
被
覆
は
　
前
条
第
二
号
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（長
さ
）

第
十
条
　
平
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
十
メ
ー
ト
ル
、
十
五
メ
ー
ト
ル
、
一十
メ
ー
ト
ル
又
は
三
十
メ
ー

ト
ル
と
し
、
表
示
さ
れ
た
長
さ
か
ら
そ
の
長
さ
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
長
さ
ま
で
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
、
屈
折
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
又
は
船
舶
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
そ
の
他
特
殊
な

用
途
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（質
量
）

第
十

一
条
　
平
ホ
ー
ス
は
、
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
、
そ
の
使
用
圧
及
び
呼
称
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
質
量

（単
位

グ
ラ
ム
毎
メ
ー
ト
ル
）
以
下
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ダ
ブ
ル
ジ
ャ
ケ
ツ
ト
又
は
被
覆
の
あ
る

も
の
に
あ
っ
て
は
、
使
用
上
支
障
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〇

　

七

Ｏ

・
九

一
・
六

二

・
〇
７
７
淵

三
千
百

三
十
四

百 三
千
八

百 百
五
十

二
千
二
千
二

百 百二

千
五

百
二
十

五

千
三
百

五
十
二千
十五
百

千
六
百

四
十

百

千
六
十

千
百
九

十 千
二
百

八
十

九
十

七
百
八

十 十八
百
八

九
百
四

十 七
十
五

五
百

五
百
五
百
五

十 六
百
二

十 六
百
五

十 六
十
五

三
百
七

十 三
百
七

十 四
百
四
百
五

十 四
百
七

十 五
十

二
百
八

十 十二

百
八

三
百
三
百
四

十 三
百
五

十 四
十

二
百
三

十 二
百
三

十 三
十

百
九
十

百
九
十

二
十
五

（耐
圧
試
験
）

第
十
二
条
　
平
ホ
ー
ス
は
、
そ
の
使
用
圧
及
び
ホ
ー
ス
の
状
態
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
水
圧
を
五
分
間
加
え
た
場

合
、
破
断
、
糸
切
れ
、
噴
水
、
漏
水
等
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

Ｏ

・
七

〇

　

九

一　
・
エハ

二
　

〇

ホ
ー
ス
の
状
態

使
用
圧

一
　

五

一
　

八

二

・
五

一
・
二

四

　

〇

ま
っ
す
ぐ
に
し
た
状
態

（単
位
　
メ

ガ
バ
ス
カ
ル
）

一
　

〇

一
・
八

二
　

八

折
り
曲
げ
た
状
態

（単
位
　
メ
ガ
パ

ス
カ
ル
）

（破
断
試
験
）

第
十
三
条
　
平
ホ
ー
ス
は
、　
一　

五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ホ
ー
ス
を
ま

っ
す
ぐ
に
し
た
状
態
で
設
計
破
断
圧
の
水
圧
を
加

え
た
場
合
、
破
断
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

（伸
び
）

第
十
四
条
　
平
ホ
ー
ス
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
状
態
で
使
用
圧
を
加
え
た
場
合
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
伸
び
が
、
水
圧
○

一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
状
態
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
長
さ
を
基
準
と
し
て
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

。

（よ
じ
れ
）

第
十
五
条
　
平
ホ
ー
ス
の
よ
じ
れ
は
、
右
方
向
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
　
使
用
圧
を
加
え
た
場
合
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の

よ
じ
れ
が
、
そ
の
使
用
圧
及
び
呼
称
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
角
度

（単
位
　
度
毎
メ
ー
ト
ル
）
以
下
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

〇
　
七

〇

　

九

一　
　
　
一ハ

二

・
○
シ

海
四
十
四
十
六

十
百
五
十
‐

四
十
四
十
六
十

百
二
十

五

四
十
六
十
八
十

百

六
十
八
十
百 九
十

八
十
百 百
二
十

七
十
五

八
十
八
十
百 百
二
十

百
四
十

六
十
五

九
十
九
十
百

十

百
四
十

百
六
十

五
十

百
二
十

百
二
十

百
六
十

百
八
十

二
百
四
十

百
六
十

百
六
十

二
十

二
百
二
百

二
十
五

（ゆ
が
み
）

第
十
六
条
　
平
ホ
ー
ス
は
、
使
用
圧
を
加
え
た
場
合
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
ゆ
が
み

（ホ
ー
ス
中
心
線
及
び
ゆ
が
み
部
分

の
中
心
線
と
の
距
離
の
最
大
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
水
圧
○

。
一
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
の
状
態
に
お
け
る
ホ
ー
ス

を
基
準
と
し
て
、
使
用
圧

一　
六
以
上
の
も
の
に
あ
っ
て
は
七
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
使
用
圧

一　
三
以
下

の
も
の
に
あ
っ
て
は
六
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（耐
摩
耗
性
）

第
十
七
条
　
平
ホ
ー
ス
は
　
任
意
の
場
所
に
お
い
て
、
別
表
及
び
別
図
に
定
め
る
試
験
条
件
に
よ
り
摩
擦
試
験
を
行
っ

た
場
合
、
次
の
表
に
掲
げ
る
使
用
圧
に
応
じ
た
回
数
の
摩
擦
に
よ
り
漏
水
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

一　
　
二ハ

二
　

〇

使
用
圧

五
十
回

八
十
回

回
数

鷺2
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〇

　
七

〇

　

九

十

回
二
十
回

三
十
回

第
二
章
　
保
形
ホ
ー
ス

（区
分
）

第
十
八
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
、
次
の
表
の
と
お
り
区
分
す
る
。

〇

　

七

一
・
Ｏ

一　
。
一ハ

二

・
○

使
用
圧

四
十
四
十
四
十
四
十
呼
称

三
十
三
十
二
十
三
十

二
十
五

二
十
五

二
十
五

二
十
五

二
十
二
十
二
十
二
十

（ゴ
ム
及
び
合
成
樹
脂
の
品
質
）

第
十
九
条
　
保
形
ホ
ー
ス
の
内
張
り
及
び
被
覆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ゴ
ム
は
、
第
七
条
第

一
項
各
号
の
規
定
に
適
合
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
保
形
ホ
ー
ス
の
内
張
り
及
び
被
覆
に
使
用
さ
れ
て
い
る
合
成
樹
脂
は
、
第
七
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
並
び

に
第
二
項
第

一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（内
張
り
）

第
二
十
条
　
保
形
ホ
ー
ス
の
内
張
り
は
、
第
八
条
各
号
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

（被
覆
及
び
塗
装
）

第
二
十

一
条
　
保
形
ホ
ー
ス
の
被
覆
及
び
塗
装
は
、
し
わ
等
の
不
均

一
な
部
分
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
保
形
ホ
ー
ス
の
被
覆
は
、
第
八
条
第
二
号
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（長
さ
）

第
二
十
二
条
　
保
形
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
十
メ
ー
ト
ル
、
十
五
メ
ー
ト
ル
、
二
十
メ
ー
ト
ル
又
は

二
十
メ
ー
ト
ル
と
し
、
表
示
さ
れ
た
長
さ
か
ら
そ
の
長
さ
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
長
さ
ま
で
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
船
舶
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
そ
の
他
特
殊
な
用
途
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（質
量
）

第
二
十
三
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
、
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
、
そ
の
使
用
圧
及
び
呼
称
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
質
量
〈単

位
　
グ
ラ
ム
毎
メ
ー
ト
ル
）
以
下
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ジ
ャ
ケ
ツ
ト
に
被
覆
の
あ
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
使
用
上
支
障
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〇
　
七

一
・
○

一　
・
エハ

二

・
〇
使
肛耐「／／／／に押称

四
百
五
十

四
百
五
十

五
百
五
百
四
十

三
百
三
百
四
百
四
百
二
十

二
百
五
十

二
百
五
十

三
百
三
百
二
十
五

二
百
十

二
百
十

二
百
六
十

二
百
六
十

二
十

（耐
圧
試
験
）

第
二
十
四
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
、
そ
の
使
用
圧
及
び
ホ
ー
ス
の
状
態
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
水
圧
を
五
分
間
加
え

た
場
合
、
破
断
、
糸
切
れ
、
噴
水
、
漏
水
等
を
生
し
て
は
な
ら
な
い
。

〇

　

七

一
・
○

一　
　
　
エハ

二
　
〇

ホ
ー
ス
の
状
態

使
用
圧

一
・
五

二
　

〇

〓
一　

二

四

・
○

た
ル対
パ
灰乱
た
状
態
（禅
一
　
メ

一
　

五

二
　

〇

四

・
○ 嬌枷枷瘤鵬議睦粕卸
（の響確と対

（破
断
試
験
）

第
二
十
五
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
　
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ホ
ー
ス
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
状
態
で
設
計
破
断
圧
の
水
圧

を
加
え
た
場
合
、
破
断
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

（伸
び
）

第
二
十
六
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
　
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
状
態
で
使
用
圧
を
加
え
た
場
合
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
伸
び
が
、
水

圧
〇

　
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
状
態
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
長
さ
を
基
準
と
し
て
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（よ
じ
れ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

第
二
十
七
条
　
保
形
ホ
ー
ス
の
よ
じ
れ
は
、
右
方
向
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
使
用
圧
を
加
え
た
場
合
に
お
け
る
ホ
ー

ス
の
よ
じ
れ
が
、
そ
の
使
用
庄
及
び
呼
称
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
角
度

（単
位
　
度
毎
メ
ー
ト
ル
）
以
下
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｏ

・
七

一
　

〇

一
・
六

二

・
Ｏ

呼

称

使
用
庄

百
二
十

百
二
十

百
八
十

二

百
四
十

百
六
十

百
六
十

百
八
十

二
百
三
十

二
百
二
百
二
百
二
百
二
十
五

二
百
五
十

二
百
五
十

二
百
五
十

二
百
五
十

二
十

（ゆ
が
み
）

第
二
十
八
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
、
使
用
圧
を
加
え
た
場
合
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
ゆ
が
み
が
、
水
圧
○

・
一
メ
ガ
パ
ス
カ

ル
の
状
態
に
お
け
る
ホ
ー
ス
を
基
準
と
し
て
、
六
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（耐
摩
耗
性
）

第
二
十
九
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
、
任
意
の
場
所
に
お
い
て
、
別
表
及
び
別
図
に
定
め
る
試
験
条
件
に
よ
り
摩
擦
試
験
を

行
っ
た
場
合
、
次
の
表
に
掲
げ
る
使
用
圧
に
応
し
た
回
数
の
摩
擦
に
よ
り
漏
水
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

〇

・
七

一
・
〇

一　
・
エハ

二
　

〇

使
用
圧

十 二
十
五
十
八
十
回
数

10
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（保
形
性
）

第
二
十
条
　
保
形
ホ
ー
ス
の

一
端
を
次
の
図
の
よ
う
に
固
定
し
て
、
最
小
曲
げ
半
径
の
曲
率
半
径
を
も
っ
た
枕
木
に

沿
っ
て
九
十
度
曲
げ
、
そ
の
先
端
に
二
十
二
ュ
ー
ト
ン
の
荷
重
を
加
え
て
三
十
分
間
放
置
し
た
場
合
、
つ
ぶ
れ

（同

図
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
荷
重
を

取
り
除
い
た
後
の
つ
ぶ
れ
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

υ場ヽ
（ヽ́
）＝』一叩“Ｆ×【ｏｏ

備
考
　
こ
の
算
式
中
次
に
掲
げ
る
記
号
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

Ｃ‐　
荷
重
を
加
え
る
前
の
Ａ
点
と
Ｂ
点
を
通
る
外
径

（単
位
　

ミヽ
リ
メ
ー
ト
ル
）

Ｃ
　
荷
重
を
加
え
た
後
及
び
荷
重
を
取
り
除
い
た
後
の
Ａ
点
と
Ｂ
点
を
通
る
外
径

（単
位
　

ミヽ
リ
メ
ー
ト
ル
）

２
　
保
形
ホ
ー
ス
は
、
長
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
部
分
に
六
百
二
ュ
ー
ト
ン
の
荷
重
を
十
秒
間
加
え
た
後
に
お
い
て
、

次
の
各
号
に
適
合
し
、
か
つ
、
破
損
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
等
が
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
使
用
圧
を

一
分
間
加
え
、水
圧
を
取
り
除
い
た
後
、
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
残
留
ひ
ず
み
が
五
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

湘壁Ｒ●７，゙
´
（ヽ
）
＝」一期一ド×【ｏｏ

備
考
　
こ
の
算
式
中
次
に
掲
げ
る
記
号
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

こ
　
荷
重
を
加
え
る
前
の
ホ
ー
ス
の
外
径

（単
位
　

ミヽ
リ
メ
ー
ト
ル
）

れ
　
水
圧
を
取
り
除
い
た
後
の
ホ
ー
ス
の
鉛
直
方
向
の
外
寸
法

（単
位
　

ミヽ
リ
メ
ー
ト
ル
）

一
一　
そ
の
使
用
圧
及
び
ホ
ー
ス
の
状
態
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
水
圧
を
五
分
間
加
え
た
場
合
、
破
断
、
糸
切
れ
、

噴
水
、
漏
水
等
を
生
し
な
い
こ
と
。

。L:期菫

Ｏ

・
七

一
・
〇

一
・
六

二
・
○

ホ
ー
ス
の
状
態

使
用
圧

一
・
五

二

・
〇

〓
一
。
二

四

・
Ｏ

た
ル対ズ
床一
た状
態
（単
位
　
メ

一
　

五

二

・
〇

四

　

〇 濤枷枷卿鵬秘睦粕鯛
（の畔確と対

（耐
閉
塞
性
）

第
二
十

一
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
、
次
の
図
の
よ
う
に
ホ
ー
ス
の

一
部
分
を
最
小
曲
げ
半
径
を
内
円
の
半
径
と
す
る
二
重

の
輪
に
し
た
状
態
で
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ａ
　
五
七
〇
五
に
適
合
す
る
滑
ら
か
な
ビ
ニ
ル
床
タ
イ
ル
の
床
面
上
で
、　
一
端
を

固
定
し
て
他
の

一
端
を
最
大
百
二
ュ
ー
ト
ン
の
加
重
で
、
か
つ
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
の
速
度
で
引
っ
張
っ
た
場

合
、
通
水
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
　
ヽ
折
「
、
凌
一形
滞
場
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（耐
低
温
性
）

第
二
十
二
条
　
保
形
ホ
ー
ス
は
、
最
小
曲
げ
半
径
を
半
径
と
す
る
円
筒
に
沿
っ
て

一
回
巻
き
付
け
た
状
態
で
　
零
下
二

十
五
度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ニ
度
の
温
度
に
二
十
四
時
間
放
置
し
た
後
、　
一
秒
間
で
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
た
後
に

一
秒

間
で
当
該
円
筒
に
沿
っ
て

一
回
巻
き
付
け
る
操
作
を
十
回
繰
り
返
し
行
っ
た
場
合
、
第
八
条
第
二
号
及
び
第
二
号
の

規
定
並
び
に
第
二
十
四
条
の
試
験

（最
小
曲
げ
半
径
を
内
円
の
半
径
と
す
る
円
形
に
保
形
ホ
ー
ス
を
曲
げ
た
状
態
で

行
う
も
の
を
除
く
。
）
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス

（長
さ
）

第
二
十
三
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
の
長
さ

〈単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
は
、
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
、
表
示
さ
れ
た

長
さ
か
ら
そ
の
長
さ
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
長
さ
ま
で
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（耐
圧
試
験
）

第
二
十
四
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
状
態
で
使
用
圧
の
二
・
０
倍

（ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
劣

化
等
を
防
ぐ
た
め
の
処
置
が
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、　
一　
五
倍
）
の
水
圧
を
五
分
間
加
え
た
場
合
、
破
断
、

糸
切
れ
、
噴
水
、
漏
水
等
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

（よ
じ
れ
）

第
二
十
五
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
の
よ
じ
れ
は
、
右
方
向
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
使
用
圧
を
加
え
た
場
合

に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
よ
じ
れ
が
、
使
用
上
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（準
用
）

第
二
十
六
条
　
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
四
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
は
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
第
二
項
第
二
号
中

「長
さ
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
部
分
」
と
あ

る
の
は

「
一
部
分
」
と
、
第
十
六
条
中

「使
用
圧

一　
〓
以
下
」
と
あ
る
の
は

「そ
の
他
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。第

五
章
　
濡
れ
ホ
ー
ス

（区
分
）

第
二
十
七
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
は
、
次
の
表
の
と
お
り
区
分
す
る
。

使
用
圧

九
十
呼
称

七
十
五

六
十
五

五
十

四
十

二
十
五

14
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（濡
れ
ホ
ー
ス
の
構
造
）

第
二
十
八
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
は
、
濡
れ
を
適
正
に
保
持
で
き
る
よ
う
措
置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（品
質
）

第
二
十
九
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
の
内
張
り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ゴ
ム
は
、
第
七
条
第
二
項
の
規
定
及
び
次
の
各
号
に
適
合

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
ゴ
ム
の
表
面
に
し
わ
等
の
不
均

一
な
部
分
が
な
く
、
か
つ
、
ジ
ャ
ケ
ツ
ト
に
均

一
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
る
こ

，ｃ．

一
一　
ホ
ー
ス
の
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
部
分
を
折
り
畳
ん
だ
状
態
で
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工０

一五
九
の
静
的
オ
ゾ
ン
劣
化
試

験
の
方
法
に
基
づ
い
て
、
次
の
表
に
掲
げ
る
試
験
条
件
に
よ
り
試
験
を
行
っ
た
後
に
お
い
て
、
第
四
十
五
条
の
規

定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

オ
ゾ
ン
濃
度
の
測
定
方
法

オ
ゾ
ン
濃
度
の
測
定
回
数

試
料
の
状
態
及
び
入
れ
方

試
験
時
間

試
験
槽
の
温
度

オ
ゾ
ン
濃
度

項
目

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五
九
に
示
す
定
電
流
電
解
法
に
よ
る
。

誌鰐
粧
臥劫
はか郎計紅
粉征
貴“硼虚す
“ゲ
陸嘘
ａが
けリ
ン濃度
自
動

に韓
枷
鵬
躙
略
期
縫
稀納
に放
置
し
た後
、
ホ
ー
スを折
り
畳
んだ
状
態
で槽

三
百
六
十
時
間

三
十
八
度
か
ら
四
十
二
度
ま
で
の
間

ｒ
十
ｐｈｍ

試
験
条
件

２
　
濡
れ
ホ
ー
ス
の
内
張
り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
合
成
樹
脂
は
、
前
項
第

一
号
並
び
に
第
七
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第

四
号
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
十
五

四
十
五
十
六
十
五

七
十
五

九
十
呼

称

七
百
八
十

五
百
五
十

四
百

三
百

二
百

千
六
十

ホ
ー
ス

一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
質
量

（単
位
　
グ
ラ
ム
）

（長
さ
）

第
四
十
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
、
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
二
十
メ
ー
ト
ル
又
は
三
十
メ
ー
ト
ル
と
し
、
表
示
さ
れ
た

長
さ
か
ら
そ
の
長
さ
の
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
長
さ
ま
で
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（質
量
）

第
四
十

一
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
は
、
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
、
そ
の
呼
称
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
質
量
以
下
の
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（耐
圧
試
験
）

第
四
十
二
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
は
、
そ
の
使
用
圧
及
び
ホ
ー
ス
の
状
態
に
応
じ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
水
圧
を
五
分
間
加
え

た
場
合
、
破
断
、
糸
切
れ
等
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

印

亀

二
　

五

た
肺対ズ
床乱
た状態
（単位
　
メ

一
　

八

漸洵軸つ
た状態
（単位
　
メガ
パ

（破
断
試
験
）

第
四
十
二
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
は
、　
一　

五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ホ
ー
ス
を
ま

っ
す
ぐ
に
し
た
状
態
で
設
計
破
断
圧
の
水
圧

を
加
え
た
場
合
、
破
断
を
生
し
て
は
な
ら
な
い
。

（伸
び
）

第
四
十
四
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
状
態
で
使
用
圧
を
加
え
た
場
合
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
伸
び
が
、
水

圧
〇

・
一
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
の
状
態
に
お
け
る
ホ
ー
ス
の
長
さ
を
基
準
と
し
て
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（漏
水
量
）

第
四
十
五
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
は
、
水
圧
を
〇
　
五
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
と
し
、
三
十
五
分
間
保
持
し
た
う
ち
の
最
後
の
五
分

間
の
平
均
漏
水
量
が
、
そ
の
呼
称
に
応
じ
て
、
次
の
表
に
掲
げ
る
漏
水
量
以
下
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
ホ
ー
ス
の

表
面
が
均

一
に
濡
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
十
五

四
十
五
十
六
十
五

七
十
五

九
十
呼

称

百 百
五
十

二
百
二
百
五
十

三

百
三
百
五
十

ホ
ー
ス
一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
漏
水
量

（単
位
　
エユ
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
分
）

（耐
摩
耗
性
）

第
四
十
六
条
　
濡
れ
ホ
ー
ス
は
、
任
意
の
場
所
に
お
い
て
、
別
表
及
び
別
図
に
定
め
る
試
験
条
件
に
よ
り
摩
擦
試
験
を

行
っ
た
場
合
、
三
十
回
の
摩
擦
に
よ
り
漏
水
量
が
増
加
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
雑
則

（基
準
の
特
例
）

第
四
十
七
条
　
新
た
な
技
術
開
発
に
係
る
消
防
用
ホ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
形
状
、
構
造
、
材
質
及
び
性
能
か
ら
判
断

し
て
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
性
能
が
あ
る
と
総
務
大
臣
が
認
め
た
場
合
は
　
こ
の
省

令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（消
防
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

２
　
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十

一
条
の
二
第

一
号
中

「消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
四
十
三
年
自
治
省
令
第
二

十
七
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
消
防
用
保
形
ホ
ー
ス
」
を

「消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省

令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
二
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
保
形
ホ
ー
ス
」
に
改
め
る
。

鸞5
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摩
擦
板
の
振
動
数

摩
擦
板
の
全
振
幅

摩
擦
板
の
振
動
方
向

摩
擦
板
の
荷
重

摩
擦
板
の
寸
法

摩
擦
面
に
対
す
る
措
置

摩
擦
面

ホ
ー
ス
内
圧

項
目

毎
分
二
十
往
復

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

ホ
ー
ス
と
四
十
五
度
の
角
度

全
振
幅
の
全
て
の
位
置
で
十
二
ュ
ー
ト
ン

軸
解
畔
耀
順
断
封
∝
則
が
倒
ト
ル
、
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
×
二
百
五
十
ミ

麟
珠
荊
Ю刻
端
ほ
割
盪晰
見
夢
あ麟鑓
こ（と一掟
の頻度
に
よ
る摩
擦
面
の交
換
又

鱒
鵬
飾
村
醸
翻
吐
賛
“
‐
Ｓ
　
Ｒ
　
ェ全

一五
三
に
定
め
る
耐
水
研
磨
紙
で
研
磨
材

水
圧
〇

・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル

試
験
条
件

別
表

（第
十
七
条
、
第
二
十
九
条
及
び
第
四
十
六
条
関
係
）

別
図

（第
十
七
条
、
第
二
十
九
条
及
び
第
四
十
六
条
関
係
）

備
考
　
摩
擦
の
回
数
は
、
摩
擦
板

一
往
復
を

一
回
と
数
え
る
。

○
総
務
省
令
第
二
十
三
号

消
防
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十

一
条
の
十
六
の
三
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
用
ホ
ー

ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規

格
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日

総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合

金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章
　
総
則

（第

一
条
―
第
二
条
）

第
一
〓
早
　
消
防
用
結
合
金
具

（第
二
条
―
第
二
十
条
）

第
一二
早
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
差
込
式
結
合
金
具

（第
二
十

一
条
―
第
二
十
二
条
）

第
四
章
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具

（第
二
十
三
条
―
第
二
十
七
条
）

第
五
章
　
雑
則

（第
二
十
八
条
）

附
則
第

一
章
　
総
則

（趣
旨
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す

る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（用
語
の
意
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
消
防
用
結
合
金
具
　
消
防
用
ホ
ー
ス

（消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総

務
省
令
第
〇
〇
〇
号
。
以
下

「ホ
ー
ス
規
格
省
令
」
と
い
う
。）第
二
条
第

一
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下

「ホ
ー
ス
」
と
い
う
。）
又
は
消
防
用
吸
管

（消
防
用
吸
管
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
六
十

一
年
自

治
省
令
第
二
十
五
号
。
以
下

「吸
管
規
格
省
令
」
と
い
う
。）
第
二
条
第

一
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
「吸

管
」
と
い
う
。）
を
他
の
ホ
ー
ス
又
は
吸
管
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ

（動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る

省
令

（昭
和
六
十

一
年
自
治
省
令
第
二
十
四
号
。
以
下

「動
力
消
防
ポ
ン
プ
規
格
省
令
」
と
い
う
。）
第
二
条
第

一

号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）
等
と
結
合
す
る
た
め
に
、
ホ
ー
ス
又
は
吸
管
の
端
部
に
装
着
す
る
金
具
を
い
う
。

一
一　
か
ん
合
部
　
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
す
る
部
分
を
い
う
。

二
一　
装
着
部
　
ホ
ー
ス
又
は
吸
管
を
装
着
す
る
部
分
を
い
う
。

四
　
差
込
式
結
合
金
具
　
差
込
み
の
方
法
に
よ
り
か
ん
合
す
る
消
防
用
結
合
金
具
を
い
う
。

五
　
ね
じ
式
結
合
金
具
　
ね
じ
に
よ
り
か
ん
合
す
る
消
防
用
結
合
金
具
を
い
う
。

一ハ
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
差
込
式
結
合
金
具
　
差
込
式
結
合
金
具
の
う
ち
、大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等
（石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令

（昭
和
五
十

一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
）
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
と
し
て
の
用
途
に
の
み
用
い
ら
れ
る
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ホ
ー
ス

（ホ
ー
ス
規
格
省
令
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下

「大
容
量
ホ
ー
ス
」
と
い
う
。
）を
差
込
み

の
方
法
に
よ
り
他
の
大
容
量
ホ
ー
ス
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ポ
ン
プ
自
動
車

（動
力
消
防
ボ
ン
プ
規
格
省
令
第
二

条
第
四
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
可
搬
消
防
ポ
ン
プ

（動
力

消
防
ポ
ン
プ
規
格
省
令
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
〉等
と
結
合
す
る
た
め

に
、
大
容
量
ホ
ー
ス
の
端
部
に
装
着
す
る
金
具
を
い
う
。

― ・
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七
　
大
容
量
泡
放
水
砲
月
ね
じ
り
式
結
合
金
具
　
ね
じ
式
結
合
金
具
の
う
ち
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
防
災
資
機
材
等

と
し
て
の
用
途
に
の
み
用
い
ら
れ
る
、
大
容
量
ホ
ー
ス
又
は
大
容
量
吸
管

（吸
管
規
格
省
令
第
二
条
第
二
号
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下

「大
容
量
吸
管
」
と
い
う
。）
を
ね
じ
る
方
法
に
よ
り
他
の
大
容
量
ホ
ー
ス
又
は
大
容

量
吸
管
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ボ
ン
プ
自
動
車
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
等
と
結
合
す
る
た
め
に
、

大
容
量
ホ
ー
ス
又
は
大
容
量
吸
管
の
端
部
に
装
着
す
る
金
具
を
い
う
。

八
　
呼
び
径
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
差
込
式
結
合
金
具
又
は
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具
の
か
ん
合
部

の
設
計
さ
れ
た
内
径

（単
位
　

ミヽ
リ
メ
ー
ト
ル
）
を
い
う
。

九
　
使
用
圧
　
設
計
さ
れ
た
常
用
最
高
使
用
水
圧

（単
位
　
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
）
を
い
う
。

第
二
章
　
消
防
用
結
合
金
具

（区
分
）

第
二
条
　
消
防
用
結
合
金
具

（大
容
量
泡
放
水
砲
用
差
込
式
結
合
金
具
及
び
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具

を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）
は
、
次
の
と
お
り
区
分
す
る
。

ね
じ
式

差
込
式

か
ん
合
部

吸
管
用

用ホ
l

ス

用ホ
|

ス

用
途

百
五
十

百
五
十

呼

称

十百
四

百
二
十

五 百
二
十

五

百
十
五

百 百

九

十
九
十

七
十
五

七
十
五

七
十
五

六
十
五

六
十
五

六
十
五

五
十
五
十
五
十

四
十
四
十
四
十

二
十
三
十

五二
十
五二
十
五二
十

二
十

２

般
構
造
）

第
四
条
　
消
防
用
結
合
金
具
の
構
造
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
水
流
に
よ
る
摩
擦
損
失
の
少
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
均

一
で
良
質
な
材
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

〓
一　
装
着
部
は
、
堅
固
な
も
の
で
あ
り
、
装
着
し
た
ホ
ー
ス
又
は
吸
管
が
離
脱
し
に
く
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
人
の
触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
は
、
面
取
、
バ
リ
の
除
去
等
の
危
険
防
止
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も

差
し
金
具

受
け
金
具

押
し
輪

じ
め
輪

装
着
部

部
品
又
は
部
分

Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｊ

ｌ

Ｓ

HHHHH

四
〇
八
〇

（ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
継
目
無
管
）

四

一
〇
〇

（ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
押
出
形
材
）

五

一
二
〇

（青
銅
鋳
物
及
び
シ
ル
ジ
ン
青
銅
鋳
物
）

五

一
二
一

（青
銅
連
続
鋳
物
及
び
シ
ル
ジ
ン
青
銅
連
続
鋳
物
）

五
二
〇
二

（ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
鋳
物
）

材
料

の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
附
属
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

エハ
　
異
種
の
金
属
が
接
す
る
部
分
は
、
腐
食
を
防
止
す
る
処
理
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（材
質
）

第
五
条
　
消
防
用
結
合
金
具
の
部
品
又
は
部
分
で
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
用
い
る
材
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
又
は
工
業
標
準
化
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
七
条
第

一
項
に
定
め

る
日
本
工
業
規
格

（以
下

「Ｊ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
う
ｏ
）
Ｚ
　
一
〓
一〇

一
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
採
取
し
た
四
号
試
験
片
（
つ

め
バ
ネ
に
あ
っ
て
は
五
号
試
験
片
と
す
る
。
）
を
用
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
一
〓
一四

一
に
よ
り
試
験
を
行

っ
た
場
合
、
引

張
り
強
さ
及
び
伸
び
が
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

じ
め
輪
の
抜
け
止
め

部
品

つ
め
ば
ね

つ
め

Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｊ

ｌ

Ｓ

Ｊ

Ｉ

Ｓ

HHHHC

四
三
〇
八

（ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
材
）

三
二
六
〇

（銅
及
び
銅
合
金
の
線
）

四
〇
八
〇

（ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
継
目
無
管
）

五

一
二
〇

（青
銅
鋳
物
）

五

一
二

一

（青
銅
連
続
鋳
物
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
四
三

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｇ
　
四
三

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
一二
一

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
一二
一

に
条
）

Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｊ

Ｉ

Ｓ

HH

五

一
二
〇

（青
銅
鋳
物
）

五

一
二
一

（青
銅
連
続
鋳
物
）

三

（ば
ね
用
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
帯
）

四

（ば
ね
用
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
）

○

（リ
ン
青
銅
及
び
洋
自
の
板
並
び
に
条
）

一〇

（ば
ね
用
ベ
リ
リ
ウ
ム
銅
、
リ
ン
青
銅
及
び
洋
自
の
板
並
び

２
　
消
防
用
結
合
金
具
に
用
い
る
パ
ッ
キ
ン
の
材
料
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
応
じ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
測
定
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
値
が
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
内
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、耐
油
性
及
び
耐
老
化
性
に
お
け
る
試
験
温
度
及
び
試
験
時
間
は
、

そ
れ
ぞ
れ
摂
氏
百
度
及
び
七
十
時
間
と
す
る
。

耐
老
化
性

耐
油
性

硬
さ
伸
び

（単
位
　
バ
ー
セ
ン
ト
）

引
張
強
さ
（単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

項
目

硬
さ
変
化

伸
び
変
化
率

（単
位

パ
ー
セ
ン
ト
）

引
張
強
さ
変
化
率

（単

位
　
パ
ー
セ
ン
ト
）

体
積
変
化
率

（単
位

パ
ー
セ
ン
ト
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五
七

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五
七

Ｊ

Ｉ

Ｓ

　

Ｋ

　

一
全

一
五

七

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
一全

一五
八

ナ
ン
バ
ー

一
油

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五
八

ナ
ン
バ
ー
三
油

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五
三

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全

一五

一

Ｊ

Ｉ

Ｓ

　

Ｋ

　

工
全

一
五

一

測
定
方
法

プ
ラ
ス
十
五

マ
イ
ナ
ス
四
十
以
内

マ
イ
ナ
ス
十
五
以
内

′斎
繊欲針
期一プ
ラス十
五以下
（差

無絣
針欲
窺刊
上プ
ラ
ス十
以下
（ね
じ

（プ為
稼
転
科
効
亀
シ
ラ
ス百
二十
以
下

げ
ル
線に針
期一プ
ラ
ス八十
以下
（ね

鐘
財
一
以
上
四
十
五
以
下

（差
込
式
結
合

針
財
「
以
上
八
十
五
以
下

（ね
じ
式
結
合

五
百
以
上

（差
込
式
結
合
金
具
）

百
以
上

（ね
じ
式
結
合
金
具
）

十
以
上

範

囲

遭7
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（表
示
）

第
六
条
　
消
防
用
結
合
金
具
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
製
造
者
名
又
は
商
標

一
一　
製
造
年

二
一　
消
防
用
結
合
金
具
の
呼
称

四
　
吸
管
用
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
「吸
」
の
文
字

五
　
消
防
用
結
合
金
具
の
呼
称
と
異
な
る
呼
称
の
ホ
ー
ス
又
は
吸
管
を
装
着
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
装
着
す
る

ホ
ー
ス
又
は
吸
管
の
呼
称

一ハ
　
使
用
圧

（差
込
式
差
し
口
の
構
造
）

第
七
条
　
差
込
式
差
し
口

（差
し
金
具
、
押
し
輸
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
差
込
式
結
合
金
具
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の

構
造
は
、
第
四
条
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
各
部
分
の
寸
法
は
、
呼
称
に
応
し
、
別
表
第

一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

一
一　
差
込
式
受
け
口
と
容
易
に
か
ん
合
及
び
離
脱
の
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
ホ
ー
ス
を
装
着
し
な
い
状
態
に
お
い
て
押
し
輪
が
脱
落
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
押
し
輪
は
、
十
分
な
強
度
を
有
し
、
差
込
式
受
け
口
と
の
離
脱
操
作
に
よ
る
変
形
等
が
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る

こ

と

。

（差
込
式
受
け
口
の
構
造
）

第
八
条
　
差
込
式
受
け
口

（受
け
金
具
、

つ
め
、　
つ
め
ば
ね
、
パ
ツ
キ
ン
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
差
込
式
結
合
金
具
を

い
う
。
以
下
同
じ
．
）
の
構
造
は
、
第
四
条
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一　

各
部
分
の
寸
法
は
、
呼
称
に
応
じ
、
別
表
第
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

一
一　
差
込
式
差
し
口
と
容
易
に
か
ん
合
及
び
離
脱
の
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
つ
め
室
は
、
砂
そ
の
他
異
物
が
容
易
に
入
ら
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
つ
め
の
数
は
、
三
個
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
　
つ
め
は
、
等
間
隔
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一ハ
　
つ
め
は
、
同

一
の
形
状
で
あ
る
こ
と
。

七
　
つ
め
の
張
出
し
の
強
さ

（
つ
め
の
中
央
部
に
力
を
加
え
、
つ
め
を
押
し
下
げ
た
時
つ
め
の
中
央
部
が
別
表
第
二

に
定
め
る
Ｆ
項
面
に
達
す
る
ま
で
の
荷
重
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
は
、
呼
称
に
応
じ
、
次
の
表

に
定
め
る
強
さ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
十
五

三
十
四
十
五
十
六
十
五

七
十
五

呼

称

三
十
三
十
五

四
十
五

六
十
七
十
五

九
十
強

さ

（単
位
　
ニ
ュ
ー
ト
ン
）

八
　
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
め
の
張
出
し
の
強
さ
と
そ
の
平
均
値
の
差
は
、
平
均
値
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
あ
る
こ
と
。

九
　
差
込
式
差
し
口
と
か
ん
合
し
た
場
合
、
全
て
の
つ
め
の
先
端
が
差
込
式
差
し
口
に
圧
力
を
有
し
て
接
す
る
構
造

で
あ
る
こ
と
。

十
　
パ
ッ
キ
ン
を
容
易
に
交
換
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

十

一　

パ
ツ
キ
ン
は
、
容
易
に
脱
落
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ね
じ
式
差
し
日
の
構
造
）

第
九
条
　
ね
じ
式
差
し
日

（差
し
金
具
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
ね
じ
式
結
合
金
具
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
構
造
は
、

第
四
条
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
各
部
分
の
寸
法
は
、
呼
称
に
応
じ
、
別
表
第
二
、
別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

一
一　
ね
じ
式
受
け
日
と
容
易
に
か
ん
合
及
び
離
脱
の
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
一　
ね
じ
式
授
け
口
と
の
か
ん
合
及
び
離
脱
の
操
作
に
用
具
を
用
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
用
具
が
容
易
に
使
用
で

き
、
か
つ
　
確
実
に
当
該
操
作
が
行
え
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
ね
じ
式
受
け
日
と
の
か
ん
合
及
び
離
脱
の
操
作
に
用
い
る
突
起
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
突
起

の
材
質
が
差
し
金
具
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
ね
じ
の
始
め
の
部
分
は
、
不
完
全
ね
じ
部
が
除
去
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
除
去
さ

れ
た
後
の
断
面
の
高
さ
は
、
ね
じ
山
の
高
さ
の
三
分
の

一
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（ね
じ
式
受
け
日
の
構
造
）

第
十
条
　
ね
じ
式
受
け
口

（じ
め
輪
、
受
け
金
具
、
パ
ッ
キ
ン
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
ね
じ
式
結
合
金
具
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）
の
構
造
は
、
第
四
条
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
各
部
分
の
寸
法
は
　
呼
称
に
応
じ
、
別
表
第
四
、
別
表
第
五
及
び
別
表
第
六
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

一
一　
ね
じ
式
差
し
口
と
容
易
に
か
ん
合
及
び
離
脱
の
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
ね
じ
式
差
し
口
と
の
か
ん
合
及
び
離
脱
の
操
作
に
用
具
を
用
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
用
具
が
容
易
に
使
用
で

き
、
か
つ
、
確
実
に
当
該
操
作
が
行
え
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
ね
じ
式
差
し
口
と
の
か
ん
合
及
び
離
脱
の
操
作
に
用
い
る
突
起
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
突
起

の
材
質
が
し
め
輪
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
じ
め
輪
が
脱
落
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

エハ
　
し
め
輪
は
、
自
由
に
回
転
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
　
し
め
輪
の
ね
じ
の
始
め
の
部
分
は
、
不
完
全
ね
じ
部
が
除
去
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

除
去
さ
れ
た
後
の
断
面
の
高
さ
は
、
ね
じ
山
の
高
さ
の
三
分
の

一
以
下
で
あ
る
こ
と
。

八
　
パ
ツ
キ
ン
を
容
易
に
交
換
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

九
　
パ
ツ
キ
ン
は
、
容
易
に
脱
落
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
　
し
め
輪
の
抜
け
止
め
部
分
は
　
容
易
に
分
解
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（着
脱
力
）

第
十

一
条
　
差
込
式
結
合
金
具
は
、
差
し
口
に
あ
っ
て
は
受
け
口
と
、
受
け
口
に
あ
っ
て
は
差
し
口
と
そ
れ
ぞ
れ
か
ん

合
を
行
う
場
合
に
必
要
な
力

（受
け
口
に
差
し
口
を
接
し
、
差
し
口
に
か
ん
合
す
る
方
向
に
力
を
加
え
た
場
合
、
差

込
式
結
合
金
具
が
完
全
に
か
ん
合
す
る
時
の
荷
重
を
い
う
。
）
及
び
離
脱
を
行
う
場
合
に
必
要
な
力

（か
ん
合
し
て
い

る
差
込
式
結
合
金
具
の
押
し
輪
に
離
脱
す
る
方
向
に
力
を
加
え
た
場
合
、
つ
め
が
押
し
輪
の
別
表
第

一
に
定
め
る
Ｊ

項
に
乗
っ
た
時
の
荷
重
を
い
う
。
）
が
、
呼
称
に
応
じ
、
次
の
表
に
定
め
る
力
以
下
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。二

十
五

二
十
四
十
五
十
六
十
五

七
十
五

呼

称

七
十
五

八
十
五

九
十
百

五
百
三
十
五

百
五
十

カ

（単
位
　
ニ
ュ
ー
ト
ン
）

18
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（耐
圧
試
験
）

第
十
二
条
　
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
使
用
圧
の
二
倍
に
相
当

す
る
内
圧
力
を
五
分
間
加
え
た
場
合
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
、
漏
水
等
が
生
じ
ず
、
か
つ
、
か
ん
合
部
か
ら
離
脱
し

な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
ホ
ー
ス
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ホ
ー

ス
を
装
着
し
て
、
使
用
圧
の
三
倍
に
相
当
す
る
内
圧
力
を
五
分
間
加
え
た
場
合
、
装
着
部
か
ら
漏
水
が
生
じ
ず
、
か

つ
．
装
着
し
た
ホ
ー
ス
が
離
脱
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
吸
管
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
吸
管
を

装
着
し
て
、
使
用
圧
の
三
倍
に
相
当
す
る
内
圧
力
を
五
分
間
加
え
た
場
合
、
装
着
部
か
ら
漏
水
が
生
じ
ず
、
か
つ
、

装
着
し
た
吸
管
が
離
脱
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（漏
水
試
験
）

第
十
二
条
　
ホ
ー
ス
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
使
用
圧
以

下
の
任
意
の
内
圧
力
を
加
え
た
場
合
、
か
ん
合
部
か
ら
漏
水
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（負
圧
試
験
）

第
十
四
条
　
吸
管
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
内
部
の
真
空

度
を
次
の
式
で
求
め
ら
れ
た
真
空
度
以
上
と
し
て
十
分
間
放
置
し
た
場
合
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

狐
籠
濤

（イ
”
じ

＝
識
鄭
枷
簿
ａ
じ
こ
０
メ
独
円

（片
ヽ
じ

■
蒲
憔
汁
獅
円

（″
０
じ

×
Ｒ
Ｆ
”
”

一　
亀
裂
又
は
著
し
い
変
形
が
生
じ
な
い
こ
と
。

一
一　
三
十
秒
後
に
お
け
る
漏
れ
が
、
真
空
度
で

一
・
三
二
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
と
な
ら
な
い
こ
と
。

〓
一　
着
脱
の
操
作
が
容
易
に
行
え
る
こ
と
。

２
　
吸
管
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
吸
管
を

装
着
し
て
、
当
該
吸
管
の
端
部
を
塞
ぎ
、
内
部
の
真
空
度
を
前
項
の
式
で
求
め
ら
れ
た
真
空
度
以
上
と
し
て
十
分
間

放
置
し
た
場
合
、
三
十
秒
後
に
お
け
る
装
着
部
か
ら
の
漏
れ
が
、
真
空
度
で

一
・
三
二
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
以
上
と
な
ら

な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（繰
返
し
試
験
）

第
十
五
条
　
差
込
式
結
合
金
具
は
、
千
回
の
か
ん
合
及
び
離
脱
の
操
作
を
行
っ
た
場
合
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
亀
裂
又
は
著
し
い
変
形
が
生
し
な
い
こ
と
。

一
一　
着
脱
の
操
作
が
容
易
に
行
え
る
こ
と
。

〓
一　
防
食
被
膜
を
施
し
た
差
込
式
結
合
金
具
に
あ
っ
て
は
、
か
ん
合
部
の
防
食
被
膜
が
は
く
離
し
な
い
こ
と
。

（落
下
試
験
）

第
十
六
条
　
ホ
ー
ス
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に

一
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー
ス
を
装
着
し
て
、
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
の
位
置
か
ら
結
合
方
向
を
水
平
に
し
て
平
坦
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
面
に
自
由
落
下
さ
せ
た
場
合
、
か
ん
合
部
か
ら
の
離
脱
、
亀
裂
又
は
著
し
い
変
形
を
生
じ
ず
、
か
つ
、
着
脱

の
操
作
が
容
易
に
行
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
吸
管
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
吸
管
を

装
着
し
て
、
高
さ
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
か
ら
結
合
方
向
を
水
平
に
し
て
平
坦
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
に
自
由

落
下
さ
せ
た
場
合
、
か
ん
合
部
か
ら
の
離
脱
、
亀
裂
又
は
著
し
い
変
形
を
生
じ
ず
、
か
つ
、
着
脱
の
操
作
が
容
易
に

行
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（引
き
ず
り
試
験
）

第
十
七
条
　
ホ
ー
ス
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
ホ
ー
ス
を
装
着
し
て
、
当
該
ホ
ー
ス
の

一
端
（か
ん
合
さ
れ
て
い
な
い
端
と
す
る
。
）
を
持

っ
て
平
坦
な
コ
ン
ク
リ
ト

ト
面
上
を
消
防
用
結
合
金
具
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
に
接
し
、
か
つ
、
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
下
の
速
度
で
結
合
方

向
に
二
十
メ
ー
ト
ル
引
き
ず

っ
た
場
合
、
離
脱
、
亀
裂
又
は
著
し
い
変
形
を
生
じ
ず
、
か
つ
、
着
脱
の
操
作
が
容
易

に
行
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（曲
げ
試
験
）

第
十
八
条
　
差
込
式
結
合
金
具
は
、
差
込
式
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
で

一
方
を
固
定
し
、
使
用
圧
に
相
当

す
る
内
圧
力
を
加
え
、
か
ん
合
部
に
次
の
式
で
求
め
ら
れ
た
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
が
生
じ
る
よ
う
に
、
差
込
み
方
向
に

対
し
直
角
に
力
を
三
十
秒
間
加
え
た
場
合
、
か
ん
合
部
か
ら
の
離
脱
、
亀
裂
又
は
著
し
い
変
形
を
生
じ
ず
、
か
つ
、

着
脱
の
操
作
が
容
易
に
行
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｅ
■
市
―
ゝ
ヽ
ア

（い
い
１

７
マ
ル
こ
ゝ
１

７
ざ
）
１
８
０
Ｚ
×
】
０
×

（黒
奏
×
８
）
Ξ

（腐
食
試
験
）

第
十
九
条
　
消
防
用
結
合
金
具
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
一
〓
二
七

一

（塩
水
噴
霧
試
験
方
法
）
に
定
め
る
試
験
方
法
に
よ
り

塩
水

（五
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
水
溶
液
と
す
る
。
）
を
八
時
間
噴
霧
し
た
後
に
十
六
時
間
放
置
す
る
こ
と
を
五
回
繰
り
返

し
た
後
　
水
洗
い
を
し
て
二
十
四
時
間
自
然
乾
燥
さ
せ
た
場
合
、
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
腐
食
が
生
じ
な
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（装
着
部
の
押
し
つ
ぶ
し
試
験
）

第
二
十
条
　
ホ
ー
ス
用
の
消
防
用
結
合
金
具
は
、
消
防
用
結
合
金
具
同
士
を
か
ん
合
し
た
状
態
で
、
装
着
部
の
端
か
ら

幅

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
部
分
に
、
差
込
み
方
向
に
対
し
直
角
に
千
二
ュ
ー
ト
ン
の
荷
重
を
五
分
間
加
え
た
場
合
、

か
ん
合
部
か
ら
の
離
脱
、
亀
裂
又
は
著
し
い
変
形
を
生
じ
ず
、
か
つ
、
着
脱
の
操
作
が
容
易
に
行
え
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
差
込
式
結
合
金
具

（表
示
）

第
二
十

一
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
差
込
式
結
合
金
具
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

製
造
者
名
又
は
商
標

一
一　
製
造
年

二
一　
呼
び
径

四
　
装
着
す
る
大
容
量
ホ
ー
ス
の
呼
び
径

（ホ
ー
ス
規
格
省
令
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
呼
び
径
を
い
う
。
）

五
　
使
用
圧

エハ
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
差
込
式
結
合
金
具
で
あ
る
旨
の
表
示

七
　
大
容
量
ホ
ー
ス
の
ジ
ャ
ケ
ツ
ト

（ホ
ー
ス
規
格
省
令
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
い
う
。
第
二

十
六
条
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
の
処
置
が
さ
れ
て
い
る
大
容
量
ホ
ー
ス
の
み
を
装
着
す
る

も
の
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
旨
の
表
示

（準
用
）

第
二
十
二
条
　
第
四
条
、
第
五
条
、
第
七
条

（第

一
号
を
除
く
。
）
、
第
八
条

（第

一
号
及
び
第
七
号
を
除
く
。
）
、
第
十

二
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
第

一
項
並
び
に
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の

規
定
は
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
差
込
式
結
合
金
具
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第

一
項

及
び
第
二
項
中

「
三
倍
」
と
あ
る
の
は

「三
倍

（第
二
十

一
条
第
七
号
の
表
示
を
す
る
も
の
に
あ

っ
て
は
、　
一　

五

倍
ご
と
、
第
十
五
条
中

「千
回
」
と
あ
る
の
は

「百
回
」
と
、
第
十
八
条
中

「黒
書
」
と
あ
る
の
は

「黒
ｑ
球
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
四
章
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具

（区
分
）

第
二
十
三
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具
は
、
そ
の
用
途
に
よ
り
、
大
容
量
ホ
ー
ス
用
又
は
大
容
量
吸

管
用
に
区
分
す
る
。

（構
造
）

第
二
十
四
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具
の
構
造
は
、
第
四
条
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
パ
ツ
キ
ン
を
容
易
に
交
換
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
パ
ッ
キ
ン
は
、
容
易
に
脱
落
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
か
ん
合
部
は
、
容
易
に
か
ん
合
及
び
離
脱
の
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

四
　
か
ん
合
部
に
は
、
砂
そ
の
他
異
物
が
容
易
に
入
ら
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
殊
な
構
造
に
よ
り
そ

の
必
要
の
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
　
か
ん
合
部
は
、
十
分
な
強
度
を
有
し
、
か
ん
合
及
び
離
脱
操
作
に
よ
る
変
形
等
が
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（材
質
）

第
二
十
五
条
　
大
容
量
抱
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具
の
主
要
な
部
品
及
び
部
分
に
用
い
る
材
料
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
四
〇
八
〇

（ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
継
目
無
管
）

一
一　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
四

一
〇
〇

（ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
押
出
形
材
）

〓
一　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
五

一
二
〇

（青
銅
鋳
物
及
び
シ
ル
ジ
ン
青
銅
鋳
物
）

四
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
五

一
二

一

（青
銅
連
続
鋳
物
及
び
シ
ル
ジ
ン
青
銅
連
続
鋳
物
）

五
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
五
二
〇
二

（ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
合
金
鋳
物
）

一ハ
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
一曇

〓
ハ
○

（銅
及
び
銅
合
金
の
線
）

七
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
一
〓
一〇

一
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
採
取
し
た
四
号
試
験
片
を
用
い
て
，
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
一
〓
一四

一

に
よ
り
試
験
を
行
っ
た
場
合
、
引
張
り
強
さ
及
び
伸
び
が
第

一
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等
以
上
の

強
度
を
有
す
る
も
の

２
　
第
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具
に
パ
ツ
キ
ン
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
パ
ツ
キ
ン
の
材
料
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（表
示
）

第
二
十
六
条
　
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
製
造
者
名
又
は
商
標

一一　
製
造
年

二
一　
呼
び
径

四
　
装
着
す
る
大
容
量
ホ
ー
ス
又
は
大
容
量
吸
管
の
呼
び
径

（ホ
ー
ス
規
格
省
令
第
四
条
第
一

令
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
呼
び
径
を
い
う
。）

使
用
圧

大
容
量
吸
管
用
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
「吸
」
の
文
字

大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具
で
あ
る
旨
の
表
示

大
容
量
ホ
ー
ス
の
ジ
ヤ
ケ
ツ
ト
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
の
処
置
が
さ
れ
て
い
る
大
容
量
ホ
ー
ス
の
み
を
装
着
す
る

も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
の
表
示

八 七 六 五

一項

又
は
吸
管
規

格
省

（準
用
）

第
二
十
七
条
　
第
十
二
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の
規
定
は
、
大
容
量
泡
放
水
砲
用
ね
じ
り
式
結
合
金
具
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第

一
項
及
び
第
二
項
中

「一
一倍
」
と
あ
る
の
は

「二
倍

（第
二
十
六
条
第

八
号
の
表
示
を
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、　
一
・
五
倍
ど
と
、
第
十
五
条
中

「千
回
」
と
あ
る
の
は

「百
回
」
と
、
第

十
八
条
中

「氣
奏
」
と
あ
る
の
は

「■
９
成
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（基
準
の
特
例
）

第
二
十
八
条
　
新
た
な
技
術
開
発
に
係
る
消
防
用
結
合
金
具
に
つ
い
て
、
そ
の
形
状
、
構
造
、
材
質
及
び
性
能
か
ら
判

断
し
て
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
性
能
が
あ
る
と
総
務
大
臣
が
認
め
た
場
合
は
、
´
［

省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
廃
止
）

第
二
条
　
消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
四
年
自
治
省
令

第
二
号
）
は
　
廃
止
す
る
。

（消
防
用
ホ
ー
ス
又
は
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
廃
止
）

第
二
条
　
消
防
用
ホ
ー
ス
又
は
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平

成
四
年
自
治
省
令
第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（消
防
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第
四
条
　
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

第
十
四
条
第

一
項
第
六
号
口
中

「消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る

省
令

（平
成
四
年
自
治
省
令
第
二
号
ど
を

「消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消

防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十

三
号
と
に
、
「受
け
口
」
を

「差
込
式
受
け
口
」
に
、
「消
防
用
ホ
ー
ス
又
は
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合

金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
四
年
自
治
省
令
第
二
号
と
を

「同
令
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
第
二
号
中

「消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
」

を

「消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合

金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
」
に
、
「受
け
口
及
び
差
し
口
」
を

「差
込
式
受
け
口
及
び
差
込
式
差
レ
ロ
」

に
、
「消
防
用
ホ
ー
ス
又
は
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
」
を
「同

令
」
に
改
め
る
。

（石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
五
条
　
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
に
お
け
る
特
定
防
災
施
設
等
及
び
防
災
組
織
等
に
関
す
る
省
令

（昭
和
五
十

一
年
自

治
省
令
第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

熊特姉一轟一中中術用一一特に時中̈一一鉤一「一一一［一「舞「合込一一軸一嚇疇「疇̈一̈『婦̈続ぃ
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(号外第 62号 )

（動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
六
条
　
動
力
消
防
ポ
ン
プ
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
嗜
令

（昭
和
六
十

一
年
自
治
省
令
第
二
十
四
号
）
の

一．部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
七
号
中

「消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成

四
年
自
治
省
令
第
二
号
）
又
は
消
防
用
ホ
ー
ス
又
は
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規

格
を
定
め
る
省
令

（平
成
四
年
自
治
省
令
第
二
号
と
を

「消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合

金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務

省
令
第
二
十
三
号
と
に
改
め
る
。

別
表
第

一　
差
込
式
差
し
回
の
寸
法
表

（第
七
条
関
係
）

Ｅ
　
　
腱
称

"ホ
?5

lFぶ 65

,体 50

恥 40

曜鉢30

●しロ

別
表
第
二

差
込
式
受
け
回
の
寸
法
表

（第
八
条
関
係
）

■餃ミリメートル
単位 ミリメートル國

　
　
“諄

摯 や
　
・。

暉析 5

"椰

珈

呼¨

呼¨

胸

受けロ

別
表
第
二
　
ね
じ
式
差
し
回
の
差
し
金
具
の
お
ね
じ
の
寸
法
差

（第
九
条
関
係
）

別
表
第
四
　
ね
じ
式
差
し
口
及
び
ね
じ
式
受
け
口
の
寸
法
表

（第
九
条
及
び
第
十
条
関
係
）

" 
称

軒̈　　Ｎ

外    径
К

有 効 径

の
種
上

寸 の
饉
下

サ

の

整法

上

寸

鶴̈
の

差崚

上

寸

つ

菫法

下

寸

の

を出

■

，

の

螢法

下

寸

150 175 ‐086 ‐055 -0“ -0,8 ‐003

140 ‐003 ‐0“ -1●5 ‐03` ‐018 ‐042 -008 ‐0,3

125 -0“ -055 ‐008 -0“ ‐0“

115 ―O“ ‐055 -086 -018 ‐,42 ‐O18 ‐003

!25 ‐080 -065 -001 -042 ‐018 -013

-008 ‐08` ‐065 -0∞ -042 ‐つ

“95 -0“ -0“ ‐008 ‐042 -0“ ‐003

‐0“ -073 -046 ‐073 ‐0“ -038

“

‐003 ‐051 -030 -051 ‐0" -013 ‐OS

“

‐003 ‐051 ‐1 00 -031 -000 ‐055

-O06 ‐061 ‐031 ‐051 - 006 ‐0, -065

34 ‐0∞ ‐051 ‐051 -0∞ -0“ ‐0“

25 -00, ―
'44
‐025 ‐044 ‐O00 -024 ‐,|| ‐044

2 ``側に綺げぅには、最小■を示す。
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別
表
第
五
　
ね
じ
式
差
し
日
の
差
し
金
具
及
び
ね
じ
式
受
け
日
の
し
め
輪
の
ね
じ
の
基
本
寸
法

（第
九
条
及
び
第
十
条

関
係
）

"称
¨̈
　　Ｎ

』いい
。

ビッチ
¨
¨
離
　
Ｌ

丸 み
岬
識
ω
　
つ

有効怪

K.

の 外 1

"ね
じ
`

谷の径)

ね
¨

内 ■)
K,

:50 0“ 0
`066
0"2 276 17'9“ 1“ 螂

140
`

,3● O o a2 275 l,934 1“ 0 1“ 3“

126
`

63.O 4 

“

3 0872 275 ,(5,34 !"0 1418諄

116 4 6珈 40“ 0872 275 1“ 014 1400 131“ 8

100 125 4 0860 4“ 0 0072 1184“ 125 l143田

4 4∞ 6 0“2 10S O■ 1100 :01邸

75 95

`

6350 40,6 0872 2● 5 ∞ 銀 %0

“

8“

32●● 5 3ら 3 O m7 275 79247
"5
?5094

50 ∞ 3176 0436 275 6,鰤 mo ,5934

`8

8 3176 2038 0431 271
`5∝

ロ 480 0334

40 8 3176 2033 276 ´ 9"
“

O

`5134

31

`

31r5 2033 η 5 31 断 140
",鉢

25 10 2"O 1626 0340 8374 る 0 21716

別
表
第
六
　
ね
じ
式
受
け
回
の
し
め
輪
の
め
ね
じ
の
寸
法
差

（第
十
条
関
係
）

○
総
務
省
令
第
二
十
四
号

消
防
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十

一
条
の
十
六
の
三
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
漏
電
火
災

警
報
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
五
十

一
年
自
治
省
令
第
十
五
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

漏
電
火
災
警
報
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章
　
総
則

（第

一
条
―
第
十
条
）

第
二
章
　
変
流
器

（第
十

一
条
―
第
二
十
三
条
）

第
二
章
　
受
信
機

（第
二
十
四
条
―
第
二
十
六
条
）

第
四
章
　
雑
則

（第
二
十
七
条
）

附
則
第

一
章
　
総
則

（趣
旨
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
漏
電
火
災
警
報
器
の
変
流
器
及
び
受
信
機
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（用
語
の
意
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

漏
電
火
災
警
報
器
　
電
圧
六
百
ボ
ル
ト
以
下
の
警
戒
電
路
の
漏
洩
電
流
を
検
出
し
、
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に

報
知
す
る
設
備
で
あ

っ
て
、
変
流
器
及
び
受
信
機
で
構
成
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

一
一　
変
流
器
　
警
戒
電
路
の
漏
洩
電
流
を
自
動
的
に
検
出
し
、
こ
れ
を
受
信
機
に
送
信
す
る
も
の
を
い
う
。

〓
一　
受
信
機
　
変
流
器
か
ら
送
信
さ
れ
た
信
号
を
受
信
し
て
　
漏
洩
電
流
の
発
生
を
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に
報
知

す
る
も
の
を
い
う
。

四
　
集
合
型
受
信
機
　
一
一以
上
の
変
流
器
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
受
信
機
で
、　
一
組
の
電
源
装
置
、
音
響
装
置

等
で
構
成
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

（変
流
器
の
種
別
）

第
二
条
　
変
流
器
は
　
構
造
に
応
じ
て
屋
外
型
及
び
屋
内
型
に
分
類
す
る
。

２

般
構
造
）

第
四
条
　
漏
電
火
災
警
報
器
は
、
そ
の
各
部
分
が
良
質
の
材
料
で
造
ら
れ
、
配
線
及
び
取
付
け
が
適
正
か
つ
確
実
に
な

さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
漏
電
火
災
警
報
器
は
、
耐
久
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
漏
電
火
災
警
報
器
は
、
著
し
い
雑
音
又
は
障
害
電
波
を
発
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
漏
電
火
災
警
報
器
の
部
品
は
、
定
格
の
範
囲
内
で
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
漏
電
火
災
警
報
器
の
充
電
部
で
、
外
部
か
ら
容
易
に
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
は
　
十
分
に
保
護
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
漏
電
火
災
警
報
器
の
端
子
以
外
の
部
分
は
、
堅
ろ
う
な
ケ
ー
ス
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
漏
電
火
災
警
報
器
の
端
子
は
、
電
線

（接
地
線
を
含
む
。
）
を
容
易
か
つ
確
実
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
漏
電
火
災
警
報
器
の
端
子

（接
地
端
子
及
び
配
電
盤
等
に
取
り
付
け
る
埋
込
用
の
端
子
を
除
く
。
）
に
は
、
適
当
な

カ
バ
ー
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

摯 称

の

び

●

呼

谷  の  径
К

有 効 径
K,

内   蜃
Кl

の

ュ絨

上

寸

の

０議

下

寸

つ

彗法

■

サ

の

鮨餞

下

寸 ¨
世
の
饉
下

寸

150

渡

定

し

な

い

４

定

し

な

い

・ 042 ・ |13 ●12 ●102

・ 042 ●0∝ 。152 ● 1曖

126 1“ ・ 042 ● |“ ● 12 ●10

141 ●10 1018 。152 。 1鯰

1225 ●|“ ●O08 ・ 152 ●1曖

・ 042 ●013 ● 1, ● 1唸

“

・ 0“ ・ 162 ,1唸

●●18 ●131 ●08`

00 ●0∞ ●0“ ・ 0“ ●054

48 ●0,0 ●016 ●O OO ●0“

40 ●0" ●0∝ ,,∞ ●0“

34 ● |● | ●0“

“

●Oa ・ 0∞ ・ 0“ ●044

最大寸法とのF.Iに  多少のす0さ 逢崚けるものとする。
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９
　
変
流
器
又
は
受
信
機
の
定
格
電
圧
が
六
十
ボ
ル
ト
を
超
え
る
変
流
器
又
は
受
信
機
の
金
属
ケ
ー
ス

（金
属
で
な
い

絶
縁
性
の
あ
る
ケ
ー
ス
の
外
部
に
金
属
製
の
化
粧
銘
板
等
の
部
品
を
取
り
付
け
、
当
該
部
品
と
充
電
部

（電
圧
が
六

十
ボ
ル
ト
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）と
の
絶
縁
距
離
が
、
空
間
距
離
で
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
、
沿
面
距
離
で
六
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
に
は
、
接
地
端
子
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（装
置
又
は
部
品
の
構
造
及
び
機
能
）

第
五
条
　
漏
電
火
災
警
報
器
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
装
置
又
は
部
品
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
構
造
及
び
機
能
又
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
音
響
装
置
は
、
次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
よ
る
こ
と
．

イ
　
定
格
電
圧
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
電
庄
で
音
響
を
発
す
る
こ
と
。

口
　
定
格
電
圧
に
お
け
る
音
圧
は
、
無
響
室
で
定
位
置

（音
響
装
置
を
受
信
機
内
に
取
り
付
け
る
も
の
に
あ
っ
て

は
そ
の
状
態
に
お
け
る
位
置
）
に
取
り
付
け
ら
れ
た
音
響
装
置
の
中
心
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
点
で
七
十
デ

シ
ベ
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
警
報
音
を
断
続
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
休
止
時
間
は
二
秒
以
下
で
、
鳴
動
時
間
は
休
止
時
間
以
上
で
あ
る

こ

と

．

二
　
充
電
部
と
非
充
電
部
と
の
間
の
絶
縁
抵
抗
は
、
直
流
五
百
ボ
ル
ト
の
絶
縁
抵
抗
計
で
測
定
し
た
値
が
五
メ
ガ

オ
ー
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
定
格
電
圧
で
八
時
間
連
続
し
て
鳴
動
さ
せ
た
場
合
、
イ
か
ら
二
ま
で
の
機
能
を
有
し
、
か
つ
、
構
造
に
異
常

を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
電
磁
継
電
器
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
じ
ん
あ
い
等
が
容
易
に
侵
入
し
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口
　
接
点
の
材
質
は
、
次
の
０
か
ら
０
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
。

０
　
金
及
び
銀
の
合
金

②
　
金
、
銀
及
び
白
金
の
合
金

０
　
白
金
、
金
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
、
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
又
は
ロ
ジ
ウ
ム

０
　
０

・
三
五
二
ュ
ー
ト
ン
以
上
の
接
点
圧
力
と
な
る
接
点
に
あ
っ
て
は
、
銀
、
銀
貼
り
、
銀
め
っ
き
又
は
銀

酸
化
カ
ド
ミ
ウ
ム

Ｄ
　
Ｏ
か
ら
０
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
の
拡
散
、
貼
り
、
ク
ラ
ッ
ト
又
は
め
っ
き

ハ
　
接
点
は
、
外
部
負
荷
と
兼
用
さ
せ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
外
付
音
響
装
置
用
接
点
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

〓
一　
電
源
変
圧
器
は
、
次
の
イ
及
び
口
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
性
能
は
、
工
業
標
準
化
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
〉
第
十
七
条
第

一
項
に
定
め
る
日
本
工
業

規
格

（以
下

「Ｊ
Ｉ
Ｓ
」
と
い
う
ｏ）
Ｃ
　
エハ
四
三
六
に
定
め
る
絶
縁
抵
抗
、
耐
電
圧
、
電
圧
偏
差
、
巻
線
の
温

度
上
昇
及
び
電
圧
変
動
率
に
よ
る
こ
と
。

口
　
容
量
は
、
定
格
電
圧
に
お
け
る
最
大
負
荷
電
流
又
は
設
計
上
の
最
大
負
荷
電
流
に
連
続
し
て
耐
え
う
る
こ
と
。

四
　
表
示
灯
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
電
球

（放
電
灯
及
び
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
除
く
。
）
は
、
使
用
さ
れ
る
回
路
の
定
格
電
圧
の
百
三
十
パ
ー
セ
ン

■
の
交
流
電
圧
を
二
十
時
間
連
続
し
て
加
え
た
場
合
、
断
線
、
著
し
い
光
東
変
化
、
黒
化
又
は
著
し
い
電
流
の

低
下
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口
　
電
球
を
二
以
上
並
列
に
接
続
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
電
灯
又
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

ハ
　
周
囲
の
明
る
さ
が
三
百
ル
ク
ス
の
状
態
に
お
い
て
、
前
方
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
点
灯
し
て
い
る
こ
と

を
明
確
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
ス
イ
ツ
チ
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
容
易
か
つ
確
実
に
作
動
し
、
停
止
点
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

口
　
接
点
の
容
量
は
、
最
大
使
用
電
流
に
耐
え
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
接
点

（印
刷
接
点
、
導
電
膜
接
点
等
で
、
か
つ
、
耐
食
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）
の
材
質
は
、

次
の
田
か
ら
０
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
。

田
　
金
及
び
銀
の
合
金

②
　
金
、
銀
及
び
白
金
の
合
金

０
　
白
金
、
金
　
パ
ラ
ジ
ウ
ム
　
銀
バ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
又
は
ロ
ジ
ウ
ム

０
　
〇
　
二
五
二
ュ
ー
ト
ン
以
上
の
接
点
圧
力
と
な
る
接
点
又
は
キ
ー
ボ
ー
ド
ス
イ
ツ
チ
等
の
指
で
押
す
力
が

接
点
圧
力
と
な
る
接
点
に
あ
っ
て
は
、
銀
又
は
銀
酸
化
カ
ド
ミ
ウ
ム

０
　
一■
一
ュ
ー
ト
ン
以
上
の
接
点
圧
力
と
な
る
接
点
に
あ
っ
て
は
、
リ
ン
青
銅
、
黄
銅
又
は
洋
自

０
　
田
か
ら
四
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
の
貼
り
、
ク
ラ
ッ
ド
又
は
め
っ
き

一ハ
　
指
示
電
気
計
器
は

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
一
一
〇
〓
―

一
及
び
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
一
一
〇
二
―
二
に
定
め
る
固
有
誤
差
、

絶
縁
及
び
電
圧
試
験
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
　
ヒ
ュ
ー
ズ
は
　
次
の
イ
又
は
口
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
八
二
五
二

口
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
エハ
五
七
五
―

一
及
び
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
一ハ
五
七
五
―
二

（附
属
装
置
）

第
六
条
　
漏
電
火
災
警
報
器
に
は
、
そ
の
機
能
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
附
属
装
置
を
設
け
て
は
な
ら

な
い
。

（公
称
作
動
電
流
値
）

第
七
条
　
漏
電
火
災
警
報
器
の
公
称
作
動
電
流
値

（漏
電
火
災
警
報
器
を
作
動
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
漏
波
電
流
の
値

と
し
て
製
造
者
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
．
）
は
、
二
百
ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
　
感
度
調
整
装
置
を
有
す
る
漏
電
火
災
警
報
器
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
調
整
範
囲
の
最
小
値
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

（感
度
調
整
装
置
）

第
八
条
　
感
度
調
整
装
置
を
有
す
る
漏
電
火
災
警
報
器
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
調
整
範
囲
の
最
大
値
は
、　
一
ア
ン
ペ
ア
以

下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（表
示
）

第
九
条
　
変
流
器
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

漏
電
火
災
警
報
器
変
流
器
と
い
う
文
字

一
一　
届
出
番
号

23
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〓
一　
屋
外
型
又
は
屋
内
型
の
う
ち
該
当
す
る
種
別

四
　
定
格
電
圧
及
び
定
格
電
流

五
　
定
格
周
波
数

エハ
　
単
相
又
は
三
相
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

七
　
設
計
出
力
電
圧

八
　
製
造
年

九
　
製
造
者
名
、
商
標
又
は
販
売
者
名

十
　
極
性
の
あ
る
端
子
に
は
そ
の
極
性
を
示
す
記
号

受
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
見
や
す
い
箇
所

に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

受
信
機
本
体

漏
電
火
災
警
報
器
受
信
機
と
い
う
文
字

届
出
番
号

定
格
電
圧

電
源
周
波
数

公
称
作
動
電
流
値

作
動
入
力
電
圧

製
造
年

製
造
者
名
　
商
標
又
は
販
売
者
名

集
合
型
受
信
機
に
あ
っ
て
は
、
警
戒
電
路
の
数

端
子
板
に
は
、
端
子
記
号

（電
源
用
の
端
子
に
あ
っ
て
は
、
端
子
記
号
及
び
交
流
又
は
直
流
の
別
）
並
び
に

定
格
電
圧
及
び
定
格
電
流

ル
　
部
品
に
は
、
部
品
記
号

（そ
の
付
近
に
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

ヲ
　
ス
イ
ツ
チ
等
の
操
作
部
に
は
、
「開
」、
「閉
」
等
の
表
示
及
び
使
用
方
法

ヮ
　
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
に
は
、
使
用
す
る
ヒ
ュ
ー
ズ
の
定
格
電
流

力
　
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
変
流
器
の
届
出
番
号

ヨ
　
そ
の
他
取
扱
い
上
注
意
す
る
べ
き
事
項

一
一　
音
響
装
置

イ
　
交
流
又
は
直
流
の
別

口
　
定
格
電
圧
及
び
定
格
電
流

ハ
　
製
造
年

二
　
製
造
者
名
又
は
商
標

ホ
　
極
性
の
あ
る
端
子
に
は
、
そ
の
極
性
を
示
す
記
号

（試
験
条
件
）

第
十
条
　
次
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
及
び
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
に
規
定
す
る
試
験
は
、
当
該
各
条
に

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
周
囲
温
度
五
度
以
上
三
十
五
度
以
下
、
相
対
湿
度
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
八
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
状
態
で
行
う
も
の
と
す
る
．

２
　
次
条
及
び
第
十
三
条
に
規
定
す
る
試
験
に
お
い
て
は
、
警
戒
電
路
の
電
圧
又
は
周
波
数
に
は
当
該
変
流
器
の
定
格

電
圧
又
は
定
格
周
波
数
を
用
い
、
警
戒
電
路
に
接
続
す
る
負
荷
に
は
純
抵
抗
負
荷
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

ヌ リ チ ト ヘ ホ ニ ハ ロ イ

３
　
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
に
規
定
す
る
試
験
に
お
い
て
は
、
警
戒
電
路
又
は

一
の
電
線
を
変
流
器
に
取
り
付
け
た

回
路
の
周
波
数
に
は
警
戒
電
路
の
定
格
周
波
数
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
試
験
に
お
い
て
は
、
当
該
各
条
に
定
め
が
あ

る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
受
信
機
の
電
源
の
電
圧
又
は
周
波
数
に
は
、
当
該
受
信
機
の
定
格
電
圧
又
は
定
格
周
波
数
を

用
い
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
変
流
器

（変
流
器
の
機
能
）

第
十

一
条
　
変
流
器
は
、
別
図
第

一
の
試
験
回
路
に
お
い
て
警
戒
電
路
に
電
流
を
流
さ
な
い
状
態
又
は
当
該
変
流
器
の

定
格
周
波
数
で
当
該
変
流
器
の
定
格
電
流
を
流
し
た
状
態
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
流
器
の
出
力
電
圧
値
の
測
定
は
、
出
力
端
子
に
当
該
変
流
器
に
接
続
さ
れ

る
受
信
機
の
入
カ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
相
当
す
る
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

ヘ以
下

「負
荷
抵
抗
」
と
い
う
。
）
を
接
続
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

一　
試
験
電
流
を
零
ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
か
ら
千
ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
ま
で
流
し
た
場
合
、
そ
の
出
力
電
圧
値
は
、
試
験
電
流

値
に
比
例
し
て
変
化
す
る
こ
と
。

一
一　
変
流
器
に
接
続
さ
れ
る
受
信
機
の
公
称
作
動
電
流
値
を
試
験
電
流
と
し
て
流
し
た
場
合
、
そ
の
出
力
電
圧
値
の

変
動
範
囲
は
、
当
該
公
称
作
動
電
流
値
に
対
応
す
る
設
計
出
力
電
圧
値
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
百
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
変
流
器
に
接
続
さ
れ
る
受
信
機
の
公
称
作
動
電
流
値
の
四
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
試
験
電
流
を
流
し
た
場
合
、
そ

の
出
力
電
圧
値
は
、
当
該
公
称
作
動
電
流
値
に
対
応
す
る
設
計
出
力
電
圧
値
の
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る

こ

と

。

２
　
変
流
器
で
、
警
戒
電
路
の
電
線
を
変
流
器
に
貫
通
さ
せ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
警
戒
電
路
の
各
電
線
を
そ
れ
ら
の

電
線
の
変
流
器
に
対
す
る
電
磁
結
合
力
が
平
衡
と
な
ら
な
い
よ
う
な
方
法
で
変
流
器
に
貫
通
さ
せ
た
状
態
で
前
項
の

機
能
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（周
囲
温
度
試
験
）

第
十
二
条
　
屋
内
型
の
変
流
器
は
　
零
下
十
度
及
び
六
十
度
の
周
囲
温
度
に
そ
れ
ぞ
れ
十
二
時
間
以
上
放
置
し
た
後
、

い
ず
れ
も
構
造
又
は
前
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
屋
外
型
の
変
流
器
は
、
零
下
二
十
度
及
び
六
十
度
の
周
囲
温
度
に
そ
れ
ぞ
れ
十
二
時
間
以
上
放
置
し
た
後
、
い
ず

れ
も
構
造
又
は
前
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（電
路
開
開
試
験
）

第
十
三
条
　
変
流
器
は
、
出
力
端
子
に
負
荷
抵
抗
を
接
続
し
、
警
戒
電
路
に
当
該
変
流
器
の
定
格
電
流
の
百
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
電
流
を
流
し
た
状
態
で
讐
戒
電
路
の
開
閉
を

一
分
間
に
五
回
繰
り
返
す
操
作
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
出
力

電
圧
値
は
、
接
続
さ
れ
る
受
信
機
の
公
称
作
動
電
流
値
に
対
応
す
る
設
計
出
力
電
庄
値
の
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（短
絡
電
流
強
度
試
験
）

第
十
四
条
　
変
流
器
は
、
別
図
第
二
の
試
験
回
路
に
お
い
て
出
力
端
子
に
負
荷
抵
抗
を
接
続
し
、
讐
戒
電
路
の
電
源
側

に
過
電
流
遮
断
器
を
設
け
、
警
戒
電
路
に
当
該
変
流
器
の
定
格
電
圧

（警
戒
電
路
の
電
線
を
変
流
器
に
貫
通
さ
せ
る

変
流
器
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
流
器
の
定
格
電
圧
以
下
の
任
意
の
電
圧
と
す
る
。）
で
短
絡
力
率
が
Ｏ

・
三
か
ら
○

四
ま
で
の
二
千
五
百
ア
ン
ペ
ア
の
電
流
を
二
分
間
隔
で
約
０

・
〇
二
秒
間
二
回
流
し
た
場
合
、
構
造
又
は
第
十

一
条

の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（過
漏
電
試
験
）

第
十
五
条
　
変
流
器
は
、　
一
の
電
線
を
変
流
器
に
取
り
付
け
た
別
図
第
二
の
回
路
を
設
け
　
出
力
端
子
に
負
荷
抵
抗
を

接
続
し
た
状
態
で
当
該

一
の
電
線
に
変
流
器
の
定
格
電
圧
の
数
値
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
値
を
電
流
値
と
す
る
電

流
を
五
分
間
流
し
た
場
合
、
構
造
又
は
第
十

一
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（老
化
試
験
）

第
十
六
条
　
変
流
器
は
、
六
十
五
度
の
温
度
の
空
気
中
に
二
十
日
間
放
置
し
た
場
合
、
構
造
又
は
第
十

一
条
の
機
能
に

異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（防
水
試
験
）

第
十
七
条
　
屋
外
型
変
流
器
は
、
温
度
六
十
五
度
の
清
水
に
十
五
分
間
浸
し
、
温
度
零
度
の
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
飽
和

水
溶
液
に
十
五
分
間
浸
す
操
作
を
二
回
繰
り
返
し
行
っ
た
後
、次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
飽
和
水
溶
液
に
浸
し
て
あ
る
状
態
で
第
二
十
条
の
試
験
に
適
合
す
る
こ
と
。

一
一　
飽
和
水
溶
液
か
ら
取
り
出
し
た
状
態
で
第
二
十

一
条
の
試
験
に
適
合
し
、
か
つ
、
構
造
又
は
第
十

一
条
の
機
能

に
異
常
を
生
じ
な
い
こ
と
。

（振
動
試
験
）

第
十
八
条
　
変
流
器
は
、
全
振
幅
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
毎
分
千
回
の
振
動
を
任
意
の
方
向
に
六
十
分
間
連
続
し
て
与
え

た
場
合
、
構
造
又
は
第
十

一
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（衝
撃
試
験
）

第
十
九
条
　
変
流
器
は
、
任
意
の
方
向
に
標
準
重
力
加
速
度
の
五
十
倍
の
加
速
度
の
衝
撃
を
五
回
加
え
た
場
合
、
構
造

又
は
第
十

一
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（絶
縁
抵
抗
試
験
）

第
二
十
条
　
変
流
器
は
、　
一
次
巻
線
と
二
次
巻
線
と
の
間
及
び

一
次
巻
線
又
は
二
次
巻
線
と
外
部
金
属
部
と
の
間
の
絶

縁
抵
抗
を
直
流
五
百
ボ
ル
ト
の
絶
縁
抵
抗
計
で
測
定
し
た
値
が
五
メ
ガ
オ
ー
ム
以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（絶

縁
耐
力
試
験
）

第
二
十

一
条
　
前
条
の
試
験
部
の
絶
縁
耐
力
は
、
五
十
ヘ
ル
ツ
又
は
六
十
ヘ
ル
ツ
の
正
弦
波
に
近
い
実
効
電
圧
千
五
百

ボ
ル
ト

（警
戒
電
路
電
圧
が
二
百
五
十
ボ
ル
ト
を
超
え
る
場
合
は
、
警
戒
電
路
電
圧
に
二
を
乗
じ
て
得
た
値
に
千
ボ

ル
ト
を
加
え
た
値
）
の
交
流
電
圧
を
加
え
た
場
合
、　
一
分
間
こ
れ
に
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（衝
撃
波
耐
電
圧
試
験
）

第
二
十
二
条
　
変
流
器
は
、　
一
次
巻
線

（警
戒
電
路
の
電
線
を
変
流
器
に
貫
通
さ
せ
る
変
流
器
に
あ
っ
て
は
、
当
該
警

戒
電
路
と
す
る
。）
と
外
部
金
属
部
と
の
間
及
び

一
次
巻
線
の
相
互
間
に
波
高
値
六
キ
ロ
ボ
ル
ト
、
波
頭
長
〇
　
五
マ

イ
ク
ロ
秒
か
ら

一
・
五
マ
イ
ク
ロ
秒
ま
で
、
及
び
波
尾
長
三
十
二
マ
イ
ク
ロ
秒
か
ら
四
十
八
マ
イ
ク
ロ
秒
ま
で
の
衝

撃
波
電
圧
を
正
負
そ
れ
ぞ
れ

一
回
加
え
た
場
合
、
構
造
又
は
第
十

一
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（電
圧
降
下
防
止
試
験
）

第
二
十
三
条
　
変
流
器

（警
戒
電
路
の
電
線
を
当
該
変
流
器
に
貫
通
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
警
戒
電
路
に
定
格
電

流
を
流
し
た
場
合
、
そ
の
警
戒
電
路
の
電
圧
降
下
は
、
〇
　
五
ボ
ル
ト
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
受
信
機

（受
信
機
の
構
造
）

第
二
十
四
条
　
受
信
機
の
構
造
は
　
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
電
源
を
表
示
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
漏
電
表
示
の
色
と
明
ら
か
に
区
別
で
き
る
こ

，
Ｃ
．

一
一　
受
信
機
の
電
源
入
力
側
及
び
受
信
機
か
ら
外
部
の
音
響
装
置
、
表
示
灯
等
に
対
し
直
接
電
力
を
供
給
す
る
よ
う

に
構
成
さ
れ
た
回
路
に
は
、
外
部
回
路
に
短
絡
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
有
効
に
保
護
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

，
一　
感
度
調
整
装
置
以
外
の
感
度
調
整
部
は
、
ケ
ー
ス
の
外
面
に
露
出
し
な
い
こ
と
。

（試
験
装
置
）

第
二
十
五
条
　
受
信
機
に
は
、
公
称
作
動
電
流
値
に
対
応
す
る
変
流
器
の
設
計
出
力
電
圧
の
二
　
五
倍
以
下
の
電
圧
を

そ
の
入
力
端
子
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
試
験
装
置
及
び
変
流
器
に
至
る
外
部
配
線
の
断
線
の
有
無
を
試
験
で
き
る

試
験
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
試
験
装
置
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
受
信
機
の
前
面
に
お
い
て
手
動
に
よ
り
容
易
に
試
験
で
き
る
こ
と
。

一一　
試
験
後
定
位
置
に
復
す
る
操
作
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
適
当
な
方
法
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

〓
一　
集
合
型
受
信
機
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
前
二
号
に
定
め
る
ほ
か
回
線
ご
と
に
試
験
で
き
る
こ
と
。

（漏
電
表
示
）

第
二
十
六
条
　
受
信
機
は
　
変
流
器
か
ら
送
信
さ
れ
た
信
号
を
受
信
し
た
場
合
、
赤
色
の
表
示
及
び
音
響
信
号
に
よ
り

漏
電
を
自
動
的
に
表
示
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（受
信
機
の
機
能
）

第
二
十
七
条
　
受
信
機
は
、
別
図
第
四
の
試
験
回
路
に
お
い
て
、
信
号
入
力
回
路
に
公
称
作
動
電
流
値
に
対
応
す
る
変

流
器
の
設
計
出
力
電
圧
の
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
電
圧
を
加
え
た
場
合
、
三
十
秒
以
内
で
作
動
せ
ず
、
か
つ
、
公
称

作
動
電
流
値
に
対
応
す
る
変
流
器
の
設
計
出
力
電
圧
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
電
圧
を
加
え
た
場
合
、　
一
秒
以
内
に

作
動
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
集
合
型
受
信
機
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
漏
洩
電
流
の
発
生
し
た
警
戒
電
路
を
明
確
に
表
示
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

一
一　
前
号
に
規
定
す
る
装
置
は
、
警
戒
電
路
を
遮
断
さ
れ
た
場
合
、
漏
洩
電
流
の
発
生
し
た
警
戒
電
路
の
表
示
が
継

続
し
て
行
え
る
こ
と
．

〓
一　
二
の
警
戒
電
路
で
漏
洩
電
流
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
、
漏
電
表
示
及
び
警
戒
電
路
の
表
示
を
行
う
こ
と
。

四
　
一
一以
上
の
警
戒
電
路
で
漏
洩
電
流
が
連
続
し
て
発
生
し
た
場
合
、
最
大
負
荷
に
耐
え
る
容
量
を
有
す
る
こ
と
。

（電
源
電
圧
変
動
試
験
）

第
二
十
八
条
　
受
信
機
は
、
電
源
電
圧
を
受
信
機
の
定
格
電
圧
の
九
十
バ
ー
セ
ン
ト
か
ら
百
十
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
範

囲
で
変
化
さ
せ
た
場
合
、
前
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（周
囲
温
度
試
験
）

第
二
十
九
条
　
受
信
機
は
、
零
下
十
度
及
び
四
十
度
の
周
囲
温
度
に
そ
れ
ぞ
れ
十
二
時
間
以
上
放
置
し
た
後
、
い
ず
れ

も
構
造
又
は
第
二
十
七
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（過
入
力
電
圧
試
験
）

第
二
十
条
　
受
信
機
は
、
別
図
第
五
の
試
験
回
路
に
お
い
て
、
信
号
入
力
回
路
に
五
十
ボ
ル
ト
の
電
圧
を
変
流
器
の
イ

ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
相
当
す
る
抵
抗
を
介
し
て
五
分
間
加
え
た
場
合
、
漏
電
表
示
を
し
、
か
つ
、
構
造
又
は
第
二
十
七

条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（繰
返
し
試
験
）

第
二
十

一
条
　
受
信
機
は
、
受
信
機
の
定
格
電
圧
で

一
万
回
の
漏
電
作
動
を
行
っ
た
場
合
、
構
造
又
は
第
二
十
七
条
の

機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（振
動
試
験
）

第
二
十
二
条
　
受
信
機
は
、
通
電
状
態
に
お
い
て
全
振
幅

一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
毎
分
千
回
の
振
動
を
任
意
の
方
向
に
十

分
間
連
続
し
て
与
え
た
場
合
、
誤
作
動

（漏
洩
電
流
以
外
の
原
因
に
基
づ
く
作
動
を
い
う
。
）
し
な
い
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
受
信
機
は
、
無
通
電
状
態
に
お
い
て
全
振
動
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
毎
分
千
回
の
振
動
を
任
意
の
方
向
に
六
十
分
間

連
続
し
て
与
え
た
場
合
、
構
造
又
は
第
二
十
七
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（衝
撃
試
験
）

第
二
十
三
条
　
受
信
機
は
、
任
意
の
方
向
に
標
準
重
力
加
速
度
の
五
十
倍
の
加
速
度
の
衝
撃
を
五
回
加
え
た
場
合
、
構

造
又
は
第
二
十
七
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（絶
縁
抵
抗
試
験
）

第
二
十
四
条
　
受
信
機
は
、
充
電
部
と
そ
れ
を
収
め
る
金
属
ケ
ー
ス

（絶
縁
性
の
あ
る
ケ
ー
ス
の
外
部
に
金
属
製
の
化

粧
銘
板
等
の
部
品
を
取
り
付
け
た
も
の
を
含
む
。）
と
の
間
の
絶
縁
抵
抗
を
直
流
五
百
ボ
ル
ト
の
絶
縁
抵
抗
計
で
測
定

し
た
値
が
五
メ
ガ
オ
ー
ム
以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（絶
縁
耐
力
試
験
）

第
二
十
五
条
　
前
条
の
試
験
部
の
絶
縁
耐
力
は
、
五
十
ヘ
ル
ツ
又
は
六
十
ヘ
ル
ツ
の
正
弦
波
に
近
い
実
効
電
圧
五
百
ボ

ル
ト

（定
格
電
圧

（
一
次
側
の
充
電
部
に
あ
っ
て
は

一
次
側
の
定
格
電
圧
、
二
次
側
の
充
電
部
に
あ
っ
て
は
二
次
側

の
定
格
電
圧

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
））
が
三
十
ボ
ル
ト
を
超
え
百
五
十
ボ
ル
ト
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は

千
ボ
ル
ト
、
百
五
十
ボ
ル
ト
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
定
格
電
圧
に
二
を
乗
じ
て
得
た
値
に
千
ボ
ル
ト
を
加
え
た

値
）
の
交
流
電
圧
を
加
え
た
場
合
、　
一
分
間
こ
れ
に
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（衝
撃
波
耐
電
圧
試
験
）

第
二
十
六
条
　
受
信
機
は
、
別
図
第
六
の
試
験
回
路
に
お
い
て
、
電
源
異
極
端
子
の
間
及
び
電
源
端
子
と
ケ
ー
ス
と
の

間
に
波
高
値
六
キ
ロ
ボ
ル
ト
、
波
頭
長
〇
　
五
マ
イ
ク
ロ
秒
か
ら

一　
五
マ
イ
ク
ロ
秒
ま
で
及
び
波
尾
長
三
十
二
マ

イ
ク
ロ
秒
か
ら
四
十
八
マ
イ
ク
ロ
秒
ま
で
の
衝
撃
波
電
圧
を
正
負
そ
れ
ぞ
れ

一
回
加
え
た
場
合
、
構
造
又
は
第
二
十

七
条
の
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
雑
則

（基
半
の
特
例
）

第
二
十
七
条
　
新
た
な
技
術
開
発
に
係
る
漏
電
火
災
警
報
器
の
変
流
器
及
び
受
信
機
に
つ
い
て
、
そ
の
形
状
、
構
造
、

材
質
及
び
性
能
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
性
能
が
あ
る
と
総
務
大
臣
が

認
め
た
場
合
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
図
第

一

変
流
器
の
機
能
試
験

（第
十

一
条
第

一
項
関
係
）

備
考
　
変
流
器
と
警
戒
電
路
の
位
置
は
、
変
流
器
の
設
置
方
法
と
す
る
。

別
図
第
二
　
短
絡
電
流
強
度
試
験

（第
十
四
条
関
係
）

備
考
　
変
流
器
と
警
戒
電
路
の
位
置
は
、
変
流
器
の
設
置
方
法
と
す
る
。
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31 平成25年 3月 27日 水曜日 (号外第 62号 )
別
図
第
二
　
過
漏
電
試
験

（第
十
五
条
関
係
）

備
考
　
変
流
器
と
警
戒
電
路
の
位
置
は
、
変
流
器
の
設
置
方
法
と
す
る
。

別
図
第
四
　
受
信
機
の
機
能
試
験

（第
二
十
七
条
第

一
項
関
係
）

絶縁 トランス

別
図
第
六
　
衝
撃
波
耐
電
圧
試
験

（第
二
十
六
条
関
係
）

一　
無
通
電
状
態
の
場
合

イ
　
電
源
異
極
端
子
の
間

別
図
第
五
　
過
入
力
電
庄
試
験

（第
二
十
条
関
係
）

備
考
　
変
流
器
と
警
戒
電
路
の
位
置
は
、
変
流
器
の
設
置
方
法
と
す
る
。
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メ功質 受 信 機 蜘

ケース ‐

接線を

管響管

口
　
電
源
端
子
と
ケ
ー
ス
と
の
間

嬢 えて行う

備
考
　
樹
脂
ケ
ー
ス
の
場
合
は
、

通
電
状
態
の
場
合

イ
　
電
源
異
極
端
子
の
間

金
属
板
上
に
受
信
機
を
置
き
、
金
属
板
と
電
源
端
子
と
の
間
で
行
う
．

備
考
　
変
流
器
と
警
戒
電
路
の
位
置
は
、
変
流
器
の
設
置
方
法
と
す
る
。

受信機

3湖

，
１
１
１
‐

十 [11」:||:ニゴ[lL
Iたて行 う

 l″
…
_´ _
E 汚摩動 ,装置

¬ 雪 彎・」嬌

口
　
電
源
端
子
と
ケ
ー
ス
と
の
間

κｍ卿
備
考
　
樹
脂
ケ
ー
ス
の
場
合
は
、
金
属
板
上
に
受
信
機
を
置
き
、
金
属
板
と
電
源
端
子
と
の
間
で
行
う
。

Ｏ
総
務
省
令
第
二
十
五
号

消
防
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十

一
条
の
二
第
二
項
及
び
消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年

政
令
第
二
十
七
号
）
第
五
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術

上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

住
宅
用
防
災
讐
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
等
の

一
部
を
改
正
す

る
省
令

（住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第

一
条
　
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
十
七
年
総

務
省
令
第
十

一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（趣
旨
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
　
消
防
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十

一
条
の
二
第
二
項
及
び
消
防
法

施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）
第
五
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
係
る
技

術
上
の
規
格
を
定
め
、
並
び
に
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
第

一
号
中
ズ
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
六
号
ど
を
削
り
、
同
号
及
び
同
条
第
二
号
中
穴
煙
を
感
知
す

る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。
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第
二
条
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
の
二
　
定
温
式
住
宅
用
防
災
警
報
器
　
一
局
所
の
周
囲
の
温
度
が

一
定
の
温
度
以
上
に
な
つ
た
と
き
に
火
災
警

報
を
発
す
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
を
い
う
。

四
の
一一一　
連
動
型
住
宅
用
防
災
警
報
器
　
住
宅
用
防
災
警
報
器
で
、
火
災
の
発
生
を
感
知
し
た
場
合
に
火
災
の
発

生
し
た
旨
の
信
号

（以
下

「火
災
信
号
」
と
い
う
。
）
を
他
の
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
発
信
す
る
機
能
及
び
他
の

住
宅
用
防
災
警
報
器
か
ら
の
火
災
信
号
を
受
信
し
た
場
合
に
火
災
警
報
を
発
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
を
い

う

。

第
二
条
中
第

一
号
を
第

一
号
の
二
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一　
感
知
部
は
、
火
災
の
発
生
を
煙
又
は
熱
に
よ
り
感
知
す
る
こ
と
。

第
二
条
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三
の
一
一　
は
こ
り
又
は
湿
気
に
よ
り
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
こ
と
。

第
二
条
第
五
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

五
の
二
　
無
極
性
の
も
の
を
除
き
、
誤
接
続
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
二
条
第
十
号
イ
中

「次
の
各
号
」
を

「次
」
に
改
め
、
「七
十
デ
シ
ベ
ル
」
の
下
に
尺
音
圧
を
五
デ
シ
ベ
ル
単
位

で
増
加
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
増
加
後
の
音
圧
。
以
下

「公
称
音
圧
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
の
次
に
次

の

一
号
を
加
え
る
。

十
の
二
　
火
災
警
報
以
外
の
音
響
を
発
す
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
つ
て
は
、
火
災
の
発
生
を
有
効
に
報
知
す

る
こ
と
を
妨
げ
な
い
こ
と
。

第
二
条
第
十

一
号
イ
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
電
池
の
有
効
期
間
が
本
体
の
有
効
期
間
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
　
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
条
第
十
四
号
中

「感
知
部
」
を

「イ
オ
ン
化
式
住
宅
用
防
災
讐
報
器
及
び
光
電
式
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
感

知
部
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
六
　
自
動
試
験
機
能
を
有
す
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
自
動
試
験
機
能
は
、
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
機
能
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
感
知
部
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
イ
の
確
認
に
要
す
る
時
間
は
、
六
十
秒
以
内
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
機
能
の
確
認
中
で
あ
つ
て
も
火
災

を
感
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
．

ハ
　
機
能
が
異
常
と
な
つ
た
こ
と
を
七
十
二
時
間
以
上
点
滅
表
示
等
に
よ
り
自
動
的
に
表
示
し
、
又
は
そ
の
旨

を
七
十
二
時
間
以
上
音
響
に
よ
り
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
二
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
八
　
接
点
間
隔
の
調
整
部
そ
の
他
の
調
整
部
は
、
調
整
後
変
動
し
な
い
よ
う
に
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
九
　
定
温
式
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
感
知
部
は
、
機
能
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
傷
、
ひ
ず
み

等
を
生
じ
な
い
こ
と
。

二
十
　
運
動
型
住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
火
災
の
発
生
を
感
知
し
た
場
合
に
連
動
型
住
宅
用
防
災
警
報
器
か
ら
発
信
す
る
火
災
信
号
は
、
他
の
運
動

型
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
確
実
に
信
号
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口
　
他
の
連
動
型
住
宅
用
防
災
警
報
器
か
ら
発
せ
ら
れ
た
火
災
信
号
を
、
確
実
に
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
ロ
に
よ
り
火
災
信
号
を
受
信
し
た
場
合
に
、
確
実
に
火
災
警
報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

た
こ

．

ニ
　
ス
イ
ッ
チ
の
操
作
に
よ
り
火
災
警
報
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
　
次
に
よ
る
こ
と
。

０
　
ス
イ
ッ
チ
の
操
作
に
よ
り
火
災
警
報
を
停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
火
災
の
発
生
を
感
知
し
た
連
動
型

住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
つ
て
は
十
五
分
以
内
に
、
そ
れ
以
外
の
運
動
型
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
つ
て

は
速
や
か
に
、
自
動
的
に
適
正
な
監
視
状
態
に
復
旧
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

同
　
火
災
の
発
生
を
感
知
し
た
連
動
型
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
火
災
警
報
を
　
そ
れ
以
外
の
連
動
型
住
宅
防

災
警
報
器
の
ス
イ
ッ
チ
操
作
に
よ
り
停
止
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
無
線
設
備
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

ｍ
　
無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則

（昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
第
四
十
九
条
の

十
七
に
規
定
す
る
小
電
カ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ン
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。

０
　
発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
住
宅
用
防
災
警
報
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に

お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

内
　
電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
住
宅
用
防
災
警
報
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低
の
電
界
強
度
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

日
　
無
線
設
備
に
お
け
る
火
災
信
号
の
受
信
及
び
発
信
に
あ
つ
て
は
　
次
に
よ
る
こ
と
。

田
　
火
災
の
発
生
を
感
知
し
た
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
無
線
設
備
が
火
災
信
号
を
受
信
し
て
か
ら
発
信
す

る
ま
で
の
所
要
時
間
が
五
秒
以
内
で
あ
る
こ
と
。

●
　
無
線
設
備
が
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
は
、
断
続
的
に
当
該
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
他
の
住
宅
用
防
災
警
報
器
か
ら
火
災
を
受
信
し
た
旨
を
確
認
で
き
る
機
能
又
は
こ
れ
に
類
す

る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

い
　
火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

内
　
他
の
機
器
と
識
別
で
き
る
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。

第
五
条
第

一
項
中
第

一
号
を
第

一
号
の
三
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一　
電
源
電
圧
変
動
試
験
　
住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
電
源
の
電
圧
が
定
格
電
圧
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
百
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
範
囲
内

（他
の
住
宅
用
防
災
警
報
器
か
ら
電
力
を
供
給
さ
れ
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
又
は

電
池
を
用
い
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
つ
て
は
、
供
給
さ
れ
る
電
力
に
係
る
電
圧
変
動
の
下
限
値
以
上
上
限

値
以
下
）
で
変
動
し
た
場
合
、
機
能
に
異
常
を
生
し
な
い
こ
と
。

一
の
一
一　
消
費
電
流
測
定
試
験
　
電
源
に
電
池
を
用
い
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
定
格
電
圧
に
お
い
て
消
費
電

流
を
測
定
し
た
場
合
、
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
五
条
第

一
項
第
二
号
中

「四
十
度
以
下
」
の
下
に
パ
十
度
単
位
で
拡
大
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
拡
大
後
の
温

度
範
囲
。
以
下

「使
用
温
度
範
囲
」
と
い
う
。
）」
を
加
え
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三
の
一
一　
滴
下
試
験
　
住
宅
用
防
災
警
報
器

（端
子
又
は
電
線

（端
子
に
代
え
て
用
い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
用
い

な
い
も
の
及
び
自
動
試
験
機
能
を
有
す
る
も
の
を
除
く
．）
は
、
通
電
状
態
に
お
い
て
、
当
該
住
宅
用
防
災
警
報

器
の
基
板
面
に
清
水
を
五
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
分
の
割
合
で
滴
下
す
る
試
験
を
行
つ
た
場
合
、
機
能
に
異

常
を
生
じ
な
い
こ
と
。

第
五
条
第

一
項
第
六
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

六
の
一
一　
粉
塵
試
験
　
住
宅
用
防
災
警
報
器
は
、
通
電
状
態
に
お
い
て
、
濃
度
が
減
光
率
で
三
十
七
ン
チ
メ
ー
ト

ル
当
た
り
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
工
業
標
準
化
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
七
条
第

一
項
に

定
め
る
日
本
工
業
規
格
　
Ｚ
　
八
九
〇

一
の
五
種
を
含
む
空
気
に
十
五
分
間
触
れ
た
場
合
、
機
能
に
異
常
を
生

じ
な
い
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
試
験
は
、
温
度
二
十
度
で
相
対
湿
度
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
状
態
で

行
う
こ
と
。

第
五
条
第
二
項
中

「前
項
第

一
号
」
を

「前
項
第

一
号
の
三
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第

一
項
中

「八

・
ニ
マ
イ
ク
ロ
キ
ュ
リ
ー
」
を

「三
〇
三

・
四
キ
ロ
ベ
ク
レ
ル
」
に
改
め
る
。

29



平成 25年 3月 27日 水曜日 官 報 (号外第 62号 ) 34

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（定
温
式
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
感
度
）

第
七
条
の
二
　
定
温
式
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
感
度
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一　
作
動
試
験
　
八
十

一
・
二
五
度
の
温
度
の
風
速

一
メ
ー
ト
ル
毎
秒
の
垂
直
気
流
に
投
入
し
た
と
き
、
四
十
秒

以
内

（壁
面
に
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
式
で
定
め
る
時
間
ｔ
秒
以
内
）
で
火
災
警
報
を
発
す
る
こ
と
。

´
１
８
一ｏ
Ｌ
Ｏ
↑

＋

（３
１
ゃ
）
＼
〓
ｙ
）
＼
一ｏ
」
０
↑

＋
３
、
Ｏ
ｙ
）

注
　
θｒ
は
室
温

（度
）
を
表
す
。

二
　
不
作
動
試
験
　
五
十
度
の
風
速

一
メ
ー
ト
ル
毎
秒
の
垂
直
気
流
に
投
入
し
た
と
き
、
十
分
以
内
で
作
動
し
な

い
こ
と
。

２
　
第
五
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
定
温
式
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
感
度
試
験
に
つ
い
て
準
用
す

フ^
）
。
第
八
条
中

「、
消
防
法
施
行
令
第
五
条
の
七
第

一
項
第
二
号
」
を
「消
防
法
施
行
令
第
五
条
の
七
第

一
項
第
二
号
」

に
改
め
、
「大
き
さ
と
し
」
の
下
に

「、
第
十

一
号
の
表
示
は
外
面
に
表
示
し
」
を
加
え
、
同
条
第

一
号
中

「住
宅
用

防
災
警
報
器
」
を

「光
電
式
、
イ
オ
ン
化
式
又
は
定
温
式
の
別
及
び
住
宅
用
防
災
警
報
器
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
一　
種
別
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
そ
の
種
別

第
八
条
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二
の
一
一　
型
式
及
び
型
式
番
号

第
八
条
第
四
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

四
の
一
一　
取
扱
方
法
の
概
要

（取
扱
説
明
書
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
表
示
す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
八
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
　
運
動
型
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
つ
て
は
、
運
動
型
と
い
う
文
字

第
八
条
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

九
　
連
動
型
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
う
ち
、
無
線
設
備
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
無
線
式
と
い
う
文
字

十
　
電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
電
池
の
種
類
及
び
電
圧

十

一　

イ
オ
ン
化
式
住
宅
用
防
災
警
報
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）

第
十
二
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
認
証
機
器
で
あ
る
旨
の
表
示

口
　
廃
棄
に
関
す
る
注
意
表
示

十
二
　
公
称
音
圧

（公
称
音
圧
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）

十
三
　
使
用
温
度
範
囲

（使
用
温
度
範
囲
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）

第
八
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２
　
住
宅
用
防
災
警
報
器

（無
極
性
の
も
の
を
除
く
。）
に
用
い
る
端
子
板
に
は
、
端
子
記
号
を
見
や
す
い
箇
所
に
容

易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
第
二
項
を
削
る
。

（火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令

第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
十
六
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ
　
無
線
設
備
に
お
け
る
火
災
信
号
の
受
信
及
び
発
信
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

０
　
火
災
の
発
生
を
感
知
し
た
感
知
器
の
無
線
設
備
が
火
災
信
号
を
受
信
し
て
か
ら
発
信
す
る
ま
で
の
所
要

時
間
が
五
秒
以
内
で
あ
る
こ
と
。

②
　
無
線
設
備
が
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
は
、
断
続
的
に
当
該
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
受
信
機
又
は
他
の
運
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
か
ら
火
災
を
受
信
し
た
旨
を
確
認
で
き
る
機
能
又

は
こ
れ
に
類
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
　
こ
の
限
り
で
な
い
。

（中
継
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
中
継
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第

一
項
第
十
六
号
口
②
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

②
　
無
線
設
備
が
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
は
、
断
続
的
に
当
該
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
受
信
機
か
ら
火
災
を
受
信
し
た
旨
を
確
認
で
き
る
機
能
又
は
こ
れ
に
類
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
住
宅

（消
防
法
第
九
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
住
宅
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）若
し
く
は
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
住

宅
又
は
平
成
二
十

一
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
を

開
始
す
る
住
宅
に
お
け
る
住
宅
用
防
災
警
報
器
の
う
ち
、
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
住
宅
用
防
災
警
報
器
及

び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
第
二
条
、
第
二
条
、
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条

の
二
、
第
八
条
及
び
第
十

一
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
係
る
技
術
上
の
規
格
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
。
現
に
日
本
消
防
検
定
協
会
又
は
消
防
法
第
二
十

一
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
法

人
で
あ
っ
て
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
を
申
請
し
て
い
る
火

災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
並
び
に
中
継
器
に
係
る
試
験
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
感
知
器
及
び
発
信
機
並
び
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
型
式
承
認
を
受
け
た
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
型
式
承
認

は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省

令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
中
継
器
及
び
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
た
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
型
式
承
認
を
受
け
た
中
継
器
に
係
る
型
式
承
認
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
中
継
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。

Ｏ
総
務
省
令
第
二
十
六
号

消
防
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十

一
条
の
十
六
の
三
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
エ
ア
ゾ
ー

ル
式
簡
易
消
火
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（趣
旨
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（用
語
の
意
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
　
水
そ
の
他
消
火
剤

（以
下

「消
火
剤
」
と
い
う
。）
を
圧
力
に
よ
り
放
射
し
て
消

火
を
行
う
器
具
で
人
が
操
作
す
る
も
の
の
う
ち
、
内
容
積

一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
を
い
う
。
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一
一　
液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
　
液
化
二
酸
化
炭
素
の
み
を
充
填
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
容
器
を
い

・つ
。

〓
一　
使
用
温
度
範
囲
　
零
度
以
上
四
十
度
以
下
の
温
度
範
囲

（当
該
温
度
範
囲
の
下
限
温
度
を
十
度
単
位
で
低
下
さ

せ
た
場
合
に
お
い
て
も
な
お
正
常
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
消
火
及
び
放
射
の
機
能
を
有
効
に
発
揮
す

る
性
能
を
有
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
あ
っ
て
は
、
当
該
拡
大
し
た
温
度
範
囲
）
を
い
う
。

四
　
標
準
使
用
期
間
　
標
準
的
な
使
用
条
件
の
下
で
使
用
し
た
場
合
に
安
全
上
支
障
が
な
く
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
標
準
的
な
期
間
又
は
期
限
と
し
て
設
計
上
設
定
さ
れ
る
期
間
又
は
期
限

（五
年
を
限
度
と
す
る
。）
を
い
う
。

五
　
小
規
模
普
通
火
災
　
次
号
に
規
定
す
る
危
険
物
火
災
、
第
九
号
に
規
定
す
る
自
動
車
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
火
災
及
び

第
十
号
に
規
定
す
る
電
気
火
災
以
外
の
火
災
で
あ
っ
て
、
規
模
の
小
さ
い
も
の
を
い
う
。

一ハ
　
危
険
物
火
災
　
消
防
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
別
表
第

一
に
掲
げ
る
第
四
類
の
危
険
物
並
び

に
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令

（昭
和
三
十
四
年
政
令
第
二
百
六
号
）
別
表
第
四
に
掲
げ
る
可
燃
性
個
体
類
及

び
可
燃
性
液
体
類
に
係
る
も
の
の
火
災
を
い
う
。

七
　
天
ぷ
ら
油
火
災
　
危
険
物
火
災
の
う
ち
、
住
宅
で
使
用
す
る
天
ぶ
ら
鍋
内
の
油
が
発
火
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

ず
る
火
災
を
い
う
。

八
　
ス
ト
ー
プ
火
災
　
危
険
物
火
災
の
う
ち
、
住
宅
で
使
用
す
る
石
油
ス
ト
ー
プ
の
灯
油
に
引
火
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
ず
る
火
災
を
い
う
。

九
　
自
動
車
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
火
災
　
自
動
車
内
に
あ
る
ウ
ン
タ
ン
フ
オ
ー
ム
そ
の
他
の
可
燃
物
に
引
火
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ず
る
火
災
を
い
う
。

十
　
電
気
火
災
　
配
線
器
具
、
電
気
製
品
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
電
気
器
具
の
火
災
を
い
う
。

（構
造
）

第
二
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
構
造
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
充
填
さ
れ
た
気
体

（以
下

「充
填
ガ
ス
」
と
い
う
。
）
又
は
消
火
剤
の
圧
力
に
よ

り
消
火
剤
を
放
射
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
充
填
ガ
ス
及
び
消
火
剤
を
再
充
填
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
充
填
ガ
ス
及
び
消
火
剤
を
充
填
す
る
容
器
は
、
内
容
積

一
リ
ツ
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

四
　
粉
末
又
は
液
体
の
消
火
剤

（液
化
二
酸
化
炭
素
を
除
く
。）
の
容
量
は
、
容
器
の
内
容
積
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
で
あ
る
こ
と
。

六 五

容
器
の
材
質
は
、
鋼
又
は
軽
金
属
で
あ
る
こ
と
。

バ
ル
ブ
が
突
出
し
て
い
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
当
該
バ
ル
プ
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（消
火
性
能
）

第
四
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
消
火
性
能
の
う
ち
い
ず
れ
か

一
以
上
の
消
火
性
能
を

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

小
規
模
普
通
火
災
に
対
す
る
消
火
性
能

次
の
模
型
を
用
い
、
イ
及
び
口
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
消
火
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
消
火
剤
の
放

射
終
了
時
に
残
炎
が
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
、
消
火
剤
の
放
射
終
了
後
三
分
以
内
に
再
燃
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(正  面 )

-

杉の気屹い 6t

イ
　
燃
焼
鍋
に
、
〇
　
三
リ
ツ
ト
ル
の
ノ
ル
マ
ル
ヘ
プ
タ
ン

（沸
点
は
九
十
六
度
以
上
百
三
度
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
純
分
が
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
を
入
れ
、
点
火
す
る
こ
と
。

口
　
消
火
は
、
点
火
し
た
後
三
分
で
開
始
す
る
こ
と
。

一
一　
天
ぶ
ら
油
火
災
に
対
す
る
消
火
性
能

次
の
模
型
を
用
い
、
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
消
火
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
消
火
剤

の
放
射
中
に
著
し
い
火
炎
の
拡
大

（天
ぷ
ら
鍋
の
上
縁
か
ら
火
炎
の
上
端
ま
で
の
高
さ
が

一　
八
メ
ー
ト
ル
以
上

と
な
る
こ
と
又
は
三
秒
以
上
の
時
間
継
続
し
て

一　

二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
こ
と
を
い
う
。）
及
び
油
の
飛
散
等

が
生
じ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
消
火
剤
の
放
射
終
了
後

一
分
以
内
に
再
燃
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(断面図)

〔単位 :ミ リメートル〕

億考 杉の気t材の含水事は ,い らヽ1"の範囲内
であること,                   t単 位 :ミ ツメートル〕

(平面図)

油表面の直径 230± 5
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イ
　
天
ぶ
ら
鍋
に

一
リ
ツ
ト
ル
の
大
豆
油

（発
火
点
が
三
百
六
十
度
以
上
三
百
七
十
度
以
下
の
も
の
に
限
る
。）
を

入
れ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
火
さ
せ
る
こ
と
。

口
　
消
火
は
、
油
温

（Ｊ
Ｉ
Ｓ

（工
業
標
準
化
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
七
条
第

一
項
の

日
本
工
業
規
格
を
い
う
。
以
下
同
じ
．
）

Ｃ
　
一
六
〇
二
又
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
一
六
〇
五
に
適
合
す
る
熱
電
対

を
用
い
、
鍋
の
中
心
軸
上
で
油
面
か
ら

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
の
位
置
で
測
定
し
た
温
度
を
い
う
。
）
が
四

百
度
に
な
っ
た
時
点
で
開
始
す
る
こ
と
。

ハ
　
模
型
内
の
炎
が
消
え
た
時
点
に
お
い
て
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を
消
す
こ
と
。

〓
一　
ス
ト
ー
プ
火
災
に
対
す
る
消
火
性
能

次
の
模
型
を
用
い
、
イ
及
び
口
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
消
火
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
消
火
剤
の
放

射
終
了
時
に
残
炎
が
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
、
消
火
剤
の
放
射
終
了
後

一
分
以
内
に
再
燃
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
畳
の
上
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｓ
　
一
一〇

一
九
に
適
合
す
る
自
然
通
気
型
開
放
式
石
油
ス
ト
ー
プ
の
う
ち
放
射
形
の
も

の
を
置
き
、
十
分
間
燃
焼
さ
せ
た
後
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
燃
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
及

び
下
欄
に
掲
げ
る
量
を
ス
ト
ー
プ
の
底
部
及
び
畳
に
か
け
て
、
点
火
す
る
こ
と
。

ノ
ル
マ
ル
ヘ
プ
タ
ン

灯
油

（Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
一
〓
一〇
三
―

一
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）

燃

料

二
十
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

三
百
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル

ス
ト
ー
プ
の
底
部
に
か
け
る
量

二
十
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル

七
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

畳

に

か

け

る

量

口
　
消
火
は
、
点
火
し
た
後

一
分
で
開
始
す
る
こ
と
。

四
　
自
動
車
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
火
災
に
対
す
る
消
火
性
能

次
の
模
型
を
用
い
、
イ
及
び
口
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
消
火
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
消
火
剤
の
放

射
終
了
時
に
残
炎
が
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
、消
火
剤
の
放
射
終
了
後

一
分
以
内
に
再
燃
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
六
四
〇

一
に
適
合
す
る
ウ
レ
タ
ン
フ
オ
ー
ム

（火
炎
の
拡
大
を
著
し
く
遅
延
す
る
薬
剤
が
添

加
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、　
一
三
二
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上

一　

四
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
の
中
央
部
上
面
に
点
火
す
る
こ
と
．

口
　
消
火
は
、
点
火
し
た
後

一
分
三
十
秒
で
開
始
す
る
こ
と
。

２
　
前
項
各
号
の
消
火
試
験
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
操
作
者
は
、
防
火
衣
服
を
着
用
し
な
い
こ
と
。

一一　
無
風
の
状
態

（風
速
○

・
五
メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
下
の
状
態
を
い
う
。
）
に
お
い
て
行
う
こ
と
．

〓
一　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
使
用
温
度
範
囲
の
上
限
温
度
及
び
下
限
温
度
に
そ
れ
ぞ
れ
十
二
時
間
以
上
放
置

し
た
後
、
い
ず
れ
も
二
十
秒
以
内
に
行
う
こ
と
。

四
　
放
射
を
中
断
で
き
る
構
造
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
あ
っ
て
は
、
消
火
開
始
後
に
放
射
を
中
断
し
な
い

こ

と

。

（操
作
の
機
構
）

第
五
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
そ
の
保
持
装
置
か
ら
取
り
は
ず
す
動
作
、
ホ
ー
ス
を
は
ず
す
動
作
及
び
損

傷
の
防
止
又
は
不
時
の
作
動
の
防
止
の
た
め
の
措
置

（バ
ル
プ
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
及
び
安
全
栓
を
含

む
。）
を
解
除
す
る
動
作
を
除
き
、　
一
動
作
で
容
易
に
、
か
つ
、
確
実
に
放
射
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
操
作
方
法
の
い
ず
れ
か

一
の
方
法
を
用
い
て
　
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
作
動
力

（操
作
の
た
め
に
要
す
る
力
又
は
力
の
モ
ー
メ
ン
ト
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以

下
で
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
作
動
し
て
放
射
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

作
動
部
を
た
た
く

射胴
を部
開を
始ひ
すね
るる
も 、́
の一
に回
限転
る四
じ分
の

以
下
の
回
転
で
放

レ
バ
ー
を
握
る

押
し
ボ
タ
ン
を
押
す

操

作

方

法

〇
　
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
も
り
を
三
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
か
ら
作
動
部
に
自
然
落
下
さ
せ
た
と
き

に
作
動
部
に
加
わ
る
力

四
二
ュ
ー
ト
ン
メ
ー
ト
ル

百

二
ュ
ー
ト
ン

五
十
二
ュ
ー
ト
ン

作

動

力

32
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（耐
食
及
び
防
錆
）

第
六
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
そ
の
各
部
分
を
良
質
の
材
料
で
造
る
と
と
も
に
、
充
填
ガ
ス
及
び
消
火
剤

に
接
触
す
る
部
分
を
そ
の
充
填
ガ
ス
及
び
消
火
剤
に
侵
さ
れ
な
い
材
料
で
造
り
、
又
は
当
該
部
分
に
耐
食
加
工
を
施

し
、
か
つ
、
外
気
に
接
触
す
る
部
分
を
容
易
に
さ
び
な
い
材
料
で
造
り
、
又
は
当
該
部
分
に
防
錆
加
工
を
施
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

（液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
を
用
い
る
も
の
を
除
く
。）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
温
度

（四
十
度
を
超
え
る
温
度
に
放
置
し
た
場
合
に
お
い
て
容
器
の
変
形
又
は
破
損
を
生
じ
る
も
の

に
あ

っ
て
は
、
四
十
度
）
の
空
気
中
に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
標
準
使
用
期
間
に
対
応
し
た
期
間
放
置
し
た
場
合

に
お
い
て
、
内
面
に
腐
食
、
変
質
そ
の
他
の
劣
化

（変
色
及
び
退
色
を
除
く
。
）
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

五
十
度

四
十
五
度

四
十
度

温
　

　

度

十
三
週

十
八
週

二
十
六
週

二
年
以
下
の
も
の
標

準

使

用

期

間

二
十
週

二
十
八
週

三
十
九
週

二
年
を
超
え
三
年
以

下
の
も
の

二
十
六
週

三
十
七
週

五
十
二
週

三
年
を
超
え
四
年
以

下
の
も
の

三
十
三
週

四
十
六
週

六
十
五
週

下四
の年
もを
の超
え
五
年
以

（充
項
ガ
ス
及
び
消
火
剤
）

第
七
条
　
充
填
ガ
ス
は
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
圧
縮
さ
れ
た
空
気
、
窒
素
、　
ヘ
リ
ウ
ム
又
は
液
化
二
酸
化
炭
素
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
不
燃
性
で
、
か
つ
、
消
火
剤
の
性
状
又
は
性
能
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
腐
食
性
又
は
毒
性
を
有
せ
ず
、
か
つ
、
腐
食
性
又
は
毒
性
の
あ
る
ガ
ス
を
発
生
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
消
火
剤
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
消
火
剤

（次
号
又
は
第
二
号
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
消
火
器
用
消
火
薬
剤
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め

る
省
令

（昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
八
号
）
第

一
条
の
二
か
ら
第
四
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規

定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
水
を
消
火
剤
と
す
る
場
合
に
は
、
腐
食
性
又
は
毒
性
を
有
せ
ず
、
か
つ
、
腐
食
性
又
は
毒
性
の
あ
る
ガ
ス
を
発

生
し
な
い
純
良
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
液
化
二
酸
化
炭
素
を
消
火
剤
と
す
る
場
合
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
一
一
〇
六
の
二
種
又
は
三
種
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

（放
射
性
能
）

第
八
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
使
用
温
度
範
囲
の
上
限
温
度
、
下
限
温
度
及
び
二
十
度
の
温
度
に
そ
れ
ぞ

れ
十
二
時
間
以
上
放
置
し
た
後
、
い
ず
れ
も
三
十
秒
以
内
に
放
射
し
た
場
合
に
お
い
て
ヽ
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

放
射
の
操
作
が
完
了
し
た
後
、
二
秒
以
内
に
消
火
剤
を
有
効
に
放
射
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
放
射
を
開
始
し
て
か
ら
主
に
放
射
さ
れ
る
も
の
が
充
填
ガ
ス
と
な
る
状
態

（消
火
剤
の
み
が
放
射
さ
れ
る
も
の

に
あ

っ
て
は
、
消
火
剤
の
放
射
が
終
わ
る
状
態
）
ま
で
の
時
間

（以
下

「放
射
時
間
」
と
い
う
。
）
が
五
秒
以
上
で

あ
る
こ
と
。

〓
一　
消
火
剤
の
容
量
又
は
質
量
の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
量
を
放
射
時
間
内
に
放
射
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

，
Ｃ
。

，

‐
　

‘

　
　
　
¨
　

　

●
Ｉ
Ｌ

　

　

“
―
―

（容
器
の
耐
庄
）

第
九
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
容
器

（液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
を
除
く
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
温
度
五
十
度
に
お
け
る
容
器
内
の
圧
力
の

一
・
五
倍
の
圧
力
を
水
庄
力
で
五
分
間
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合

に
お
い
て
　
変
形
せ
ず
　
か
つ
、
温
度
五
十
度
に
お
け
る
容
器
内
の
圧
力
の

一
・
八
倍
の
圧
力
を
水
圧
力
で
五
分

間
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
破
裂
し
な
い
こ
と
。

一
一　
一　
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
を
水
圧
力
で
五
分
間
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
変
形
せ
ず
、
か

つ
、　
一　
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
を
水
圧
力
で
五
分
間
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
破
裂
し
な
い

こ

と

。

（気
密
性
）

第
十
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
　
使
用
温
度
範
囲
の
上
限
温
度
に
二
十
四
時
間
放
置
し
て
か
ら
使
用
温
度
範

囲
の
下
限
温
度
に
二
十
四
時
間
放
置
す
る
こ
と
を
三
回
繰
り
返
し
た
後
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　

三
十
秒
以
内
に
放
射
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
各
号
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
。

一
一　
四
十
六
度
以
上
五
十
度
以
下
の
温
水
中
に

一
時
間
浸
す
試
験
を
行

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
漏
れ
を
生
し
な
い
こ

Ｌ
Ｃ
．

（耐
衝
撃
性
）

第
十

一
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
使
用
温
度
範
囲
の
上
限
温
度
及
び
下
限
温
度
に
そ
れ
ぞ
れ
十
二
時
間
以

上
放
置
し
た
後
、
い
ず
れ
も
二
十
秒
以
内
に
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
長
軸
方
向
を
床
面
に
対
し
て
水
平

（鉛

直
方
向
に
レ
バ
ー
を
握
る
操
作
に
よ
り
放
射
を
開
始
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
あ
っ
て
は
、
六
十
度
の
角

度
）
と
し
た
状
態
及
び
垂
直
と
し
た
状
態
で
そ
れ
ぞ
れ

一　

五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
面
上
に

自
然
落
下
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
　
漏
れ
、
亀
裂
、
破
断
又
は
著
し
い
変
形
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（ノ

ズ
ル
）

第
十
二
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
ノ
ズ
ル
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
内
面
は
、
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
開
閉
式
の
ノ
ズ
ル
に
あ
っ
て
は
、
開
閉
の
操
作
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
か
つ
、
放
射
の
際
消
火
剤
の
漏
れ
そ
の
他

の
障
害
を
生
じ
な
い
こ
と
。

（ホ
ー
ス
）

第
十
三
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
ホ
ー
ス
を
設
け
る
場
合
に
は
、
当
該
ホ
ー
ス
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
第
九
条
第

一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
試
験
を
行

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
漏
れ
を
生
ぜ
ず
、
か
つ
、
著
し
い

変
形
を
生
じ
な
い
こ
と
。

一
一　
長
さ
は
、
消
火
剤
を
有
効
に
放
射
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
一　
使
用
温
度
範
囲
で
耐
久
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
円
滑
に
操
作
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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（安
全
栓
）

第
十
四
条
　
鉛
直
方
向
に
レ
バ
ー
を
握
る
操
作
に
よ
り
放
射
を
開
始
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
は
、
不
時
の

作
動
を
防
止
す
る
た
め
安
全
栓
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
安
全
栓
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

一
動
作
で
容
易
に
引
き
抜
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
そ
の
引
き
抜
き
に
支
障
の
な
い
封
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

一
一　
内
径
が
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
リ
ン
グ
部
、
軸
部
及
び
軸
受
部
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

〓
一　
装
着
時
に
お
い
て
、
リ
ン
グ
部
は
軸
部
が
貫
通
す
る
上
レ
パ
ー
の
六
か
ら
引
き
抜
く
方
向
に
引
い
た
線
上
に
あ

ス
一
こ

レ
ｃ
．

四
　
リ
ン
グ
部
の
塗
色
は
、
黄
色
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。

五
　
材
質
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
　
四
三
〇
九
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ
　
一二
〇
四
に
適
合
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
耐
食
性
及
び

耐
候
性
を
有
す
る
こ
と
。

一ハ
　
上
方
向

（エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
水
平
面
上
に
置
い
た
場
合
、
鉛
直
方
向
か
ら
二
十
度
以
内
の
範
囲
を

い
う
。
）
に
引
き
抜
く
よ
う
装
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七
　
安
全
栓
に
衝
撃
を
加
え
た
場
合
及
び
レ
バ
ー
を
強
く
握
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
引
き
抜
き
に
支
障
を
生
じ
な
い

こ

と

。

八
　
引
き
抜
く
動
作
以
外
の
動
作
に
よ
っ
て
は
容
易
に
抜
け
な
い
こ
と
。

（保
持
装
置
）

第
十
五
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

（自
動
車
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
当
該
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消

火
具
を
安
定
し
た
状
態
に
保
た
せ
る
た
め
保
持
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
持
装
置
を
用
い
ず

に
安
定
し
た
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
保
持
装
置
は
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
容
易
に
取
り
は
ず
す
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（取
手
）

第
十
六
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
携
帯
又
は
運
搬
の
た
め
に
取
手
を
設
け
る
場
合
に
は
、
当
該
取
手
は
、
堅

ろ
う
で
、
か
つ
、
ェ
ア
プ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
携
帯
又
は
運
搬
及
び
作
動
に
適
し
た
寸
法
及
び
形
状
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（高
圧
ガ
ス
保
安
法
の
適
用
を
受
け
る
液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
等
）

第
十
七
条
　
高
圧
ガ
ス
保
安
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
の
適
用
を
受
け
る
液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
は
、

次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
内
容
積
は
、
充
瞑
す
る
液
化
二
酸
化
炭
素
の

一
グ
ラ
ム
に
つ
き

一　
五
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ

一
こ

。

一
一　
容
器
保
安
規
則

（昭
和
四
十

一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同

規
則
第
二
条
第
二
十
六
号
の
表
液
化
炭
酸
ガ
ス
の
項
中

「十
九

・
六
」
と
あ
る
の
は
、
「二
十
四

・
五
」
と
す
る
。

〓
一　
バ
ル
ブ

（高
圧
ガ
ス
保
安
法
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下

「容
器
弁
」
と
い
う
。）
又
は
作
動
封
板
を

設
け
る
こ
と
。

２
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
容
器
弁
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
弁
箱
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
一壬

一五
０
に
適
合
す
る
材
質
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
及
び
耐
食
性
を
有
す
る

材
質
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一一　
弁
箱
は
、
二
十
四
　
五
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
の
圧
力
を
水
圧
力
で
五
分
問
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

漏
れ
を
生
ぜ
ず
、
か
つ
、
著
し
い
変
形
を
生
じ
な

い
こ
と
。

〓
一　
容
器
弁
を
設
け
る
容
器
内
の
液
化
二
酸
化
炭
素
の
温
度
を
四
十
度
と
し
た
場
合
の
内
部
圧
力
に
等
し
い
圧
力
を

気
体
圧
力
で
五
分
間
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
漏
れ
を
生
ぜ
ず
、
か
つ
、
著
し
い
変
形
を
生
じ
な

い
こ
と
。

四
　
安
全
弁
を
設
け
る
こ
と
。

３
　
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
作
動
封
板
は
、
十
七
　
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
設
計
容
器
破
壊
圧
力
の
四
分
の
三
以

下
の
圧
力
を
水
圧
力
で
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
破
壊
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
安
全
弁
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
封
板
式
で
あ
り
、
か
つ
、
噴
き
出
し
口
に
封
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
容
器
内
の
圧
力
を
有
効
に
減
圧
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

〓
一　
み
だ
り
に
分
解
し
、
又
は
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

四
　
十
七

・
五
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
以
上
二
十
四
　
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
圧
力
で
作
動
す
る
こ
と
。

五

　

「安
全
弁
」
と
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（高
圧
ガ
ス
保
安
法
の
適
用
を
受
け
な
い
液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
等
）

第
十
八
条
　
高
圧
ガ
ス
保
安
法
の
適
用
を
受
け
な
い
液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
内
容
積
は
、
充
填
す
る
液
化
二
酸
化
炭
素
の

一
グ
ラ
ム
に
つ
き

一
・
五
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ

，
し
。

一
一　
二
十
四
　
五
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
の
圧
力
を
水
圧
力
で
二
分
間
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
漏
れ
を
生

ぜ
ず
、
か
つ
　
著
し
い
変
形
を
生
じ
な
い
こ
と
。

〓
一　
作
動
封
板
を
設
け
る
こ
と
。

四
　
破
壊
さ
れ
る
と
き
に
は
、
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
作
動
封
板
は
、
二
十
四
　
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
を
水
圧
力
で
加
え
る
試
験
を
行
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
破
壊
さ
れ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
を
用
い
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
設
け
る
ホ
ー
ス
等
）

第
十
九
条
　
液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
を
用
い
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
ホ
ー
ス
を
設
け
る
場
合
に
は
、
当
該

ホ
ー
ス
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
試
験
を
行
っ
た
と
き
に
、
漏
れ
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
そ
の
他
の
障
害
を
生
じ
な

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
ホ
ー
ス
を
仲
長
し
た
状
態
で
、
十
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
を
水
圧
力
で
五
分
間
加
え
る
試
験

一
一　
ホ
ー
ス
の
外
径
の
五
倍
に
等
し
い
内
径
を
有
す
る
よ
う
に
ホ
ー
ス
を
環
状
に
曲
げ
た
状
態
で
、
十
二
メ
ガ
パ
ス

カ
ル
の
圧
力
を
水
圧
力
で
五
分
間
加
え
る
試
験

２
　
液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
を
用
い
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
放
射
ホ
ー
ン
を
設
け
る
場
合
に
は
、
当
該
放

射
ホ
ー
ン
は
、
非
吸
湿
性
で
あ
り
、
か
っ
、
電
気
絶
縁
性
の
あ
る
強
じ
ん
な
材
料
を
用
い
て
造
ら
れ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
液
化
二
酸
化
炭
素
用
容
器
を
用
い
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
放
射
管
又
は
結
合
金
具
を
設
け
る
場
合
に

は
、
当
該
放
射
管
及
び
結
合
金
具
は
　
十
六
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
の
圧
力
を
水
圧
力
で
五
分
間
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
と

き
に
、
漏
れ
、
離
脱
そ
の
他
の
障
害
を
生
じ
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
放
射
管
の
周
囲
を
熱
の
不
良
導
体
で
被
覆
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（自
動
車
に
設
置
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
）

第
二
十
条
　
自
動
車
に
設
置
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

一　
第
四
条
第

一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
自
動
車
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
火
災
に
対
す
る
消
火
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ

レ
」
。

一
一　
温
度
八
十
三
度
以
上
八
十
七
度
以
下
の
温
水
中
に

一
時
間
浸
す
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
破
裂
し
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
´
　
・
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〓
一　
次
の
図
に
示
す
取
付
け
方
法
で
全
振
幅
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
毎
分
二
千
回
の
上
下
振
動
を
、
図
１
及
び
図
２
に

あ
っ
て
は
二
時
間
、
図
３
に
あ
っ
て
は
四
時
間
加
え
る
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
漏
れ
、
亀
裂
、
破
断
又

は
著
し
い
変
形
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
試
験
を
行
っ
た
後
、
放
射
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
八

条
各
号
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
ン一
の
場
合
に
お
い
て
、保
持
装
置
を
設
け
る
エ
ア
ゾ
ー

ル
式
簡
易
消
火
具
に
あ
っ
て
は
、
取
付
け
装
置
に
代
え
保
持
装
置
を
取
り
付
け
て
試
験
を
行
い
、
保
持
装
置
に
著

し
い
損
傷
そ
の
他
の
障
害
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

国 2

一い」
取
付
け
装
置

九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

金
属
板
と
ノ
ズ
ル
の
距
離

百
キ
ロ
ボ
ル
ト

三
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト

金
属
板
に
加
え
る
交
流
電
圧

備
考
　
取
付
け
面
は
、
振
動
板
に
対
し
て
水
平
又
は
垂
直
と
す
る
。

（電
気
火
災
に
使
用
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
）

第
二
十

一
条
　
電
気
火
災
に
使
用
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
消
火
剤
が
粉
末
又
は
液
化
二
酸
化
炭
素
で
あ
る
こ
と
。

一
一　

一
辺
の
長
さ
が

一
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
の
金
属
板
を
ノ
ズ
ル
か
ら
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
距
離
に
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
交
流
電
圧
を
加
え
た
状
態
で
配
置
し
、
当
該
金
属
板
の
中
心
に
向
け
て
放
射
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
金
属
板
と
ノ
ズ
ル
と
の
間
に
流
れ
る
電
流
が
０

・
五
ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
以
下
で
あ
る
こ
と
．

式

¨̈八［］［〕】

取
付
け
姜
量

（表
一５

第
二
十
二
条
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
は
、
そ
の
見
や
す
い
位
置
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
簡

明
な
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
と
い
う
文
字

一
一　
使
用
方
法

〓
一　
使
用
温
度
範
囲

四
　
放
射
時
間

五
　
放
射
距
離

（床
面
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
水
平
に
放
射
し
た
場
合
に
お
い
て
、
ノ
ズ
ル
か
ら
消
火
剤
の

大
部
分
が
到
達
す
る
場
所
ま
で
の
水
平
距
離
を
い
う
。
）

製
造
年
月

製
造
者
及
び
販
売
者
名

届
出
番
号

充
填
ガ
ス
及
び
消
火
剤
の
名
称
並
び
に
容
量
又
は
質
量

取
扱
い
上
の
注
意
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

標
準
使
用
期
間

使
用
時
及
び
廃
棄
時
の
安
全
な
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

第
四
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
天
ぷ
ら
油
火
災
の
消
火
性
能
を
有
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に

あ
っ
て
は
、
天
ぷ
ら
油
火
災
を
安
全
に
消
火
す
る
た
め
の
火
点
か
ら
の
距
離
等
に
関
す
る
事
項

維
持
管
理
上
の
適
切
な
設
置
場
所
に
関
す
る
事
項

点
検
に
関
す
る
事
項

温
度
が
四
十
度
以
上
と
な
る
場
所
に
置
か
な
い
旨

一
度
放
射
し
た
も
の
は
再
使
用
し
な
い
旨

容
器
に
さ
び
、
傷
　
変
形
等
が
生
じ
た
場
合
は
速
や
か
に
交
換
す
る
旨

関
係
法
令
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
令
で
定
め
る
事
項

ヌ
　
そ
の
他
取
扱
い
上
注
意
す
べ
き
事
項

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
火
災
の
区
分
に
応
じ
、
適
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
絵
表
示
を
表
示
し
，
適
応
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
絵
表
示
を
表

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
絵
表
示
の
大
き
さ
は
、　
一
辺
の
長
さ
が
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
正
方
形
と
し
、
か
つ

適
応
す
る
も
の
に
係
る
絵
表
示
の
直
近
に
「適
応
す
る
火
災
の
初
期
消
火
に
有
効
で
す
。
」

の
文
字
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十 九 八 七 六
リ チ ト ヘ ホ ニ  ハ ロ イ天

ぷ
ら
油
火
災

小
規
模
普
通
火
災

火

災

の

区

分

適
応
す
る
も
の
に
係
る
絵
表
示

適
応
し
な
い
も
の
に
係
る
絵
表
示
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電
気
火
災

自
動
車
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
火
災

ス
ト
ー
プ
火
災

（注
　
炎
は
赤
色
と
し
、
地
色
は
自
色
と
す
る
。
）

３
　
第

一
項
第
十
号
イ
　
ホ
及
び
へ
に
規
定
す
る
事
項
並
び
に
前
項
に
規
定
す
る

「適
応
す
る
火
災
の
初
期
消
火
に
有

効
で
す
。
」
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｚ
　
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
十
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
き
の
文
字
及
び

数
字
、
そ
れ
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
ｌ
Ｓ
　
Ｚ
　
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
八
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
の
文

字
及
び
数
字
を
用
い
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（基
準
の
特
例
）

第
二
十
三
条
　
新
た
な
技
術
開
発
に
係
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
つ
い
て
、
そ
の
形
状
　
構
造
、
材
質
及
び
性

能
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
同
等
以
上
の
性
能
が
あ
る
と
総
務
大
臣
が
認
め
た
場
合

は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
一　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第

一
条
の
二
第

一
号
中

「消
防
庁
長
官
が
定
め
る
」
を

「消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）

第
四
十

一
条
第
五
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
中

「別
表
に
」
を

「別
表
第

一
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中

「第
二
条
第
十
五
号
」
を

「第
二
条
第
二
十
六
号
」
に
改
め
る
。

（経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
日
本
消
防
検
定
協
会
又
は
消
防
法
第
二
十

一
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
法

人
で
あ
っ
て
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
検
定
対
象
機
機
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
を
申
請
し
て
い
る
消

火
器
に
係
る
試
験
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
消
火
器
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
た
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
型
式
承
認
を
受
け
た
消
火
器
に
係
る
型
式
承
認
は
、
附
則
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。

○
総
務
省
令
第
二
十
七
号

消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
二
号
）、
消
防
用
ホ
ー
ス
に

使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を

定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
二
号
）
及
び
漏
電
火
災
警
報
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省

令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
消
防
法
施
行
令
（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）

第
二
十
条
第
二
項
及
び
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令

（昭
和
三
十
四
年
政
令
第
二
百
六
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
二
号
）
等
の

施
行
に
伴
う
消
防
法
施
行
令
第
二
十
条
第
二
項
及
び
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
第
二
十
二
条
第
二
項
の
技
術
上
の

基
準
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日

消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
等
の
施
行
に
伴
う
消
防
法
施
行
令
第
二
十
条
第
二
項
及
び
危

険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
第
二
十
二
条
第
二
項
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る
省
令

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
消
防
用
機
械
器
具
等
又
は
消
火
設
備
等
に
つ
い
て
、
消
防
法
施
行
令
第
二
十
条
第
二
項
及

び
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
第
二
十
二
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
の
特
例
及
び
期
間
は
、

同
表
の
中
欄
及
び
下
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

漏
電
火

災
警
報

器 結
合
金

具 消
防
用

ホ
ー
ス 消
防
用
機
械
器
具
等
又
は
消
火
設
備
等

認警平
を報成
受器二
けの十
て技六
い術年
る上四
もの月
の規一
格日
に前
係の
る漏
型電
式火
承災

蟷
馘
瘍
鋏靱
珈

秤
賊
た
特
欧
麟
輪
％
雌
格口曜型
るの野
飾
細

認
を
受
け
て
い
る
も
の

斜轍
距叶豚鱗
抑
錫肝欄師砂舗魂
秋以

と

爾
蒻

魏
卿

に
適
合
す
る
こ
と

秤
建
鞍
臨
距
亀
型郊
鑑

と

技
術
上
の
基
準
の
特
例

十
三
年

十
二
年

十
三
年

期

間

注

一　

型
式
承
認
と
は
、
消
防
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十

一
条
の
四
第
二
項
の
型
式
承
認

を
い
う
。

一
一　
技
術
上
の
規
格
と
は
、
消
防
法
第
二
十

一
条
の
二
第
二
項
の
技
術
上
の
規
格
を
い
う
。

二
一　
期
間
は
　
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
総
務
省
令
第
二
十
八
号

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律

（平
成
二
十
四
年
法
律
第
五
十

一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
消
防
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十

六
号
）
第
八
条
の
二
の
■
第

一
項

（第
二
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十

一
条
の
二
第

二
項
、
第
二
十

一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
二
項
並
び
に
消
防
法
施
行

令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第

一
項
第
二
号
、
第
二
十
九
条
の
四
第

一
項
及
び
第
四
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
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消
防
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（消
防
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第

一
条
　
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第

一
項
中

「障
害
者
自
立
支
援
法
」
を

「障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
」
に
改
め
る
。

特^
定
共
同
住
宅
等
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省

令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
特
定
共
同
住
宅
等
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す

る
省
令

（平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
四
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第

一
号
中

「障
害
者
自
立
支
援
法
」
を

「障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」
に
改
め
る
。

（複
合
型
居
住
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省

令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
複
合
型
居
住
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す

る
省
令

（平
成
二
十
二
年
総
務
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第

一
号
中

「障
害
者
自
立
支
援
法
」
を

「障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」
に
改
め
る
。

（消
防
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
四
条
　
消
防
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（平
成
二
十
四
年
総
務
省
令
第
九
十

一
号
）
の

一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
の
う
ち
、
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
の
改
正
規
定
中

「第
二
条
の
二
第

一
項
並
び
に
法
第
八
条

の
二
第
四
項
」
を

「第
三
条
の
二
第

一
項
、
第
四
条
第

一
項
、
第
四
条
の
二
第

一
項
」
に
改
め
、
同
令
第
二
十
九
条

の
二
の
改
正
規
定
中

「を

「型
式
適
合
検
定
」
に
」
の
下
に

「、
「第
二
十
六
条
第

一
項
及
び
前
条
第
二
項
」
を

「第

二
十
四
条
の
五
第
二
項
及
び
第
二
十
六
条
第

一
項
」
に
」
を
加
え
、
同
令
第
五
十

一
条
の
八
の
改
正
規
定
中

「、
「と

あ
る
の
は

「令
第
四
十
六
条
」
と
」
の
下
に

「、
「防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は

「建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
」

を
加
え
る
」
を

「、
「、
「防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は

「防
災
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
を

「、
「防
火

対
象
物
」
と
あ
る
の
は

「建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
「防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は

「防
災
管
理
者
」
と
、
同

条
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
中

「防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は

「防
災
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」

に
改
め
る
」
に
改
め
、
同
令
第
五
十

一
条
の
九
の
改
正
規
定
中

「改
め
、
同
条
後
段
を
削
る
」
を

「、
「第
四
条
第

一

項
中

「別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「別
記
様
式
第
十
五
号
」
と
」
を
「第
二
条
の
二
第
二
項
中
「防

火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
、
「防
災
管
理
者
」
と
」
に
改
め
る
」
に
改
め
、
同
令
第
五
十

一
条
の
十
二
の
改
正
規
定
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十

一
条
の
十
二
第

一
項
第
二
号
中

「第
四
条
第

一
項
、
法
第
二
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

八
条
の
二
第
二
項
」
を

「第
二
条
の
二
第

一
項
、第
五
十

一
条
の
十

一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第

一
項
、

第
五
十

一
条
の
十

一
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第

一
条
の
う
ち
、
消
防
法
施
行
規
則
第
五
十

一
条
の
十
五
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
五
十

一
条
の
十
六
第
二
項
中

「別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
二
の
二
」
を

「別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
二
の
二

の
三
」
に
、
「別
記
様
式
第
十
六
号
」
を

「別
記
様
式
第
十
四
号
」
に
、
「別
記
様
式
第
十
七
号
」
を

「別
記
様
式

第
十
五
号
」
に
改
め
る
一

第

一
条
の
う
ち
、
消
防
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第

一
号
の
十

一
の
次
に

一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第

一
号
の
十

一
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。

湮
門
難
諄
響

一
中
Ｓ
ｔ

（淋
露
，
Ｓ
Ｎ
冒
求
）

壽
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潜
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締

ヨ
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摯
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麟
ヽ
男
■
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畔

澪
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畔
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酔
　
ヨ

澤
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琳
珈

ゝ
―
ヽ
業
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￥
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゛
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壽
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“
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叫
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嘉
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ｍ
斗
Ｈ
瀑
満
泰
＞
卜
”
■
が
“
卜
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第

一
条
の
う
ち
、
消
防
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
四
号
及
び
別
記
様
式
第
十
五
号
を
削
る
改
正
規
定
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
四
号
及
び
別
記
様
式
第
十
五
号
を
削
り
、
別
記
様
式
第
十
六
号
を
別
記
様
式
第
十
四
号
と
し
、

別
記
様
式
第
十
七
号
を
別
記
様
式
第
十
五
号
と
す
る
．

附
則
第
二
号
中

「並
び
に
同
令
第
五
十

一
条
の
十
二
、
第
五
十

一
条
の
十
四
、
第
五
十

一
条
の
十
五
及
び
第
五
十

一
条
の
十
七
か
ら
第
五
十

一
条
の
十
九
ま
で
の
改
正
規
定
」
を

「、
同
令
第
五
十

一
条
の
十
二
、
第
五
十

一
条
の
十

四
か
ら
第
五
十

一
条
の
十
九
ま
で
、
別
記
様
式
第

一
号
の
二
及
び
別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
二
の
改
正
規
定
、
同
令

別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
二
の
二
を
別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
二
の
二
の
三
と
し
、
別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
二
の

次
に
二
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
令
別
記
様
式
第
十
四
号
及
び
別
記
様
式
第
十
五
号
を
削
り
、
別
記
様
式

第
十
六
号
を
別
記
様
式
第
十
四
号
と
し
、
別
記
様
式
第
十
七
号
を
別
記
様
式
第
十
五
号
と
す
る
改
正
規
定
」
に
改
め

スフ
．
附
　
則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
．
た
だ
し
、
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

Ｚ
り
。
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○
総
務
省
告
示
第
百
三
十
二
号

消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
二
号
）、
消
防
用
ホ
ー
ス
に

使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を

定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
三
号
）
及
び
漏
電
火
災
警
報
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省

令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
消
防
法
施
行
令
（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）

第
二
十
条
第
二
項
及
び
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令

（昭
和
三
十
四
年
政
令
第
二
百
六
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
日
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
新
藤
　
義
孝

平
成
二
十
九
年
四
月

一
日

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

Ｏ
消
防
庁
告
示
第
二
号

消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
十

一
条
の
二
第
二
号
、第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
の
二
、

第
十
三
条
の
六
第
二
項
第
七
号
　
第
十
八
条
第
四
項
第
二
号
の
二
、
第
二
十
二
条
第

一
号
の
二
並
び
に
第
二
十

一
条
第

四
号
の
二
及
び
第
六
号
口
の
規
定
に
基
づ
き
、
屋
内
消
火
栓
設
備
の
屋
内
消
火
栓
等
の
基
準

（平
成
十
三
年
消
防
庁
告

示
第
二
十
六
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
庁
長
官
　
岡
崎
　
浩
巳

屋
内
消
火
栓
設
備
の
屋
内
消
火
栓
等
の
基
準

第

一　
趣
旨

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下

「規
則
」
と
い
う
。）
第
十

一
条
の

二
第
二
号
、
第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
の
二
、
第
十
三
条
の
六
第
二
項
第
七
号
、
第
十
八
条
第
四
項
第
二
号
の
二
、

第
二
十
二
条
第

一
号
の
二
並
び
に
第
二
十

一
条
第
四
号
の
二
及
び
第
六
号
口
の
規
定
に
基
づ
き
、
屋
内
消
火
栓
設
備

の
屋
内
消
火
栓
及
び
放
水
に
必
要
な
器
具
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
補
助
散
水
栓
及
び
放
水
に
必
要
な
器
具
、
泡

消
火
設
備
の
消
防
用
ホ
ー
ス
、
屋
外
消
火
栓
設
備
の
放
水
用
器
具
並
び
に
連
絡
送
水
管
の
放
水
口
及
び
放
水
用
器
具

の
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
　
月
語
の
意
義

こ
の
基
準
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
放
水
用
設
備
　
屋
内
消
火
栓
設
備
の
屋
内
消
火
栓

（ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
っ
て
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
の
補
助
散
水
栓
）、
消
防
用
ホ
ー
ス
、
消
防
用
ホ
ー
ス
収
納
部
及
び
ノ
ズ
ル
か
ら
構
成
さ
れ
る
設
備

（放
水

用
設
備
を
天
丼
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
降
下
装
置
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

日
　
消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
．
以
下

「令
」
と
い
う
。）第
十

一
条
第
二
項
第

一
号
の

規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
以
外
の
も
の

日
　
令
第
十

一
条
第
二
項
第

一
号
及
び
規
則
第
十
二
条
第

一
項
第
七
号
へ
た
だ
し
書
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の

第
二 七 六 五 四

日
　
令
第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の

国
　
令
第
十

一
条
第
二
項
第
二
号
口
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の

国
　
規
則
第
十
三
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の

消
火
栓
弁
　
次
の
日
か
ら
日
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

日
　
屋
内
消
火
栓
設
備
の
屋
内
消
火
栓
　
屋
内
消
火
栓
設
備
の
ホ
ー
ス
接
続
日
、
開
閉
弁
及
び
こ
れ
ら
を
接
続
す

る
管
路

国
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
補
助
散
水
栓
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
ホ
ー
ス
接
続
回
、
開
閉
弁
及
び
こ
れ
ら

を
接
続
す
る
管
路

国
　
連
結
送
水
管
の
放
水
口
　
連
絡
送
水
管
の
ホ
ー
ス
接
続
回
、
開
閉
弁
及
び
こ
れ
ら
を
接
続
す
る
管
路

使
用
圧
力
範
囲
　
消
火
栓
弁
の
機
能
に
支
障
を
生
じ
な
い

一
次
側

（本
体

へ
の
流
入
側
を
い
う
。
）
の
圧
力
の
範

囲
を
い
う
。

減
圧
装
置
　
消
火
栓
弁
の
放
水
圧
力
を
減
じ
る
装
置
を
い
う
。
　
　
　
　
　
　
‐

消
防
用
ホ
ー
ス
収
納
部
　
消
防
用
ホ
ー
ス
を
収
納
す
る
部
分
を
い
う
。

ノ
ズ
ル
　
消
防
用
ホ
ー
ス
の
先
端
に
結
合
し
、
放
水
す
る
器
具
を
い
う
。

降
下
装
置
　
消
防
用
ホ
ー
ス
を
降
下
さ
せ
る
た
め
の
装
置
を
い
う
。

放
水
用
設
備
の
構
造
及
び
機
能

放
水
用
設
備
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

放
水
用
設
備
は
、
耐
久
性
を
有
し
、
か
つ
、
は
こ
り
、
湿
気
等
に
よ

っ
て
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
構
造
で
あ

る

こ

と

。

次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
消
防
用
ホ
ー
ス
の
操
作
を
行
う
と
き
に
損
傷
を
生
じ
な
い
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

日
　
加
圧
送
水
装
置
の
起
動
装
置

（放
水
用
設
備
に
加
庄
送
水
装
置
の
起
動
装
置
を
設
け
る
場
合
に
限
る
．）

０
　
加
圧
送
水
装
置
の
始
動
を
示
す
表
示
灯

日
　
放
水
用
設
備
の
位
置
を
示
す
表
示
灯

第
二
第

一
号
日
か
ら
同
ま
で
に
掲
げ
る
放
水
用
設
備

（以
下

「簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
」
と
い
う
。
）
は
、
次

に

よ

る

こ

と

。

日
　
消
防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
及
び
収
納
の
操
作
並
び
に
保
守
点
検
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ

レ
一
．

日
　
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の
前
面
に
お
い
て
壁
面
に
設
置
す
る
消
防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
操
作
を
行
っ
た
場
合

又
は
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の
直
下
の
床
面
に
お
い
て
天
丼
に
設
置
す
る
消
防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
操
作
を

行
っ
た
場
合
に
、
い
ず
れ
の
方
向
に
も
引
き
出
せ
る
こ
と
。

日
　
消
防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
、
放
水
及
び
収
納
の
操
作
（降
下
装
置
の
操
作
を
含
む
。
）を
十
五
回
行
っ
た
場
合
に

一
人
で
当
該
延
長
、
放
水
及
び
収
納
の
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
こ
と
．

０
　
ノ
ズ
ル
開
放
時
の
放
水
反
力
は
、
二
百
二
ュ
ー
ト
ン
以
下
で
あ
る
こ
と
。

四
　
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の
消
防
用
ホ
ー
ス
収
納
部
に
あ
っ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

日
　
消
防
用
ホ
ー
ス
を
円
筒
形
状
の
消
防
用
ホ
ー
ス
収
納
部

（以
下

「ホ
ー
ス
リ
ー
ル
」
と
い
う
。
）
に
巻
き
取
っ

て
収
納
す
る
も
の
　
両
側
に
軸
受
を
有
す
る
ホ
ー
ス
リ
ー
ル
に
あ
っ
て
は
そ
の
中
央
に
、
片
側
に
軸
受
を
有
す

る
ホ
ー
ス
リ
ー
ル
に
あ
っ
て
は
軸
受
の
反
対
側
の
端
に
、
当
該
ホ
ー
ス
リ
ー
ル
の
質
量
に
収
納
さ
れ
る
消
防
用

ホ
ー
ス
及
び
当
該
消
防
用
ホ
ー
ス
に
充
水
さ
れ
た
水
の
質
量
を
加
え
た
荷
重
の
二
倍
の
荷
重
を
二
十
四
時
間
か

け
た
場
合
に
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
等
を
生
し
な
い
こ
と
。

・
　

【
　

）
　

”
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日
　
日
以
外
の
も
の
　
両
側
に
支
持
金
具
又
は
軸
受
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
消
防
用
ホ
ー
ス
収
納
部
の
中
央

に
、
片
側
に
支
持
金
具
又
は
軸
受
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
軸
受
の
反
対
側
の
消
防
用
ホ
ー
ス
収
納
部
の
端

に
、
当
該
消
防
用
ホ
ー
ス
収
納
部
の
質
量
に
消
防
用
ホ
ー
ス
及
び
収
納
状
態
に
お
い
て
消
防
用
ホ
ー
ス
に
充
水

す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
に
あ
っ
て
は
そ
の
水
の
質
量
を
加
え
た
荷
重
の
二
倍
の
荷
重
を
二
十
四
時
間
か
け
た

場
合
に
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
等
を
生
じ
な
い
こ
と
。

日
　
消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
圧
力
範
囲
内
の
任
意
の
水
圧
力
を
加
え
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

（工
業
標
準
化
法

（昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
十
七
条
第

一
項
の
日
本
工
業
規
格
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

Ａ
　
五
七
〇
五
に
適

合
す
る
滑
ら
か
な
ビ
ニ
ー
ル
又
は
同
等
の
滑
ら
か
な
ビ
ニ
ー
ル
床
タ
イ
ル
若
し
く
は
シ
ー
ト
の
床
面
上
を
毎
時

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
、
収
納
さ
れ
て
い
る
消
防
用
ホ
ー
ス
の
全
体
を
延
長
す
る
操
作
を
行
っ
た
場
合
に
、

消
防
用
ホ
ー
ス
を
延
長
す
る
た
め
に
要
す
る
力
は
、
い
ず
れ
の
方
向
及
び
延
長
位
置
に
お
い
て
も
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
数
値
以
下
で
あ
る

こ

と

。

第
二
第

一
号
日
か
ら
同
ま
で
に
掲
げ
る
放
水
用
設
備

第
二
第

一
号
０
に
掲
げ
る
放
水
用
設
備

簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の
種
類

百
二
ュ
ー
ト
ン

二
百
二
ュ
ー
ト
ン

消
防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
操
作
に
要
す
る
力

回
　
し
ゅ
う
動
部
又
は
回
転
部
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
部
分
を
耐
食
性
材
料
で
造
り
、
か
つ
、
し
ゅ

う
動
又
は
回
転
に
よ
っ
て
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

五
　
第
二
第

一
号
日
か
ら
０
ま
で
に
掲
げ
る
放
水
用
設
備
に
加
圧
送
水
装
置
の
起
動
装
置
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

日
　
加
圧
送
水
装
置
の
起
動
装
置
の
充
電
部
は
、
外
部
か
ら
容
易
に
人
が
触
れ
な
い
よ
う
に
　
十
分
に
保
護
す
る

こ

と

。

国
　
加
圧
送
水
装
置
の
起
動
装
置
の
配
線
は
、
十
分
な
電
流
容
量
を
有
し
、
接
続
が
的
確
で
あ
る
こ
と
．

国
　
加
圧
送
水
装
置
の
起
動
装
置
に
は
、
防
水
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

エハ
　
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
を
天
丼
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

日
　
降
下
装
置
は
、
床
面
か
ら
の
高
さ
が

一　
八
メ
ー
ト
ル
以
下
の
位
置
に
設
け
る
と
と
も
に
、
操
作
し
や
す
い

構
造
と
し
、
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の
機
能
に
障
害
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

日
　
降
下
装
置
を
操
作
し
た
場
合
に
、
消
防
用
ホ
ー
ス
を
床
面
か
ら
の
高
さ
が

一　
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
位
置
ま

で
降
下
で
き
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

日
　
降
下
装
置
を
操
作
し
た
場
合
に
、
消
防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
及
び
放
水
の
操
作
が
安
全
に
行
え
る
速
度
で
降
下

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
四
　
消
火
栓
弁
の
構
造
及
び
機
能

消
火
栓
弁
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
消
防
用
ホ
ー
ス
に
結
合
す
る
部
分
は
、
消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具

（以
下

「消
防
用
ホ
ー
ス
用
結
合
金
具
」
と
い
う
。）
と
し
、
そ
の
構
造
は
、
差
込
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
消
防
用
ホ
ー
ス

に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ
式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の

規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
三
号
。
以
下

「結
合
金
具
規
格
省
令
」
と
い
う
。）
第
七

条
に
規
定
す
る
差
込
式
差
し
口
に
、
ね
じ
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
同
令
第
九
条
に
規
定
す
る
ね
じ
式
差
し
口
に
適

合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
配
管
と
の
接
続
部
は
、
配
管
と
容
易
か
つ
確
実
に
接
続
で
き
る
も
の
で
、
か
つ
、
そ
の
内
径
が
ホ
ー
ス
接
続
口

の
呼
称
以
上
で
あ
る
こ
と
。

六
十
五

五
十
四
十
三
十

二
十
五

1乎

称

二
百
五
十

二
百

百
五
十

操
作
力

（ニ
ュ
ー
ト
ン
）

減
圧
装
置
を
内
蔵
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

日
　
減
圧
装
置
は
、
使
用
圧
力
範
囲
内
に
お
い
て
有
効
に
放
水
圧
力
を
減
じ
る
こ
と
が
で
き
る
性
能
を
有
す
る
こ

Ｌ
Ｃ
。

日
　
減
圧
装
置
は
、
日
づ
ま
り
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

日
　
減
圧
装
置
は
、
最
高
使
用
圧
力

（使
用
圧
力
範
囲
の
最
大
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
耐
え
る
こ
と
の
で
き

る
強
度
及
び
耐
食
性
を
有
す
る
材
料
を
用
い
、
流
水
に
よ
り
性
能
に
支
障
を
生
じ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

図
　
減
圧
装
置
の

一
次
側
に
消
火
栓
弁
の
最
高
使
用
圧
力
の
一
・
五
倍

（連
結
送
水
管
の
放
水
口
に
あ
っ
て
は

三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）
の
水
圧
力
を
、
二
次
側
に
減
圧
装
置
の
設
定
圧
力
の

一　
五
倍
の
水
圧
力
を
三
分
間
加
え

た
場
合
に
お
い
て
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
、
漏
水
等
を
生
じ
な
い
こ
と
。

開
閉
弁
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

日
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
呼
称
に
応
じ
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
操
作
力
以
下
で
、
手
動
に
よ
り
全
開
す
る
こ

と
が
で
き
、
か
つ
、
全
閉
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
自
動
式
の
開
閉
弁

（以
下

「自

動
式
開
閉
弁
」
と
い
う
。）
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

０
　
自
動
式
開
閉
弁
に
あ
っ
て
は
、
次
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
消
防
用
ホ
ー
ス
を
用
い
て
放
水
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
自
動
的
に
全
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口
　
手
動
に
よ
り
開
閉
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

第
五
　
消
火
栓
弁
の
材
質

消
火
栓
弁
の
材
質
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
バ
ッ
キ
ン
以
外
の
部
品
又
は
部
分
の
材
料
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

日
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｈ
　
五

一
二
〇
、
Ｇ
　
五
五
〇

一
又
は
Ｇ
　
五

一
二

一

日
　
日
に
掲
げ
る
も
の
と
同

一
又
は
類
似
の
試
料
採
取
方
法
及
び
試
験
方
法
に
よ
り
化
学
的
成
分
及
び
機
械
的
性

質
が
同

一
で
あ
る
又
は
類
似
し
て
い
る
も
の

国
　
０
又
は
日
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等
以
上
の
強
度
及
び
耐
食
性
を
有
す
る
も
の

一
一　
さ
び
の
発
生
に
よ
り
機
能
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
防
錆
処
理
を

施
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

〓
一　
開
閉
弁
の
パ
ツ
キ
ン
の
材
料
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
工全
二
五
三
Ⅲ
類
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
及
び
耐
老
化

性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
六
　
消
火
栓
弁
の
漏
水
試
験

消
火
栓
弁
の
漏
水
試
験
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
開
閉
弁
を
全
開
し
、
受
け
口
と
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
　
最
高
使
用
圧
力
以
下

（連
結
送
水
管
の
放
水
口

に
あ
っ
て
は
　
ニ
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
）
の
任
意
の
水
圧
力
を
加
え
た
場
合
に
、
漏
水
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一一　
開
閉
弁
を
全
閉
し
た
状
態
に
お
い
て
、
最
高
使
用
圧
力
以
下

（連
結
送
水
管
の
放
水
口
に
あ
っ
て
は
、
ニ
メ
ガ

パ
ス
カ
ル
以
下
）
の
任
意
の
水
圧
力
を
加
え
た
場
合
に
　
漏
水
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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第
七
　
消
火
栓
弁
の
耐
圧
試
験

消
火
栓
弁
の
耐
圧
試
験
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
開
閉
弁
を
全
開
し
、
受
け
口
と
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
最
高
使
用
圧
力
の

ｒ
・
五
倍

（連
結
送
水
管
の

放
水
口
に
あ
っ
て
は
、
三
メ
ガ
バ
ス
カ
ル
）
の
水
圧
力
を
三
分
間
加
え
た
場
合
に
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
、
漏
水

等
が
生
じ
ず
、
か
つ
、
か
ん
合
部
か
ら
離
脱
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
開
閉
弁
を
全
開
し
た
状
態
に
お
い
て
、
最
高
使
用
圧
力
の

一
・
五
倍

（連
結
送
水
管
の
放
水
口
に
あ
っ
て
は
、

三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）
の
水
圧
力
を
三
分
間
加
え
た
場
合
に
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
、
漏
水
等
が
生
じ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

第
八
　
消
火
栓
弁
の
曲
げ
試
験

消
火
栓
弁
は
、
固
定
さ
れ
た
受
け
日
と
か
ん
合
し
た
状
態
に
お
い
て
、
最
高
使
用
圧
力

（連
結
送
水
管
の
放
水
口

に
あ
っ
て
は
、
ニ
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）
の
水
圧
力
を
加
え
、
か
ん
合
部
に
次
の
式
で
求
め
ら
れ
た
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
が

生
じ
る
よ
う
に
、
差
込
み
方
向
に
対
し
直
角
に
力
を
加
え
た
場
合
に
、
か
ん
合
部
か
ら
離
脱
せ
ず
、
か
つ
、
機
能
に

異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｅ
罵
凛
―
ゝ
ヽ
ア

（”
●
１

７
ヾ
″
こ
ゝ
―
プ
し
）
１
８
０
Ｚ
×
】
０
×

（黒
蟄
×
８
）
∃

第
九
　
消
火
栓
弁
の
開
閉
試
験

開
閉
弁
は
、
最
高
使
用
圧
力
の
水
圧
力
を
加
え
た
全
閉
状
態
か
ら
全
開
し
、
再
び
全
開
す
る
操
作
を
百
回
行
っ
た

場
合
に
、
機
能
に
異
常
を
生
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
　
消
火
栓
弁
の
等
価
管
長

消
火
栓
弁
の
弁
箱
は
、
水
に
よ
り
等
価
管
長
を
測
定
し
た
場
合
に
、
そ
の
値
が
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
消
火

栓
弁
の
形
状
及
び
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
呼
称
に
応
じ
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
数
値
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

玉
型
弁

ア
ン
グ
ル
弁

形

状

九
十
度
型

百
八
十
度
型

六
十
五

五
十

四
十
三
十

二
十
五

六
十
五

五
十
四
十
二
十

二
十
五

六
十
五

五
十
四
十
三
十

二
十
五

呼

称

二
十
七

・
〇

二
十

一　

〇

十
九
　
〇

十
五

・
〇

十
二

・
〇

二
十
四

・
Ｏ

十
八

・
○

十
六
　
〇

十
二
・
○

九

　

〇

十
五

・
０

十

・
○

八

・
〇

七

・
〇

六

・
○

等
価
管
長

（メ
ー
ト
ル
）

第
十

一　
消
防
用
ホ
ー
ス
及
び
消
防
用
ホ
ー
ス
用
結
合
金
具
の
構
造
及
び
機
能

消
防
用
ホ
ー
ス
及
び
消
防
用
ホ
ー
ス
用
結
合
金
具
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
消
防
用
ホ
ー
ス
は
、
最
高
使
用
圧
力
で
使
用
し
た
場
合
に
、
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
消
防
用
ホ
ー
ス
用
結
合
金
具
は
、
そ
の
使
用
圧
が
消
防
用
ホ
ー
ス
の
使
用
圧
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
．

〓
一　
消
防
用
ホ
ー
ス
に
消
防
用
ホ
ー
ス
用
結
合
金
具
が
装
着
さ
れ
た
部
分

（以
下

「消
防
用
ホ
ー
ス
と
結
合
金
具
の

装
着
部
」
と
い
う
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
試
験
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

０
　
強
度
試
験
　
消
防
用
ホ
ー
ス
と
結
合
金
具
の
装
着
部
を

一
・
八
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
で
引
張
っ
た
場
合
に
、
ず

れ
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
等
が
生
じ
な
い
こ
と
。

日
　
耐
圧
試
験
　
日
の
試
験
を
行
っ
た
後
に
、
平
ホ
ー
ス
を
用
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上

の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
二
号
）第
十
二
条
の
規
定
の
例
に
よ
り

保
形
ホ
ー

ス
を
用
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
同
令
第
二
十
四
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
耐
圧
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
　
ず
れ
、

著
し
い
変
形
、
漏
水
等
が
生
じ
ず
、
濡
れ
ホ
ー
ス
を
用
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
同
令
第
四
十
二
条
の
規
定
の
例

に
よ
り
耐
圧
試
験
を
行
っ
た
場
合
に
、
ず
れ
、
著
し
い
変
形
等
が
生
し
な
い
こ
と
。

第
十
二
　
ノ
ズ
ル
の
構
造
及
び
機
能

ノ
ズ
ル
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
消
防
用
ホ
ー
ス
に
結
合
す
る
部
分
は
、
消
防
用
ホ
ー
ス
用
結
合
金
具
と
し
、
差
込
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
結
合

金
具
規
格
省
令
第
八
条
に
規
定
す
る
差
込
式
受
け
口
に
、
ね
じ
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
同
令
第
十
条
に
規
定
す
る

ね
じ
式
受
け
口
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
¨

一
一　
最
高
使
用
圧
力
に
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
強
度
及
び
耐
食
性
を
有
す
る
材
料
を
用
い
、
流
水
に
よ
り
機
能
に
異

常
を
生
じ
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
¨

〓
一　
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
に
用
い
る
ノ
ズ
ル
は
、
前
二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
よ
る
こ
と
。

０
　
握
手
部
分
を
設
け
る
こ
と
。

国
　
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
放
水
が
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
二
第

一
号
国
に
掲
げ
る
放
水
用

設
備
に
あ
っ
て
は
、
口
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
棒
状
の
放
水

口
　
棒
状
の
放
水
及
び
噴
霧
状
の
放
水
の
切
替
え

日
　
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
に
用
い
る
ノ
ズ
ル
の
性
能
は
、
次
の
表
の
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の
種
類
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

百
三
十
リ
ツ
ト

ル
毎
分
を
下
回

ら
ず
、
か
つ
、

棒
状
放
水
量
の

百
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
な

い
こ
ル
ヽ

噴

霧

角

三

十

度
、
ノ
ズ
ル
先

端

の
高

さ

一

メ
ー
ト
ル
、
仰

角
五
度
に
お
け

る
射
程

40
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けに謗放一居胸証

鵡
肛
鋳
備掲一
鵬
相
媛

パO
ス
カー
,レ七
以メ
上ガ

パ○
ス・
力二
フレ五
以メ
上ガ

八
十
リ
ッ
ト
ル

毎
分
以
上

六
十
リ
ツ
ト
ル

毎
分
以
上

七
メ
ー
ト
ル
以

上 卦
メー
ト
ル
以

叡
針
劉
ｐ
断
り

ず
、
か
つ
、
棒

状
放
水
量
の
百

三
十
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
な
い

こ
と

こ卜三状ず毎六
とを十放

｀
分十

超パ水かをリ
え 1量つ下ツ
なセの
｀
回ト

いン百棒らル

棒
状
放
水
時
の

五
十
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
こ

と

図
　
ノ
ズ
ル
に
使
用
圧
力
範
囲
内
の
任
意
の
水
圧
力
を
加
え
た
場
合
に
、
漏
水
し
な
い
こ
と
。

同
　
ノ
ズ
ル
に
最
高
使
用
圧
力
の

一　
五
倍
の
水
圧
力
を
三
分
間
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
亀
裂
、
著
し
い
変
形
、

漏
水
等
を
生
じ
な
い
こ
と
。

第
十
三
　
表
示

表
示
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
放
水
用
設
備
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
放
水
用
設
備
又
は
そ
の
周
囲
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え

な
い
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
。

日
　
製
造
者
名
又
は
商
標

国
　
製
造
年

一
一　
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
に
は
、
前
号
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
又
は
そ

の
周
囲
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の

性
能
、
点
検
方
法
及
び
注
意
事
項
を
記
載
し
た
説
明
書
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

日
　
操
作
手
順
を
示
す
絵
表
示

同
　
一
人
で
放
水
操
作
が
可
能
で
あ
る
旨

日
　
天
丼
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
そ
σ
旨

四
　
最
高
使
用
圧
力

同
　
設
計
圧
力
損
失
値

（消
防
用
ホ
ー
ス
を
消
防
用
ホ
ー
ス
収
納
部
か
ら
延
長
し
て
放
水
し
た
場
合
に
お
け
る
圧

力
損
失
の
最
大
値
を
い
う
。
）

〓
一　
天
丼
に
設
置
す
る
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
の
降
下
装
置
に
は
、
降
下
装
置
で
あ
る
旨
を
、
当
該
降
下
装
置
又

は
そ
の
周
囲
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
。

四
　
消
火
栓
弁
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
。

同
　
製
造
者
名
又
は
商
標

国
　
製
造
年

日
　
型
式
番
号

回
　
呼
称

同
　
屋
内
消
火
栓
設
備
の
屋
内
消
火
栓
及
び
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
補
助
散
水
栓
に
あ
っ
て
は
、
最
高
使
用
圧

力
肉
　
開
閉
弁
の
開
開
方
向

ノ
ズ
ル
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
。

日
　
製
造
者
名
又
は
商
標

０
　
製
造
年

日
　
呼
称

回
　
簡
易
操
作
型
放
水
用
設
備
に
用
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
次
の
事
項

イ
　
型
式
記
号

口
　
開
閉
位
置
又
は
開
閉
方
向

ハ
　
棒
状
及
び
噴
霧
状
の
放
水
の
切
替
え
が
で
き
る
も
の
に
あ

っ
て
は
、
棒
状
及
び
噴
霧
状
の
放
水
の
切
替
え

位
置

附
　
則

（施
行
期
日
）

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
は
　
第
四
第

一
号
中

「消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
又
は
ね
じ

式
の
結
合
金
具
及
び
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十

五
年
総
務
省
令
第
二
十
三
号
。
以
下

「結
合
金
具
規
格
省
令
」
と
い
う
。）第
七
条
に
規
定
す
る
差
込
式
差
し
口
」
と

あ
る
の
は

「消
防
用
ホ
ー
ス
に
使
用
す
る
差
込
式
の
結
合
金
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
四
年
自
治

省
令
第
二
号
。
以
下

「差
込
式
結
合
金
具
省
令
」
と
い
う
。
）第
五
条
に
規
定
す
る
差
し
口
」
と
、
「同
令
第
九
条
に
規

定
す
る
ね
じ
式
差
し
口
」
と
あ
る
の
は

「消
防
用
ホ
ー
ス
又
は
消
防
用
吸
管
に
使
用
す
る
ね
じ
式
の
結
合
金
具
の
技

術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
四
年
自
治
省
令
第
二
号
。
以
下

「ね
じ
式
結
合
金
具
省
令
」
と
い
う
。）第
五
条

に
規
定
す
る
差
し
口
」
と
、
第
十

一
第
二
号
国
中

「消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十

五
年
総
務
省
令
第
二
十
二
号
）
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は

「消
防
用
ホ
ー
ス
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭

和
四
十
三
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
〉
第
十
三
条
」
と
、
「同
令
第
二
十
四
条
」
と
あ
る
の
は

「同
令
第
四
十

一
条
」

と
、
「同
令
第
四
十
二
条
」
と
あ
る
の
は

「同
令
第
二
十
条
」
と
、
第
十
二
第

一
号
中

「結
合
金
具
規
格
省
令
第
八
条

に
規
定
す
る
差
込
式
受
け
口
」
と
あ
る
の
は

「差
込
式
結
合
金
具
規
格
省
令
第
六
条
に
規
定
す
る
受
け
口
」
と
、
「同

令
第
十
条
に
規
定
す
る
ね
じ
式
受
け
口
」
と
あ
る
の
は

「ね
じ
式
結
合
金
具
省
令
第
六
条
に
規
定
す
る
受
け
口
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

（経
過
措
置
）

３
　
こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
若
し
く
は
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移

転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の
部
分
又
は
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十

一
日

ま
で
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
え
の
工
事
を
開
始
す
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
そ
の

部
分
に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
の
屋
内
消
火
栓
及
び
放
水
に
必
要
な
器
具
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
補
助
散
水

栓
及
び
放
水
に
必
要
な
器
具
、
泡
消
火
設
備
の
消
防
用
ホ
ー
ス
、
屋
外
消
火
栓
設
備
の
放
水
用
器
具
並
び
に
連
結
送

水
管
の
放
水
口
及
び
放
水
用
器
具
の
う
ち
、
改
正
後
の
屋
内
消
火
栓
設
備
の
屋
内
消
火
栓
等
の
基
準
第
二
、
第
四
（第

四
第
二
号
の
規
定
を
除
く
。）、
第
十

一
、
第
十
二
及
び
第
十
三

（第
十
三
第
四
号
の
規
定
を
除
く
。）
の
規
定
に
適
合

し
な
い
も
の
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

○
消
防
庁
告
示
第
二
号

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
六
号
）
の
施
行

に
伴
い
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
に
関
す
る
件

（昭
和
五
十
七
年
消
防
庁
告
示
第
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日

消
防
庁
長
官
　
岡
崎
　
浩
巳

附
　
到

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2  1
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事 務 局 だ よ り

◎組合の主な予定

4月 10日 通常総会の公告
.       4月 26日  4月度理事会
'       5月 23日 通常総会 (第 46回 )

◎組合員情報

事務所移転 三協防災 (株 )
新住所 〒 143-0013

東京都大田区大森南 5-3-13
TEL   03-6423-2130
FAX  03-6423-2140

◎共済制度について

●消防設備保守・点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 。株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険 。生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受託者賠償責任保険がセットになった総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

● 団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、
ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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